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この作品はフィクションです。

実際の人物・団体・事件などに一切関係ありません。
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　窓を叩く音がした。春になったというのに、外はまるで冬に戻ったかのような冷たい風が吹いている。

　隙間風に鳥肌が立ち、少しでも暖を取ろうとカーテンを閉めようとしたときだった。

　窓から外を覗のぞくと、一台の馬車が邸やしきの前に停まったのが見えた。

　誰かが邸を訪ねてきたようだ。まもなく日が暮れるというときに、いったい何の用事だろうか。

　リュシーはおそるおそる玄関のドアを開く。そして、訪ねてきた人物を見た瞬間、驚き震え上がった。

「アントワーヌ伯爵家のご令嬢、リュシー・アントワーヌ様ですね」

　黒ずくめの男に色のない声で問われ、リュシーは青ざめる。

　男の後ろには同じように黒いコートを着た男二人が剣けん呑のんな表情を浮かべ、待機していた。

「あ、あなたたちは……誰？　ここはもう伯爵家ではないの。あげるものは何もないわ」

　リュシーは怯おびえて震える唇を精一杯動かし、そう訴える。

　有名な美術品も、骨こっ董とう品も、すべて邸から持ち出された。残されているのはリュシーただ一人。

　彼女は僅わずかばかりの食料で生活を凌しのいでいた。しかしこの邸もじきに没収されてしまうだろう。

　アントワーヌ家が没落したのはついこの間のこと。領内の不作と海難事故により、税収と借金の均衡がとれなくなったことが原因だった。

　プライドが高かったアントワーヌ伯爵は家が没落したことに耐えきれなかったらしく、一人娘であるリュシーを遺のこして自決してしまった。

　父の葬そう儀ぎ後、ひとり遺されたリュシーは邸の中で途方に暮れていた。

　伯爵夫人はリュシーが幼い頃にとうに亡くなっており、頼れる親類もいなかった。没落した家の人間に手を差し伸べる者はそうそう見つかるものではなかった。

　この邸からまもなく出ていかなくてはならないことはわかっているが、行く宛はどこにもなく、リュシーは藁わらにも縋すがる想いで、婚約していた恋人エドモンドからの手紙を握りしめていた。

　手紙にはこう書かれてあった。

【もしも君に何かあれば、僕を頼るといい】

　アントワーヌ家が没落したことは、家族ぐるみで親しくしていたエドモンドの耳にも入るはずだ。しかし葬儀の時に姿が見えなかったので、彼からの連絡をリュシーはずっと待っていたところだった。

　リュシーは目の前に立ちふさがっている黒ずくめの男たちを見て、ハッとする。

　もしかしたらエドモンドが助けてくれるために、使いを出してくれたのかもしれない。そう思ったのだ。

　期待を込めて男たちを見る。すると、思ったとおりに男たちは言った。

「エドモンド様とのお約束どおりに、リュシー様をお迎えにあがりました」

「それじゃあ……ほんとうに、エドモンドが？」

　リュシーの表情に光が広がる。瞳にはたちまち涙が溢あふれ出した。

　ああ、やっぱり頼れる人だったのだ。父が紹介してくれた実業家の彼エドモンドは出会った時から、いつだってリュシーにやさしくしてくれた。葬儀に出られなかったのは、彼が忙しかったからだ。きっと今頃心配してくれているに違いない。

　リュシーはようやく見つけた光に胸を高鳴らせる。

　そして、早く彼に会いたい一心で、唇を開いた。

「今すぐ、彼のところに連れて行ってください」

「では、どうぞ馬車にお乗りください。ご案内いたします」

　黒ずくめの男に言われるがままに、リュシーは馬車に乗り込む。すぐにも御ぎょ者しゃの手により、馬車はゆっくりと動き出す。

　リュシーは手紙を大事に握りしめ、一刻も早いエドモンドとの再会を願った。
















　それからどのくらいの時間が経過しただろうか。

　馬車の窓から外を見てみれば、出立したときには空にあった夕陽がすっかり落ち、辺りは真っ暗になっていた。

（ここはどこ……？）

　リュシーはだんだん心配になってきてしまった。

　エドモンドの邸に向かっているのかと思ったが、どうやら違うようだし、どこの街の中を走っているのか、リュシーにはまったく見当がつかない。

　見たことのない街並みを眺め、彼女が不安に思いはじめたとき、馬車はようやく停まった。

　車窓から外を見てみると、目の前には黒い鉄柵に囲まれた立派な邸が視界に映った。

　鉄門の前には門番が二名待機している。先頭を走っていた馬車から出てきた男が招待状らしきものを門番に見せると、門はゆっくりと開かれた。

　馬車はゆっくりと闊かっ歩ぽし、再び停まる。するとドアが開かれ、黒ずくめの男にどうぞと手を差し出された。

　リュシーはおずおずと男の手に掴まり、馬車のタラップを降りる。

　とにかくこれからエドモンドに会えるのだ。手紙を握りしめながら、リュシーは男たちに従う。

　邸の扉が開き、中から初老の男性が出てきた。

　邸の人間だろうか。執務服を着ているからきっとそうだろう。しかし彼に見覚えはない。

　リュシーは一刻も早くエドモンドに会いたくて、気が急せくばかりだ。

　それだというのに、男たちは初老の男性に突き合わせるなり、そのまま立ち去ってしまうではないか。

「あ、あのっ」

　リュシーは焦った。すると、初老の男性がこちらにやってくる。

「さあ、お嬢さんはこちらへ」

　初老の男性はリュシーに紳士的な微笑みを向ける。

　リュシーは藁にも縋る思いで、彼に問いかけた。

「教えてください。こちらにエドモンド・ローランはいますか？」

　男性は鷹おう揚ように微笑ほほえむ。

「ええ、おりますとも。順番にご案内しておりますよ」

　順番に？　リュシーは首をかしげた。

　名乗ることもせず、初老の男性はリュシーを案内する。ここまで来たなら、リュシーはとにかくついていくほかない。

　邸の中は薄暗かった。長い廊下を歩くにつれ、湿った空気がまとわりつき、ぞくっと鳥肌が立つ。リュシーは思わず自分の腕をさすった。

　ここは、あまり好んで来たい場所ではないかもしれない。

　ある部屋の前に到着すると、ようやく初老の男性はリュシーに声をかけてくれた。

「こちらでお待ち下さい」

　そう言い、初老の男性は重たい鉄のドアを開く。

「この部屋で待っていれば、エドモンドと会えるんですね？」

「では、私はこれにて失礼します」

　リュシーの問いに答えることなく、初老の男性は恭うやうやしく頭こうべを垂れたとおもいきや、リュシーを押し出すように部屋に入れ、ドアを閉めようとする。

「きゃっ……」

　重たい鉄の扉はすぐにも閉まり、遅れて施せ錠じょうされた音がした。

　灯あかりのついていない部屋に怖くなり、リュシーはおそるおそる辺りを見回した。

「な、なんなの。どうしてこの部屋は真っ暗なの」

　パニックになりリュシーが騒ぎ立てる声が響いた。すると、ひそひそとナイショ話をしているような声が聞こえ、リュシーは息をのむ。

　真っ暗でわからないが、何かがいる。否いな、誰かがいる──。

　だんだんと目が慣れてくると、なんと同じ年頃の女性たちの姿が見えてきた。その光景に、リュシーは絶句する。

　彼女たちは怯えたような顔をして座りこんでいた。それも一人や二人ではない、十人以上はいる。

（一体ここは……）

「突っ立っていると邪魔よ」

　側にいた赤毛の女性に睨ねめつけられ、リュシーはハッとする。

　女性たちの好奇の視線が一斉に寄せられるのが居心地悪かった。

　しかしどこにどうしていればいいのかわからない。

「へぇ。美人じゃない。新入りのあなたがいちばん高く売れそうね」

　右往左往していると、別の黒髪の女性に不穏な言葉を投げかけられ、リュシーは不安になり、彼女に尋ねた。

「どういう……意味なのかしら」

「あら、知らないで連れてこられたの？　ここは貴族の闇やみのオークション会場……私たちがいるのは控ひかえ室しつよ」

　嘲あざけるような彼女の言葉を聞いて、リュシーは絶句する。

「なん、ですって？」

「仕方ないから教えてあげる。あなたはここで順番に競売にかけられるのよ。まずは目玉の商品が呼ばれるわ。そしてお金持ちが値をつけていく。その繰り返し。一日に何十人くらいかしら。落札した貴族に私達は買われるの」

　リュシーは愕がく然ぜんとする。

　そんなの嘘だ。なぜ自分がこんなところに連れてこられたのだろう。何かの手違いとしか思えない。

「買われるだけマシよ。ずっと鎖くさりに繋がれているよりね」

「私はただ、エドモンドに逢いたくて……」

　衝動的にドアに駆け寄り、ノブを回す。しかし空回りするだけで開かなかった。外から鍵がかけられているらしい。

　ここから出られない……リュシーの顔から血の気が引いた。

「誰か！　お願い！　ここから出して」

　リュシーは必死にドアを叩たたいた。何度も、何度も。けれどびくともしないし、手が痛むだけ。

　悲痛なリュシーの叫びが虚むなしくその場に響きわたると、まわりの女性たちから同情の視線が寄せられた。

「やめなさいよ。みっともない。無駄よ。ここに入れられたらもう二度と出られないわ。壇上の鳥かごに繋がれるのよ」

　諦あきらめきった顔をして、一人の女性が言った。

　きっと彼女も連れてこられた日にリュシーと同じ行動をとったのかもしれない。哀あわれみの表情を浮かべていた。

「そんなっ」

　こんなことが現実だなんて思いたくなかった。あるはずがないと信じたかった。

「かわいそうに。誰かに騙だまされたのね。大方、落ちぶれた貴族のお嬢さんが、恋人に捨てられたというところかしら」

　別の真っ赤な口紅をした女性がくすくすと嘲ちょう笑しょうする。

「……っ」

　まさか、やさしくしてくれたエドモンド……彼ははじめからこのつもりで？

　エドモンドへの信頼が初めて揺らいだ瞬間だった。だが、そんなことはないと必死に浮かんできた思考を散らそうとする。

　では、そうではなかったら、なぜこんなことに。その理由が思い当たらなかった。

「あら、当たり？　でも、一番悲惨なのはあたしみたいな売れ残り。自分をアピールするのに必死よ。可愛いあなたは安心していいわ。まあ、せいぜい良いお金持ちに買われることを祈ることね。私たちはみんな貴族の玩具おもちゃになる運命から逃げられないんだから」

　彼女は自じ虐ぎゃく的にそして愉たのしげに言った。

「そうよ。どうせなら可愛がってくださるオジ様はいないかしら。掃除女になるくらいなら娼しょう婦ふになった方がいいわ。薄汚れていくより女としての快楽を選びたいじゃない」

「バカね。ここに来る貴族たちがまともなはずはないじゃない。モノ好きしかこないわよ」

　女たちは口々に好き放題言う。何も言わない女性もいたが、もう喋しゃべる気力もないといった様子だ。リュシーと目を合わせることすらしなかった。

　いつまで閉じ込められていればいいのだろう。

　リュシーが不安を抱いていたそのとき、部屋の奥のカーテンが開き、一筋の光が入る。

　まばゆさに目を眇すがめていると、名を呼ばれた。

「次はリュシー、君だ」

　指名されたリュシーは首を横に振る。

　部屋に入ってきたのは先ほどリュシーを小屋に案内した初老の男性だった。どうやらこの男性こそがオークション主催側の管理者らしい。

（ひどいわ。最初からエドモンドに会わせる気なんてなかったのね……）

「いや……」

　リュシーは後ずさりをして逃げようとする。だが男に手首を捕つかまれ、そのまま枷かせをつけられると、鎖に繋がれてしまう。

「早くしなさい。お客様がお待ちだ」

「待っ……」

「君には逃げられる場所なんてどこにない。幸せなことだと思いなさい」

「いやっ」

　そんなのわかりたくない。

　リュシーは引きずられる身を持ち直すべく、なんとか抵抗しようとした。だが、華きゃ奢しゃな彼女が男の力に敵うはずもなかった。

「騒ぐようなら、無理やりその唇に猿さるぐつわをかませるしかなくなる。せっかくの美人が台無しになるだろう？　それに、私だってそんなむごいことはしたくない。わかってくれるかい？」

　管理者は銀灰色の瞳を揺るがせ、悲しげに睫まつ毛げを伏せる。しかしそこには言葉どおりの感情は見られない。

　いや。こんなの信じられない。

　エドモンド、お願い。どうか嘘だと言って。

　こんなのは夢だと言って。

「落ち着くんだ。我々は君に何かしようというわけではない。ただ立っているだけでいい。お客様が見定めてくださるのを待つだけだよ」

　管理者がリュシーの耳元で囁ささやく。しかしその言葉はかえって恐怖を煽あおるだけだった。

　結局、リュシーひとりの力ではどうすることもできず手と足に枷をはめられ、鎖に繋がれた。

　そのままリュシーは背を押されるようにして、舞台の袖そで口ぐちに待機させられることになってしまった。

「さあ、君の番だ」

　管理者に命じられ、袖口から壇上へと歩く。

　リュシーは目の前に広がる異様な光景に息をのんだ。

（なん、なの……ここは……）

　黒と真紅に染まった会場の中に大勢の人たちがいる。そしてリュシーが登場した途端に、どよめきはじめた。

「素晴らしい」

「……実にいい」

「ぜひとも、手に入れたい」

　仮面をつけた紳しん士し淑しゅく女じょが壇上の鳥かごの中に繋がれるリュシーを見ている。

　淫いん靡びな視線が舐なめ回すようにリュシーの身体にまとわりつく。

　まるで今にも手が延のびてきて、茨いばらのように絡からみついてきそうなほどだ。

　声を出すことはおろか、その場で立ちすくむしかできなかった。

「本日の目玉です。さあ」

　管理者の男の一声により、値がつけられていく。

　手鎖に繋がれていたリュシーは耳を塞ふせげない代わりに、ぎゅっと固く目を瞑つぶった。

　オークションがはじまってしまったようだ。

　値が吊り上がっていくさなか、リュシーは信じがたい思いで首を横に振るだけ。

（こんなの夢よ。嘘だわ……ありえない）

　しかしリュシーの気持ちなど知る由よしもなく、会場内からは次々に声が上がった。

「五百万フランソル」

（五百万……!?）

　豪華な邸を手に入れられるほどの高額に、他の者は誰も手が出せない。それから沈黙がしばらく流れた。

　リュシーはおそるおそる目を開けた。仮面をつけたその人はどんな人なのだろうか。怖くて見られない。

「どなたもいらっしゃいませんね。では、１番の方に決まりました」

　受付終了の音が鳴らされる。まるで斬ざん首しゅ刑けいの宣告にあったような気持ちだった。

（私は……私は……いったい、どうなってしまうの）

「では次に参りましょう。準備が整うまで少々お待ちください」

　呆ぼう然ぜんとしているリュシーに元に管理者は戻ってきて、手鎖を引っ張る。

「早くこっちに来るんだ」

「あっ」

　その行為は人に対するものではなく、家か畜ちくに対するもの。いっけん温和に見えた管理者は同情こそすれ彼に人情はないようだ。

　冷静に周りを見られるようになってからのほうが、よりショックが大きかった。

　これは夢ではない。現実なのだと認めざるをえない。がくがくと膝が震える。

「さあ、挨あい拶さつをしなさい」

「……待ってください。これは、何かの間違いなんです。今から取り消し──」

　口を開いた刹せつ那な、ぴしゃんと鞭むちで身体を打たれた。痛みよりも、ショックで言葉を失う。

　呆然として管理者を見ると、彼は苛いら立だったように言い捨てた。

「君は売られたんだ。権利は既にあの方にある。言っておくが君は幸運な方だよ。それとも君は同等の金額を主催管理者である私に支払えるのかい？」

「……っ」

　そんなことできるはずがない。五百万フランソルだなんて。

　唇を噛みしめるリュシーに、管理者はほくそ笑む。

「そうだろう、君には無理だろう。ああ、ひとつだけあるとすれば……転売交渉は可能だ。お客様の納得のいく値段でね。しかし君も壇上で聞いていたように今回は稀まれといえるほどの高額がついた。転売交渉したとしても、なかなか買い手がつかないだろうね。その場合、据え置かれた君には、罰則金を支払ってもらうことになる。こちらでは面倒を見る余裕はないから、つまり、娼婦になってもらうほかになくなるんだけれどね」

「そんな」

「わかったかい？　貴族様に買われ、大事にされたほうが、今後の君のためだ。まあ、大事にしてくださるかどうかは、ご主人様次第だが」

　管理者は下げ卑ひた笑みを浮かべる。

　リュシーは悔しいやら悲しいやら様々な感情に心を乱され、唇を震わせる。せめて涙がこみ上げてくるのを我慢することだけで精一杯で、その場に立っているのさえ苦痛だった。

　もう誰も助けてくれる者はいないし、自分で逃げられる術すべもない。

（私は……ほんとうに買われてしまうの）

　転売交渉がどんなものなのかわからない。五百万フランソルという大金を支払う人間が、他にどの程度いるのかわからない。次はどんな相手なのかもわからないし、引き伸ばしすることだって無理だ。どう考えても、ここで選択する権利はリュシーにはないのだ。

　拒絶しようものなら家畜に鞭を打つべく、また罰を与えられ、叩かれるだけだろう。或あるいは、娼婦館に売り飛ばされてもおかしくはない。どのみち、リュシーには未来などないのだ。

「このたびは落札おめでとうございます」

　猫を撫なでるような声で、管理者がお客に挨拶をする。あれほどの大金を支払う客だ。管理者が贔屓ひいきにするのも無理はないだろう。

　リュシーはどうしても仮面の男の顔を見られなかった。見てしまったら後戻りできない気がしたからだ。否、もうとっくにそうであったとしても。

「ありがとう。さっそく契約をしたいんだが」

　低くて落ち着いた声は、まだ若い感じがする。いったいどんな男性なのか。ひどく醜みにくくて恐ろしい姿をしていたらどうすればいいだろう。そしてリュシーを買ってどうするつもりでいるのだろう。あの、壇上で向けられた淫靡な視線からして、いい予感はしない。

　怖くてかたかたと肩までもが震え出した。

「では、こちらにどうぞ」

　取り交わされる契約とサイン。リュシーは客がサインを交わすのを尻目に、俯うつむいたまま絶望の中にいた。

「リュシーといったね」

　声をかけられ、リュシーはびくりと肩を揺らす。

「ゆっくりでいい。こちらを向いてごらん」

　リュシーはいやだと抵抗したかった。今だって逃げ出してしまいたい。

　しかし管理者の威圧的な空気がそうはさせてくれなかった。側には鞭がある。今度は身体に傷がつくほど打たれたらと思うと怖くて、従わずにはいられなかった。

「失礼にならないように、リュシー。商品には傷をつけて渡すわけにはいかないからね」

「っ……はい……」

　おそるおそるリュシーは顔をあげる。今にも涙がこぼれそうだったし、心臓は張り裂けそうになっていた。全身がぶるぶると震えるのを止められない。

「困るな、管理人。すっかり怯えているじゃないか。この子は私が競せり落としたんだ。権利は譲ってもらわなければ。私の前で彼女にひどいことを言うものじゃないよ」

　仮面の男性は不愉快そうに苦情を申し出た。

「おっしゃるとおりでございます。大変失礼いたしました」

　管理者は慌てたように深々と頭を下げて許しを乞こうた。

　そして仮面の男性はペンを置き、再びリュシーに向き直る。

「私はアルフォンス・ジェルマンだ。ディンゼルの邸にこれから君を連れていく。そこで一緒に暮らしてもらう」

「ディンゼル……公爵？」

「ああ、だが、君はアルフォンスと名前で呼んでくれて構わない」

　彼は仮面を外し、素顔をあらわにした。

　その瞬間、リュシーは息をのんだ。

　美しい宝石のような瞳をした、端たん正せいな顔立ちの彼を見てリュシーは驚く。まるで彼はロイヤルプリンス。

　高貴な身なりからもわかるように、公爵位を持つ彼は王族とつながりがある人間のはずだ。

　初老の男性が「君は幸運な方だ」とリュシーに言ったのはそういう意味なのだろうか。

　しかしそれだけではリュシーにとっての本当の意味での安心材料にはならない。破格の値段で若い女を買うという行為に純粋な想いがあるわけがない。リュシーにとっては、ますます心配だった。

　彼は高値で買ったリュシーをどう扱うつもりなのだろうか。

「そんな怯えた目をしなくていい。君にひどいことをしようなんて思わない。安心するといい」

　リュシーの猜さい疑ぎ心を悟さとったのか、アルフォンスはなだめるように穏やかな口調で言った。

「……っ」

　言葉を出すことを忘れた人形のように、リュシーはただ唇を噛み締めるだけ。

「まずはこの場から君を連れ出すことが先決のようだね」

　そう言い、彼はリュシーの肩を抱こうとする。

　リュシーはとっさに身を引いた。管理者から鞭が飛ぶだろうか、とぎゅっと目を瞑るが、そんなことはなかった。

　ただ、アルフォンスが寂しそうな顔をしていた。

「最初は仕方ない。じきに慣れるさ」

　アルフォンスは気に留めることなく、そう微笑みかける。

　けれど、外に出るまで鎖に繋がれたままのリュシーにとって、いくら彼が紳士であろうと、そんなすぐに心を開くことなどできそうになかった。
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　再び箱馬車に揺られ、リュシーが連れてこられた邸は、先ほどの鬱うっ蒼そうとした暗い邸ではなく、白はく亜あの王宮を思わせるような気品に溢れた邸だった。

　不意に、邸は主人の顔であるから大事にしなくてはならないと父が話していたことを思い出してしまい、リュシーは胸が苦しくなった。

（どうしてお父様はひとりで……私を連れていってくださらなかったの）

　もしかしたら父はエドモンドに託したかったのかもしれない。そのエドモンドはここにはいない。彼は心配するどころか、リュシーを見捨て、そして裏切った。

　いくら過去に追いすがろうとしても現実が変わるわけでもない。自分が今置かれている状況を認めなくてはならない。

　それでもまだリュシーは自分の身に何が起きているのか、信じられなかった。

　不安のさなか、ディンゼル公爵の邸に入ると、執事を筆頭に使用人が数名待機していた。

　アルフォンスは執事に鞄かばんを預け、女性の使用人に「リュシーにドレスの準備を」と命じた。

「かしこまりました」

　と、使用人は恭しく応じる。

　紹介もされていないのに、どうして名前がわかるのだろうと、リュシーは不可解に思い、首をかしげた。

　もしかしたら以前からエドモンドはそのつもりでアルフォンスにオークションに出品するという話をとりつけていたのだろうか。それともリュシーが売られることはあらかじめ貴族の間で話題になっていたのだろうか。

　様々な疑惑が浮かび上がってくるが、すぐに虚無感に変わっていく。無力なリュシーにはどうすることもできない。今さら考えても仕方のないこと。こうして売られてしまった以上、後戻りはできないのだ。

（五百万フランソル）

　オークション会場で値をつけられたときのことが蘇よみがえってくる。アルフォンスは管理者と契約を交わし、しっかりとサインをしていた。

　リュシーに逃げ出すことが可能だとしたら、相応の資金を支払うほかにない。当然、没落した貴族令嬢であるリュシーが五百万フランソルなどという大金を払えるわけがない。

　ひとりでは住む場所も、頼れる人もいない。言うなれば、リュシーにはもう、この邸の主人であるアルフォンスしかいないということだ。

　君にひどいことはしない、と言っていたアルフォンスの言葉を信用していいのだろうか。

　リュシーはまだ気を許そうとは思えなかった。

「着替えたら食事をしよう。お腹が空いただろう？」

「いえ、私は……」

　リュシーは首を横に振った。

「遠慮することはない。私は先に待っているよ」

　アルフォンスはそう言い、リュシーから離れた。まだ彼に気を許したわけではないが、彼がいなくなると不安を覚える。これ以上、知らない場所で一人になるのはいやだった。

　だいたい、こんな状況では食事をとる気にはなれないし、それどころではない。現実を受け止めるだけで精一杯だ。

　せめてひとりにしてほしい。それすらも許されないなんて、これからどうしたらいいのだろう。

「リュシー様、お召し替えいたしますのでこちらにどうぞ」

　別室に連れていかれ、使用人の女性とふたりきりになった瞬間、リュシーはついに溢れる涙をこぼさずにいられなかった。

　彼女の瞳から宝石のような大きな粒の雫しずくが頬ほおを伝っていく。

「……どうして、こんなことに……っ」

　いったん溢れ出したら、止まらなかった。

「リュシー様……」

　使用人は戸惑ったような哀あわれんでいるような目でリュシーを見つめる。急かすわけでもなく、叱しかるわけでもなく、困惑しているようである。

「ごめんなさい。突然のことで……覚悟がなかなかできないの」

　少女のように泣きじゃくるリュシーに、使用人はハンカチを差し出した。

「申し遅れましたが、私はこのお屋敷でお手伝いさせていただいているセレスト・マスカールとも申します。お世話をさせていただきますので宜しくお願いします」

　リュシーはハンカチを受け取って、溢れ出した涙を拭ぬぐいながら頷うなずく。

「気休めな言葉かもしれませんが、旦那様はリュシー様を気にかけていらっしゃいました。これから先もずっと大事にしてくださるはずです。ですから、まずは旦那様のことを少しずつ知ることからはじめてみてはいかがでしょう。何も知らないからこそ不安で怖くなるのです。旦那様は悪い方ではありません。これだけははっきりと申し上げます」

「……っありがとう。セレストさん」

　せめて心遣いに感謝を告げると、セレストは小さく微笑んだ。

「いえ。私のことは気軽にセレストと呼びつけてくださいませ。では、お支度いたしましょう」

　明日には野垂れ死んでいたかもしれないと思えば、やはり幸運だったと言い聞かせるしかない。

（さようなら、エドモンド）

　リュシーは鏡の前で美しく着飾られていく自分を眺めながら、空虚な想いを手放した。

　もう二度と栄華の時は戻らない。父もそれを知ってすべてと引き換えに空に還かえったのだ。

　自分はもう今までのリュシー・アントワーヌではない。ならば、別人として生きていくほかにない。

　リュシーはそう自分に言い聞かせ、残りの涙を拭った。
















「待っていたよ。とても綺麗だ」

　食堂に案内され、アルフォンスに対面すると、さっそく彼に甘い言葉で囁かれ、リュシーは俯く。

　ドレスアップした自分の姿を褒められたら、本来は喜ぶべきものかもしれない。

　けれど、ちっとも嬉しくはない。買われた人形が主人に言われるがまま着せ替えられただけなのだから。

　使用人に椅子を引かれ、リュシーはおずおずと着席する。それからもすぐにはアルフォンスの顔が見られなかった。

「お気に召さなかったかな。次はもっと君好みのものを用意させよう」

　アルフォンスが言った。

　リュシーは慌てて首を横に振った。

「そういうつもりでは……」

「では、顔を上げてくれるかい？」

　言われるままに、リュシーはそろりと顔を上げた。

　澄んだ青い瞳と視線が交わる。

「あの。旦那様」

　リュシーは衝動的に口を開いた。さっき自分で考えていたことを彼にも知ってもらいたい。そう思ったのだ。

「ん、何だい？」

「わ、私は旦那様に買われた身です。相応に尽くさなくてはならないと理解しています。そんな私には何も望む権利はないかもしれません。ですが、ただ一つだけ、お願いがあるのです」

「いいよ、言ってごらん」

　許しを得て、リュシーはホッとする。

　セレストが言ったとおり、アルフォンスは話のわからない人ではない。それだけが救いだった。

　リュシーは思い切ってさっき考えていた願いを申し出た。

「今から私を、別の名で呼んでくださいませんか」

　アルフォンスは意表を突かれた顔をして、リュシーに問いかけてきた。

「……なるほど。まずは理由を聞こうか。それはなぜだい？」

　テーブルの上で両手を組み、リュシーの様子を窺うかがうようにアルフォンスが尋ねてくる。
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「私はこんなふうに考えています。リュシー・アントワーヌはもういない──アントワーヌ家は没落しました。だから、私は別人として生きていく……そういう決意を持たなくてはならないと思ったからです」

　リュシーが必死に訴える間、アルフォンスはただ黙って聞き入っていた。嫌悪を浮かべるわけでも、疑問を抱いているわけでもないようだ。ただ本当に彼女の真意が知りたいといった様子だった。

　だが、すぐには色のいい返事はもらえない。二人の間にしばらく長い沈黙が訪れる。

　リュシーはこくりと喉のどを鳴らし、アルフォンスの様子を伺うかがった。

　アルフォンスは長い睫毛を伏せて、ため息をひとつ落とした。

「悪いが、それはできない。君にその権利はないよ」

「……っ」

　拒絶された強い言葉にショックを受け、リュシーは表情を強張らせる。

　アルフォンスを怒らせてしまっただろうか。もしそうだとしたら、勝手なことを言うべきではなかった。

　リュシーは自分の浅せん薄ぱくさを後悔する。

　すると、アルフォンスは静かに首を振った。

「ああ、強く言い過ぎたね。勘違いしないでほしいんだが、君自身を否定したくないからこそ、私は受け入れられないと告げたんだよ」

　と、彼は眉尻を下げた。

　リュシーはアルフォンスの意図がわからず、ただただ困惑して彼を見つめ返す。

「いいかい？　君がリュシー・アントワーヌだからこそ、私は君をここへ連れてきた。だから君はこの先もずっとリュシーのままだ」

　アルフォンスはやさしく語りかけるように言った。そして戸惑うリュシーを尻目に、彼は念を押すように続けた。

「君をどう呼ぶのか、君にどう接するのか、その権利はすべて私にある。忘れないでほしいんだ」

　毅き然ぜんとした態度を崩さないアルフォンスを見て、なんておこがましい願いを口にしてしまったのだろうと、リュシーは自分が恥ずかしくて仕方なかった。

　リュシーは買われたのだ。善意で引き取られたわけではない。

　それなのに、身をわきまえない発言をしたせいで、きっとアルフォンスは内心怒っているに違いない。

　どこかでまだ現実を受け入れていない自分が招いた失態だった。

　リュシーはしゅんと落ち込んで視線を落とした。

「ごめん、なさい」

「いいさ。誰にでも間違いはある。さあ、すぐに俯くのはやめようか。顔を上げてごらん」

　アルフォンスに言われ、リュシーはおずおずと視線を戻した。アルフォンスはもう剣呑な表情は浮かべていなかった。

「まずは乾杯をしよう。君と私の出会いに」

　そう言って微笑み、一脚のワイングラスを手に持った。

　主人の合図に誘われるようにリュシーのそばに給仕係がやってきて、ぶどう酒を開けてくれる。

　正直ぶどう酒はあまり得意ではないのだが、当然リュシーには断る権利などない。言われるままにグラスを持つ。その手がかたかたと震えてグラスの中のぶどう酒が揺れてしまう。

　アルフォンスはワイングラスを口から離し、リュシーを見た。

「リュシー、繰り返すが、そんなふうに怯えないでくれ。私は君に奴ど隷れいになれとも使用人として雇うとも、告げていないね？」

「はい、旦那様」

「よし。ただ言えることは、ここへ連れてきた以上、君を大事にする……ということさ」

「申し訳ありません。失礼な態度をとってしまいました」

　リュシーは素直に謝罪した。

「いいよ。許そう。主は寛大でなければね」

　アルフォンスは穏やかな人だ。けれど、意思の強い眼まな差ざしを持ち合わせている。彼の意に反して、奴隷でもなく使用人でもないという言葉はかえってリュシーを不安にさせた。

　では、この豪ごう奢しゃな邸をいくつも手に入れられるほどの大金で買われたリュシーはこの先いったい何をさせられるというのだろうか。

　そればかりを考えていたら、次々に運ばれてくる料理の味もわからなかった。
















　食事が終わると、身支度を整えたらアルフォンスの私室に来るようにと命じられた。

　湯ゆ浴あみを丁寧に施ほどこされ、ナイトドレスに身を包んだリュシーは、引き続きセレストに案内され、アルフォンスの部屋に向かう。

　一人になる時間はまだ許されないようだ。そもそもこの先一人になれるのかどうかもわからない。

　セレストが部屋のドアをノックすると、すぐに返事があった。

「旦那様、よろしいでしょうか。リュシー様をお連れしました」

「ああ。入ってくれ」

　アルフォンスは執務机の前に座って待っていた。

「では、私はこれにて失礼します」

　と、案内役のセレストは早々に立ち去ってしまう。

　リュシーは思わずセレストに縋り付いてしまいたくなった。だが、無情にもドアは閉められてしまう。もう逃げるところはどこにもない。

　二人きりの密室と思うと、鼓動が速まってくる。

　食事の席ではできなかった話をするつもりだろうか。何を命じられるのだろう。不安で胸が押しつぶされそうだ。まるで生きている心地がしない。

「さて……」とアルフォンスが呟つぶやく。リュシーは反射的にびくりと肩を震わせた。

　そんなリュシーの様子を彼は見逃さなかった。ふっと口端を引き上げ、鷹揚に微笑む。

「落ち着いて話を聞いてほしい。まずは、君と私の約束からはじめよう」

「約束……ですか？」

　思いがけない提案に、リュシーは首をかしげた。

「ああ。主人である私の言うことは絶対……ということ」

　絶対、という部分の語気を強められ、ますますリュシーが身構えると、アルフォンスはリュシーの目の前にやってきた。

「そうだな。他の者がいるときは旦那様とでもご主人様とでも呼ぶがいい。だが、ふたりきりのときは親しみを込めて名前で呼ぶんだ。アルフォンス、と……いいね？」

　足が竦すくんで動けないリュシーの顎あごを指先で軽く持ち上げて目線を合わせながら、アルフォンスは有無を言わさずにそう命じた。

「返事は？」

「は、はい。わ、わかりました」

　唇が震えて、声が上ずる。勝手に目が泳いでしまう。

　アルフォンスの美しい青の瞳に囚とらわれ、リュシーはこくりと小さく息を呑む。

　彼の瞳には澄んだ色だけではない、何か深い闇の色があるように思えた。考え過ぎだろうか。

　アルフォンスは悲しげにため息をついた。

「そんなふうによそよそしくしなくていい。私だって一人の人間だ。狼おおかみでもなければ悪魔でもない。怖がる必要なんてないよ」

　そう言われても、リュシーにはどう判断していいかわからない。すぐに信用できるはずもなかった。

「君の立場からすれば、すぐには無理かもしれないが、慣れてほしい。君が不安に思うようなことはしないよ。私も約束をしよう。君を大事にするってね。そういう契約で、君をここに連れてきたのだから」

　やさしく語りかけるような口調に安堵して、リュシーはおそるおそるアルフォンスを見つめる。

「ね？」

　と促うながされ、催眠術でもかけられたみたいに、リュシーは頷いてしまう。それでは飽き足らなかったのか、アルフォンスはリュシーにまた語りかける。

「さあ、呼んでごらん」

「旦那様……」

　言われるがまま答えると、アルフォンスはくすりと微笑を浮かべる。

「うん、悪くはない」

「ご主人様……の方がいいですか？」

　と、リュシーが尋ねると、アルフォンスは顔を近づけて、彼女の耳のそばに唇を寄せてきた。

「どちらでも良いさ。それは表向きの話だと説明しただろう？　それで？　ふたりきりのときはなんて呼ぶんだい？」

　耳元で囁かれ、リュシーは顔をかっと赤くする。彼の低くて落ち着いた甘い声は、ぶどう酒を飲むよりも女性を酔わせる威力があるようだと、リュシーは思った。

　こんなときなのに何を考えているのだろう。リュシーは慌てて頭を軽く振った。

「あ、アルフォンス様」

　緊張しながらも、言われるがままに伝える。

「よそよそしいな。様はいらない」

「……っアルフォンス」

「そう。合格だ」

　アルフォンスは満足気にそう言い、リュシーの頬にキスを落とした。

　怯えていたリュシーは別の意味で身体を震わせる。艶つやのある低い声、誘うような囁き。まるで媚び薬やくが流し込まれてくるかのよう。

　身体が熱くて、くらくらと目眩めまいがする。彼の声が甘く、そして彼の容姿が美しすぎるからいけないのだと、リュシーはとっさに目を逸そらした。

　たとえるのなら、彼がさっき悪魔ではないと言ったが、実は彼は悪魔かもしれない。悪魔は……綺麗な容姿と甘い誘惑を携たずさえて近づいてくるのだという。

　彼をすぐに信用することはできない。甘い言葉で誘惑されても、どう反応しようもない。ただ、リュシーには逆らえる権利がないだけだ。

「君は約束を破ったことはあるかい？」

　アルフォンスは言った。

　意味深な一言に思えたが、リュシーはありのまま「一度もありません」と答える。

　それを受けて、アルフォンスは何か考えこんでいる様子だ。

　彼としてもリュシーを完全に信用しているわけではないということだろうか。

「話には聞いているよ。エドモンドは君を裏切った。売りつけたのも彼だ。かわいそうだったね」

　憐あわれむように言って、アルフォンスは眉尻を下げた。

「……っ」

　エドモンドのことを聞かされると辛い。泥水を飲み込んでしまったかのような息苦しさを覚える。

　もうエドモンドは関係のない人だ。自分を見捨てた人のことは考えても無駄だろう。

　リュシーはエドモンドのやさしかった記憶を打ち消すように、軽く頭を振った。

「……っ……そのことは、もう、忘れます。考えても、仕方のないことですから」

　訥とつ々とつとだが、リュシーははっきり否定した。半分は自分に言い聞かせたい言葉だったかもしれない。

「ああ、それがいい。それと、君はこれから私との約束を破らないように、私が言うことを守るように誓ってほしい」

　リュシーは素直に頷いた。

　すると、アルフォンスはリュシーの顎をするりと指で撫でた。

「リュシー、聞き分けのいい君に特別に教えよう。私はね、君を将来的に花嫁にするつもりでここにおいたんだよ」

　その言葉に驚き、リュシーは弾かれたように顔を上げる。

　一瞬にして、頭が真っ白になった。

（私が……この人の花嫁に……？）

　五百万フランソルという大金で、彼がリュシーを買った理由。どうしてそこまでお金を賭かけられるのか、今、アルフォンスの言葉ではっきりしたように思う。

「そんな……私が旦那様と結婚……だなんて」

　動揺のあまり声が震えてしまう。

　てっきり奴隷のように扱われるかと思い、覚悟をしかけていたのに。

「見くびってもらっては困るな。言っただろう？　私は君を大事にすると」

　アルフォンスの表情には冗談の欠片もない。しかし彼がリュシーを花嫁に選ぶ理由が見当たらない。

「まさか、私を花嫁にだなんて……思いもしませんでした。どうしてですか。あなたほどの身分や地位のある方なら、素敵な女性はたくさんいるはずです。なぜ、私を？」

　混乱するあまり、リュシーは思いついた疑問を次々にアルフォンスに投げかける。

　そう、彼ほどの人なら、大金を支払わなくても、良家の子女との縁談が持ちかけられてもおかしくはない。

「君のことが気に入ったからだよ。それ以外に理由なんてない」

　そこまできっぱりと一刀両断されてしまうと、何も返す言葉がない。

　リュシーは困惑したままアルフォンスを見つめ返すだけだった。

「しかし……身寄りのない君が私と正式に結婚するには、様々な条件をクリアすることが必要になってくるだろう。不自然さを出さぬよう周りを納得させねばなるまい」

　アルフォンスは顎に手を当てて、何かを考えているようだ。

　たしかに彼ほどの地位と名誉のある男性が、没落貴族令嬢のリュシーと結婚するには、相応の理由がなければ周りは訝いぶかしがり、様々な憶測を立てるに違いない。

　しかしそこまでしてリュシーと結婚したい理由は本当になんなのだろうか。その疑問はいつまでもリュシーの胸の中で燻くすぶっている。

「そういうわけだ。今後、君にはひとつひとつ私が言うことを達成してもらおう」

　それを聞いて、リュシーはたちまち不安になる。

「どんな条件……ですか？」

「色々なことがあって君も混乱しているだろうし、追おい々おい伝えることにするよ。さしあたって今は幾つか……約束をしてほしい」

「約束……？」

「ああ、約束だよ。いい子にするように」

　顎を持ち上げられ、目がばっちりと合う。その瞬間、金縛りになったみたいに動けなくなった。

　彼の獲物を捉とらえんばかりの強い眼差しに魅み入いられ、呼吸さえままならなくなる。彼のまとう甘い香りに惑わされてとろりと思考が蕩とろける。

「……っ」

　リュシーは思わず視線を逸らす。けれど、アルフォンスは逃してくれない。

「目を逸らしちゃダメだよ、リュシー」

　甘い言葉で誘惑する。

　彼は救世主なのだろうか、それともやっぱり悪魔なのだろうか。

　そんな益やく体たいもないことを考えながら、リュシーは再びアルフォンスを見つめる。そして彼の宝石のような青い瞳に魅入られていた。

「ひとつ。私が求めるキスには必ず応じること」

　アルフォンスはそう言うと、リュシーの唇をそっと指先でなぞり、その予告どおりに彼女の唇を奪った。

「……っ！」

　驚く間もなかった。重ねられた唇から吐息がこぼれた。

　親鳥がひな鳥に餌え付づけするかのように唇を啄ついばまれたかと思いきや、やさしく唇を覆うように重ねられ、漣さざなみのような甘いざわめきが駆け抜けていく。

　それも一度きりではなく、唇をあやすように何度も啄まれ、リュシーはどうしていいかわからなくなる。

「んっ」

「しっ……静かに。君は動かないで」

　リュシーは戸惑いながらも、伏せられていくアルフォンスの長い睫毛と、彼の端正な顔立ちに見み惚とれた。

　自分の身にいったい何が起こったのか混乱のさなか、与えられるくちづけの心地よさにやがて自然と瞼まぶたがおりていく。

（旦那様……ご主人様……アルフォンス様……）

　呪文のように心の中で唱え続けた。

　彼はリュシーを花嫁にすると宣言した。大事にしてくれると言った。

　本気なのだろうか。このまま彼の誘惑に流されていいのだろうか。

　戸惑ったままのリュシーをよりいっそう惑わすように、官能的な余よ韻いんを残して唇が離れてゆく。

「いい子だ。リュシー。まずは合格だよ」

　そう囁く声と、彼の熱を持った瞳に囚われ、リュシーは自分の鼓動が速まっていることに気づく。

　夢を見ているような気持ちで、リュシーはアルフォンスを見つめ返した。

「そんな目で私を見て……さっそくおねだりを覚えたのかい？」

　ふっと、アルフォンスが微笑を刷はく。それもまた魅み惑わく的に映った。

「ちがっ……違います」

　リュシーはハッと我に返り、顔を真っ赤にして否定しようとしたのだが。

「いいさ。順応性の高い子はよい。私にも好都合だからね」

　くすくすと笑われて、リュシーはアルフォンスの目を見られなくなった。

「黙って感じていてごらん。もっと深いキスを味わって……私を知ってほしい」

　まるで呪文のようだ。言われるがまま、リュシーは受け入れてしまう。

「んっ……」

　アルフォンスが唇に執着して離れてくれない。じきに開いた唇を割って、彼が入ってくる。

　舌を絡められ、その刺激に驚いた身体がビクンと震える。身を引こうとすれば、アルフォンスの腕に抱き込まれ、逃げることができなかった。

「は、……ンん」

　たとえ拒絶できない身だとしても、避けようとするくらいできるはずなのに、どうしてか抗あらがえない。彼の舌がねっとりと絡みついてくる。

　乱暴にするわけではなく、リュシーをなだめるかのように様子を窺うかがうような動きだった。やがて寄り添うようにそっとやさしく絡めてくる。

「いい子だ。もっと……私を感じてごらん」

　そう言い、アルフォンスは唇を吸い、舌を絡めてくる。今度は戸惑うリュシーを決して逃さないといった情熱的なキスだった。

「んん、……ふぁ……んっ」

　受け入れるにつれ、頭の芯は痺しびれ、秘めた身体の奥が甘く蕩けていく。

　彼に感じてしまってはだめだと必死に心の中で抵抗しようにも、次々に与えられるキスがリュシーの思考を奪っていく。

　立っていられなくなったリュシーを支えるように抱き寄せながら、アルフォンスは穏やかに囁きかけ続ける。

「リュシー。辛いことは忘れて、私を少しずつ受け入れていってほしい。君を……誰より幸せな花嫁にしたい」

　とても現実のものとは思えない甘い誘惑に、リュシーはたまらず疑問を投げかける。

「なぜ、あなたはそこまで私を……」

　やはり腑ふに落ちない。彼とは初対面だ。リュシー自身には、彼に執着されるような魅力も、地位も名誉も、持ち合わせていないというのに。

「……なぜだろうね。ただ君は美しい。美しい君を放っておけない。ただそれだけさ」

　アルフォンスはそう言い、波立ったリュシーの感情をなだめるようにやさしいキスをくれる。

　呼吸が乱れて、身体が熱くなる。大切に触れられると、彼に情のようなものが自然と湧わくようになり、無意識に胸がときめく。

　ぬくもりとぬくもりが混ざり合う。それが心地よい。

　絶望の淵ふちにいたリュシーにとってアルフォンスからのそのキスは、ぽっかりと胸に穴が空いたような孤独感をなだめてくれるばかりか、彼にすべてを委ゆだねたくなってしまう強烈な媚薬のようだった。

「いい子だ、リュシー。君はとても賢いね。そうして順応していけばいい。あとは難しいことなんて考える必要はない。すべて……私に任せるんだ」

　それからリュシーはアルフォンスに求められる間、余計なことは何も考えられなくなった。

　精神的な疲労があったのも一因かもしれない。気を張っているよりも流された方が楽だった。ただ無我夢中で彼に応じ、されるがまま身を委ねていた。
















　瞼の裏が明るく染まり、リュシーはそっと目を開いた。カーテンの隙間から陽光が入り込んできたらしい。ずきんとこめかみに鋭い痛みが走って、思わず顔を歪ゆがめた。

　それからリュシーは自分の姿や状況をぼんやりと視界で確認する。

　ナイトドレスを着てベッドの上に横たわっていた。いつの間にか眠ってしまったようだが、夢を見る間もなく朝を迎えたらしい。

　手首に痕のようなものが見え、リュシーはぎゅっと瞼を閉じた。オークション会場でのことは思い出したくなかった。

　そしてハッとする。

（私、あのあと……どうしていたのかしら）

　肝心なのはこの邸につれて来られたあとのことだ。

　ぼんやりとした記憶を必死に辿たどると、一番にアルフォンスとのキスが思い出され、リュシーは赤面してしまう。

「あ……」

　と、思わずリュシーは声を漏もらす。そして自分の唇にそっと指を這はわせた。その拍子にほんの少しちりっと痛んだのは、長い、長いキスのせいだろう。

　そう。あれは夢なんかじゃない。

　唇を弄もてあそぶように、慰い撫ぶするように、そして甘やかすように、アルフォンスはたくさんのキスをくれた。

　戸惑いも、不安も、何もかも忘れるような心地のいいキスだった。リュシーはすっかり溺おぼれきっていた。

　記憶がないのはそのあとのこと……。

（あ、思い出したわ）

　そう。すっかりキスで蕩けさせられてしまい、くったりとしなだれかかるように身を委ねたリュシーを抱き上げ、アルフォンスはこの部屋に運んでくれたのだ。

『疲れたんだろう。このまま好きなだけ眠ればいい。私が許そう』

　夢うつつにもリュシーはアルフォンスに問いかけた。

『私を花嫁にしたいというのは、本気ですか？』

『私の言葉を疑っているのかい？』

　リュシーの額にキスをして、覆いかぶさるような体勢のまま、アルフォンスは問い返してきた。

『そうではなくて……』

『くちびるの戯たわむれだけでは信じられないというのなら、一緒にベッドに入っても構わないよ』

　冗談なのか本気なのかわからなくて、リュシーはすぐに身構えた。すぐに押し倒されてもおかしくない体勢だったからだ。

　しかし、アルフォンスはそんなことはしなかった。

　彼がくれたものは、やさしい抱擁と甘いキスだけだ。

　巧みな話術によって絆ほだされて、気を許しかけそうになったリュシーは、残った理性をかき集め、必死に流されないように抵抗した。

　無論、彼がリュシーを力づくで手に入れようとすれば、彼女に為なす術はないのだが。

　そんなリュシーの心理を知ってか知らずか、

『安心して。今の君に求めているのは、キスだけだよ』

　警戒するリュシーにアルフォンスはそう言い聞かせ、彼女の髪をやさしく撫でたあと、すぐに部屋を出て行ったのだった。

　その後、ひとり取り残されたリュシーは疲弊しきって動けなかった。

　帰る場所はない。ここに暮らしていくしかない。

　涙はもう出なかった。枯れ果ててしまったに違いない。

　好きなだけ眠っていいと言ってくれたアルフォンスの言葉を思い出し、ベッドに身を預けて目を瞑ると、すぐにも睡魔が訪れた。

　それから意識を手放すのにそう時間はかからなかったように思う。

　──そして朝を迎えた今。

「はぁ……」

　気だるい身体を起こし、リュシーは重々しいため息をつく。

　すると、見計らったかのようにノックの音が鳴り響いて、リュシーはドキリとする。

「失礼します。お支度のお手伝いに参りました」

　使用人のセレストだった。アルフォンスではなかったことに少しだけホッとして、「どうぞ」と返事をする。

　すると、直すぐにドアが開いて彼女は中に入ってきた。

「お早うございます。リュシー様」

　丁寧に挨拶をされると、ますます乱れていた自分が恥ずかしくてならない。

「お、おはよう。セレスト」

　なんとか取り繕つくろって挨拶をする。

「お加減はいかがですか？」

「え、ええ……」

　どう答えればいいのだろう。セレストは何もかも把握しているのではないか。そう思ったら彼女の顔が見られなかった。

（何かがあったわけでは……）

　心の中の言い訳を、見透かされないようにと、リュシーは祈るのみ。

　セレストは知ってか知らずか話題には触れず、にこりと微笑んでカーテンをそっと開いた。

「それなら安心しました。お召し替えが終わりましたら、旦那様と朝食をご一緒に。色々お話があるそうです」

「わかったわ」

　身体がだるくてままならないけれど、リュシーには怠なまけている暇はなかった。

　さっそく食堂に向かうと、先にアルフォンスが席についていた。

「やあ、おはよう」

「おはよう、ございます。旦那様」

　アルフォンスは満足げに笑顔を見せた。

　白いシャツにウエストコートを着ただけの姿なのに、とても美しく神々しく見える。これが貫禄というものなのかもしれない。あまりにまばゆくて直視できない。

「リュシー様はこちらへ」

　セレストが反対側の席を引いてくれる。リュシーは案内されるがまま着席をする。

　緊張して、どこを見ていたらいいかわからない。ただ、失礼にならないように姿勢を伸ばしているくらいが精せい々ぜいだ。

　すぐにも料理が運ばれてきて、スープやサラダ、チーズやブレッドがテーブルを彩る。

　食欲はないと思っていたが、美味しそうな匂いがしてくると、不思議とお腹が空いてきた。

「空腹のままではよくない。遠慮せずに手をつけるといい」

　アルフォンスに言われ、リュシーはパンを手にとり、それからスープをいただいた。

　じゃがいもとコーンをすり潰したスープはほんのり甘いミルクの味がして、ホッと心が安らぐ気がする。やはり最低限の生活を送れることは、人の心を満たしてくれるのだと痛感する。

　話というのは何だろうと、アルフォンスを見ると、彼も察したのだろう。手元を休めて、リュシーを見た。

「話というのはね、君も淑女として必要なことがたくさんあるだろう。先生を紹介しようと思っているんだ」

「先生……？」

　思いがけない提案に、リュシーは首をかしげる。

「要は家庭教師さ」

　それでもすぐにはピンとこなかった。

「私に家庭教師をつけてくださる……ということですか？」

「ああ。花嫁教育の一つとして、ね」

　なるほど。だが、それを言われてしまうと、なんて反応をしていいか困ってしまうし、そもそもリュシーには断る術はない。

「そんな顔をしないでほしい。君の気分転換にもなるだろうし、何もしないでその日暮らしをしているよりずっといい。そう思わないかい？」

　アルフォンスはちょっとだけ寂しそうな顔をしてそう言った。

　リュシーはすぐにハッとした。彼はわざわざリュシーのことを気にかけてくれたのだ。

（それなのに私ったら……）

「まもなく訪ねてくると思う。応接間で待っていてもらうつもりだ。いいね？」

「わかりました」

　リュシーは素直に頷く。すっかりお礼を言うタイミングを失ってしまった。

　すぐにアルフォンスに心を開くのは無理かもしれないけれど、リュシーの為に色々と考えてくれている彼を、もう少しだけ信用してもいいのではないか。リュシーはそう思い直す。

　それから食事を済ませると、さっそく応接間で家庭教師のサラ・ソワイエという中年の女性を紹介された。その日はダンスのレッスンをしてもらうことになった。

　ディンゼル公爵の邸に連れられてきてから半日。慣れる暇もなく与えられた務めに、リュシーは戸惑いながらも応じるほかにない。

　本番さながらに、上品なアフタヌーンドレスに身を包み、緊張しながら大広間に顔を出した。

　そこには既に音楽隊が揃そろっていた。

　まさかこのためだけに？

　圧倒されているリュシーに、サラが声をかけてくる。

「さあ、はじめましょうか」

「は、はい。よろしくおねがいします。ソワイエ先生」

　リュシーは緊張しながら挨拶をする。考えている暇はどこにもない。

　後ろで一つに髪を結い、上品な袖口のドレスを着た家庭教師の女性は、なかなか見た目からして厳しそうな雰囲気があった。彼女はさっそくリュシーの所作に目を光らせているようだ。

　リュシーはすっと背筋を伸ばして、淑しとやかな所作に気を配る。

　レッスンが始まる前にサラからも話があったのだが、いつ社交界の場に出る機会があるかもわからないからその日に備えるように、というのが当主であるアルフォンスの考えらしい。

　当然ながらリュシーはもう伯爵令嬢の身分ではない。二度とそんな日は来ないと思っていたから、いまさら家庭教師がつくことにも、ダンスレッスンをすることにも戸惑うばかりだ。

　ダンスは得意ではなかったけれど、それなりにレッスンはしていた。教え込まれていた成果なのか、身体は覚えているらしい。ワルツの調べが聴こえてくれば、リュシーは自然と動くことができた。

　今日は目の前にダンスの相手がいると想像しながら、音楽に合わせてリュシーがひとりで踊っているところを、家庭教師のサラが見てくれるという寸法だ。

　しばらく音楽に合わせて動いていると、手拍子が飛ぶ。そのたびにリュシーは足を止め、サラから厳しい指導を受けた。

「──なかなか形としては良いと思いますけれど、まだぎこちない感じがしますわね。初々しいという年齢はとうに過ぎているのではないかしら？」

　小一時間ほどレッスンをしたあと、手厳しい採点をもらい、リュシーは肩を竦めた。

　自覚はある。圧倒的に練習不足そして経験不足だった。

　すると扉が開き、アルフォンスが入ってきた。彼は先程の服装とは違っていて、フロックコートを着ていた。どこかに出かける予定なのだろうか。

「やあ。リュシーの調子はどうかな？」

　彼は鷹揚に微笑む。

「基本的な所作はまあまあよろしいかと思いますが、やはりレッスンにもお相手がいた方がきっと上達しますわ」

　サラが言うと、アルフォンスは納得したように頷く。

「そうか。やはり来てみて正解だった。せっかくなら彼女とダンスを踊ろうと思ってね」

　リュシーは弾かれたようにアルフォンスを見る。そしてアルフォンスの衣装が変わったことの意味をすぐに察した。彼は最初からそのつもりで待っていたのだろう。

「あとはリュシーと二人にしてほしい」

　アルフォンスがそう言い、リュシーの肩を抱いた。

「かしこまりました。必要なことは申し上げましたので……私はこれで失礼しますわ」

　サラが恭しく挨拶をして、その場から退く。

「先生、ありがとうございました」

　リュシーは慌てて礼を言った。

「ええ。次のレッスンの日に上達を楽しみにしていますわ。ごきげんよう」

　サラは上品に言って、応接間を出て行く。

「さあ、レッスンの続きは私が相手になろう」

　アルフォンスに誘われ、リュシーは再びワルツの音色に耳を傾けながら、彼の腕に身を任せた。

　刹那、ふわりと甘い香りが漂ただよう。彼の身につけている香水だろうか。条件反射のようにドキドキと胸が高鳴っていく。

　気品漂う彼を前にして思わず身を縮めると、アルフォンスにも伝わったらしい。

「私に身を任せてくれているといい。力を抜いていれば、自然と身体はついてくるよ」

　そう言われてしまう。

「え、ええ。わかったわ」

　やはりどうしても緊張してしまう。ワルツの音色すら聴こえてこない。自分の心臓の音の方が鼓膜に響いてくる。

　でも、アルフォンスにリードされる心地よさに自然と力が抜けていく。

　気付けば、いつの間にかすべてをアルフォンスに預けていた。

「そう、その調子」

　アルフォンスに声をかけられると、リュシーも嬉しくなった。

「こう、でいいのかしら」
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「上手だよ。楽しくなってきたかい？」

「ええ。少し……」

「じゃあ、もっと楽しめるようにしようか」

　やはりひとりで踊るのとは全然違った。男性のリードがあってこそ、女性は軽やかにそして楽しく踊れるのだろう。

　そんなふうに身も心も預けられる相手を見つけられたら、どれほど幸せだろうか。もうそれは運命という名の奇跡かもしれない。

　不意に、四年前の社交界の日を思い出す。十六歳になった年に貴族の女性は宮廷舞踏会に招かれ、そこで社交界を初めて経験する。いわゆる社交界デビューの日。リュシーはその眩まばゆい世界を目の前にし、夢を見ているような気持ちだった。

　緊張のあまりに壁の花になっていたリュシーだったが、声をかけてくれた数名の人とダンスを踊った。

　たくましい腕に支えられ、引き寄せられる力強さに戸惑いながらも、生まれて初めての社交界を自分なりに愉しんだ時間もあったはずだ。

　あの日、誰と踊ってどんな会話をしたのか、四年前のことだから忘れてしまったけれど。

（それにあのときは……確かぶどう酒で酔っ払ってしまって……）

　実はリュシーはそのあとのことをはっきりと覚えていない。せっかくの社交界デビューの日だったというのに、緊張していたことしか印象に残っていないのだ。

　リュシーは度々記憶を辿ろうとするが、どうしても、それ以上のことが思い出せなかった。

　緊張してダンスを踊って、とにかく目に映るものすべてが真新しくて、現実を受け止めるだけで精一杯だった気がする。「リュシー、こっちを向いて」

　アルフォンスに声をかけられ、リュシーはハッとする。

　手を差し出され、リュシーはそっとその手をとる。力強く抱き寄せられ、間近に見つめる瞳がやさしく微笑んでいる。そんなアルフォンスを見ていたら、とくりと鼓動が波を打った。

　なぜ、彼はそんなふうに愛情を込めて微笑みかけるのだろう。

　彼は、リュシーを気に入ったと言うが、一体どこをどう気に入ったというのか。今まで彼と会ったことはない。オークションの場が初対面のはずだ。

（それなのに……どうしてなの？）

　リュシーの容姿に惹ひかれて値をつけた者もいたかもしれない。だが、その説明では、普段のアルフォンスの言動に納得がいかない。

「リュシー、足を踏んでいるよ」

　アルフォンスに声をかけられ、再びハッと我に返る。言われるとおりにアルフォンスの靴を踏んでしまっていた。

「ご、ごめんなさい」

　慌ててその場から身を引こうとした。だが、彼は決してリュシーを腕の中から離そうとはしなかった。

「つれないね。上の空かな？」

　寂しそうに拗すねた目を向けられ、リュシーは言葉を詰まらせる。また、彼に不快な思いをさせてしまったかもしれない。

「そ、そういうわけじゃ……」

「私に夢中になってもらわないと困る。だが、君のせいとは言えないね。腕の見せどころというわけか」

　そう言い、アルフォンスは苦笑する。

「じゅうぶん、素敵です」

　とっさにリュシーは言った。その言葉はお世辞でもなんでもなく本心だった。

　彼ほどの魅力があれば、数多あまたの女性が寄ってくるだろうに、なぜ脇目もふらずに求愛してくれるのか。やはり疑問を浮かべずにいられない。

「ありがとう。けれど、私は足りない。君をもっと夢中にさせたい」

　唇をそっと指先でなぞられ、甘美な快感にぞくりとする。あの長い長いキスを思い出し、無意識に身体の奥までも熱くなる。

「っ……旦那様……」

「かしこまった言葉も、遠慮もなにもいらない。君は、僕の花嫁になる自覚をもってほしい。ただそれだけだ。いいね？」

「……はい」

　先ほどから浮かんでくる疑問は、アルフォンスに引き寄せられた瞬間に溶けていってしまう。

　そうしてアルフォンスの所作に魅入っているうちに、リュシーは理由を探すことをやめた。

　彼が大事にしてくれるのならば、リュシーも真心で応えようと思う。義務と思うことなく、誠意には誠意を返し、愛情には愛情を返すように。

　そうすることで、もしかしたら見えてくるものがあるかもしれない。

　密かな希望を胸に抱きながら、リュシーはアルフォンスに身を委ね続けた。
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　アルフォンス・ジェルマン。二十五歳。若きディンゼル公爵──。

　アルフォンスの容姿はいつ見ても、ロイヤルプリンスを思わせるほど美しい。

　それもそのはず。使用人からの話によると、彼は公爵位だけではなく、王位継承権を持っているらしい。

　そのことを知ったリュシーは、アルフォンスから漂う気品にとても納得した。

　王室の王子二人がどちらも既婚でありながら子どもをもうけられていないことから、世継ぎにふさわしいとし、アルフォンスに王位継承を望む者も多くいるという。

　しかしながら彼は実業家としても名高く、公務以外にも様々な事業を軌道に乗せるために日々忙しい生活を送っており、王室には執着がないようだ。

　その代わりというべきか「花嫁」には執着をしている様子である。

　彼はオークションで高額な資金と引き換えに手に入れたリュシーに、花嫁教育を望んだ。そのことだけは徹底している。

　逆を言えば、それ以外のことには興味がなく、リュシーを甘やかすことが彼の趣味のようになっている。

　邸に連れてこられて以来、リュシーは当主であるアルフォンスが求めることに応じればいいだけだった。何も持たないリュシーができることといえば、ただそれひとつしかない。

　たとえば、綺麗に着飾ってお茶をすること、家庭教師のレッスンを受けること、一緒に庭を散歩すること。

　何か苦になるようなことではなかったため、リュシーは拍子抜けしていた。

　一方、戸惑うような命令もある。アルフォンスに敬語を使わないこと、彼を名前で呼ぶこと、挨拶のキスには応じること、一緒にベッドに入ること。

　ひとつひとつ数えてみれば、様々な要求があるわけだが、リュシーはどれも受け入れ、アルフォンスに逆らおうとは思わなかった。

　むしろこんなに至れり尽くせりの生活でいいのだろうかと悩み、彼へ恩返しをするべきなのではないかと思うくらいだ。とても五百万フランソルという金額に見合っているとは思えない。

　しかしアルフォンスはオークションのことにはもう二度と触れることはなかった。もしかしたら、彼なりにリュシーを気遣ってくれているのかもしれない。

　そうして毎日一緒に過ごすうちに、リュシーは少しずつ優しいアルフォンスと打ち解けるようになっていった。

　そして公爵邸にリュシーが引き取られ、まもなく一ヶ月が経過する頃──。

　リュシーは裏庭の東屋でアルフォンスと一緒に午後のお茶の時間を過ごしていた。

　白い透かし彫りのテーブルの前に用意された白い猫脚のチェアに腰を下ろしながら、優雅に紅茶をすする。貴族らしい午後の休息の時間だ。

「味の方はどうかな」

「ええ。とてもおいしいわ」

　リュシーは紅茶を味わいながら、返事をする。

　ティータイムは日課だった。アルフォンスがいるときは一緒に過ごし、彼が仕事で不在のときも必ずリュシーはここで紅茶とお菓子をいただく。その時間は必ずもうけるようにと、アルフォンスが命じたことだ。

　ティータイムが終わったら、次は、アルフォンスに促され、薔薇ばら園を散歩するというのがお決まりのコースだった。

　甘い香りを堪能しながら、リュシーは色鮮やかに咲きこぼれる薔薇を眺める。ちょうど初夏で見頃を迎え、手入れの行き届いた花々は、赤、ピンク、白、様々な彩りを魅せており、凛りんとした輝きに満ちている。

　それらはアルフォンスの為に薔薇たちが美しさを競い合っているようにも見えてくる程、見事だった。

　リュシーは感嘆のため息をつく。

　自分が無価値のように思えてならなかった過去。リュシーはこの花々に心を救われてきた。花がそっと開いていくように、リュシーもまたアルフォンスに少しずつ心を開いていった。いつの日もやさしく接してくれた彼にはとても感謝をしている。

「どうかな、リュシー。そろそろ一ヶ月が経つけれど……ここでの暮らしに慣れてきたかい？」

　ティーカップに口をつけながら、アルフォンスが尋ねてきた。

「ええ。よくしていただいているおかげだわ」

　思うままに、リュシーは答える。

「自うぬ惚ぼれるのなら、私に心を許してくれたと思ってもいいかい？」

　アルフォンスに尋ねられ、リュシーはおずおずと頷く。

　主に逆らうことはしないという決まりがあるが、今のは単純に本音だった。

「よかった。嬉しいよ」

　アルフォンスは目を細めるようにやさしく微笑んだ。

　いつもアルフォンスは優しい。リュシーの意見を尊重してくれる。だからリュシーも彼の要求にはできるだけ応えたいと思うようになったのだ。

　日に日に彼の眼差しが甘くなっていくように感じるのは気のせいだろうか。

　そんなふうに甘く見つめられると、リュシーはどうしたらいいかわからなくなる。

　アルフォンスから花嫁にしたいと言われたのは確かだけれど、二人はけっして恋人という関係ではない。

　あくまでリュシーは彼に買われた身なのだ。それだけは事実で、これから先もその立場はけっして変わることはない。

　それなのに、アルフォンスときたらリュシーを花か何かとでも思っているのか、目に入れても痛くないくらいに溺愛する。その彼の想いにどう答えればいいのか、甘えてしまっていいのか、距離感を図りかねていた。

　アルフォンスからの熱烈な視線に耐えきれなくなり、リュシーはとうとうティーカップを深めに傾け、顔を隠すように俯く。

　しかし頬がほんのり熱を帯びていくのだけは止めようがない。

　お願いだから、あまり見つめないでほしい。

　心の中でそっと呟く。

「今日は、これから新しい遊びをしようと思ってるんだ。私と一緒にきてくれるかい？」

　話題が変わったことにホッとしつつ、そろりと顔を上げた。

　リュシーはいつものとおり、彼の要求には逆らわずに「もちろん」と、快諾する。

　それとは別に、今日は何をするのだろうと、わくわくした気持ちもあった。

　アルフォンスは日々、新しいことを教えてくれる。いつも家庭教師に頼んでいるような花嫁教育といったものではなく、息抜きのためのあそびだ。

　この間はチェスを教えてもらい、彼の相手をした。乗馬に付き合うこともあった。ときには彼と一緒に遠乗りに出かけたりすることも。

　邸から離れて知らない地の青々とした風景を眺めるのは、邸の中にいるときとは違って新鮮だった。いつからか彼と一緒に出かけるのがリュシーにとって楽しみでもあった。

　今日はどこへ出かけるのだろう。何をするのだろう。誘われるがまま、アルフォンスの側に寄り添う。

「じゃあ、こっちにおいで」

　アルフォンスに案内され、リュシーは彼の腕に掴まりながら、薔薇園を通り抜ける。

　しかしなんだか普段と勝手が違った。いつもなら先程ティータイムを過ごしていた東屋に引き返して、邸の方に戻ってから出かける準備をするのだが、今日は違うらしい。

　リュシーは興味津しん々しんに周りを見渡す。

「どこへ行くの？」

「ついてくればわかるよ。邸の敷地内には、まだ君が入ったことのない場所があるんだよ」

　アルフォンスはそれだけ言って、教えてはくれない。

　そういえば、たしかに薔薇園の奥にはまだ行ったことがなかった。

　彼についていくと、母屋とおぼしき建物を見つけて、首をかしげた。

「ここは……？」

「昔は母屋として使用していたんだが、少し前に改装をしてね。君とふたりっきりで過ごすのにうってつけの場所だ。人払いもしてあるから、ゆっくりできるよ」

　さあ、とアルフォンスに肩を抱かれ、リュシーは部屋の中についていく。

　母屋の中は、邸の二部屋が収まるくらいの大きさかもしれない。

　ダイニング、応接間、寝室、バスルーム、必要最低限の暮らしに必要な部屋だけのこぢんまりとした造りだ。

　几帳面な彼らしく、やはり建物の中もとても綺麗に手入れが行き届いていた。清掃にはとても気を配っているのだとセレストから聞いたことがある。

　きょろきょろと見渡しているうちに、ベッドが一つとライティングデスクがあるだけの部屋に案内され、リュシーはベッドに座るように命じられる。

　ベッドには薔薇の花がいっぱいに散らされ、ふんわりと甘い香りが漂っている。

「あ、あの」

　戸惑いながらリュシーが腰を下ろすと、アルフォンスが隣に座った。

　彼に顔を覗き込まれ、どきりとする。

　ベッドの上で手が重なり、指が絡め取られた。

　その指先の温度と握られた強さに、彼の思いが込められている気がして、リュシーの鼓動は速まっていく。

「命令は絶対……だったね？」

　アルフォンスは声を潜ひそめて言った。

　その言葉にリュシーは動揺する。

　薔薇と、ベッドと、二人きり。手を重ねられたまま、動くことができない。

　リュシーは今の状況を改めて理解した。

　わざわざアルフォンスが二人きりになる部屋に連れてきたということは、この場から、しばらく出ることはできないのだということを。

　ベッドに散りばめられた花々の意味を緊張しながら考えた。

　彼が意味するものとは──。

　不安になってアルフォンスを見つめ返すと、彼の澄んだ瞳の奥には彼の欲しているものが映っていた。

「一緒に過ごすうちに、君がかけがえのない存在になっている。君が愛おしくてたまらないんだ、リュシー」

　アルフォンスは熱の籠こもった声で、懇願する。

　いつになく切々と訴える彼に、胸がじんわりと熱くなる。

　リュシーはどう返答したらいいか困った。

　花嫁にしたいと言われたのは約一ヶ月前、邸に連れて来られたばかりのときのこと。それから彼は今日を迎えるまで、無理にリュシーを奪うことはしなかった。

　きっと彼はずっと我慢していたのだろう。リュシーのことを尊重してくれていた。その反動の熱を、触れている部分から感じ取れる。

　今彼はリュシーに触れたがっているに違いない。だから二人きりになれる場所に連れてきたのだ。

　回りくどいことをしなくても、アルフォンスが命じれば、リュシーは応じてきた。キスをする場所なんてどこだって良かったはずだ。

　けれど、人払いをしてあるこの場所にわざわざ連れてきた。

　つまりはそういうこと……。

　アルフォンスは心の底からリュシーを求めている。結ばれることを望んでいる。二人の関係が変化していくこと、深まっていくことを欲しているのだ。

（そんな。どうしたらいいの……）

　心臓の音がどんどん速まっていく。

　いつかはこんな日が来るのだと思っていたけれど、甘やかされていた分、心の準備ができていなかった。

　リュシーは混乱のさなか、なんとか自分に言い聞かせようと試みる。

　そう、最初から無理に迫られることだってあったかもしれない。今までが大事にされすぎていたのだ、と。

　彼はリュシーを花嫁にしたいと言っていたのだから、求められて当然のことなのだ。

　リュシーは覚悟を決めて、アルフォンスを見つめ返した。

　そんな彼女の意思を、彼も汲くみ取ってくれたのかもしれない。

「不安にならないでいい。ひどいことはしないと言っただろう？　信用できないかい？」

　いたわるようにアルフォンスが言う。

「い、いいえ。そんなことはないの」

「ダンスのときと同じだ。私に身を委ねていてほしい」

　アルフォンスはリュシーの唇をそっと啄む。まるで親鳥がひな鳥にそうするように、慈いつくしんで、もう一度、そしてもう二度。

「……っん」

　それは、いつもどおりの、やさしいキス。

　目を瞑りながら、リュシーはアルフォンスのことを感じる。大切に髪をすいてくれ、慈しむように唇に触れてくれる。

　そんなアルフォンスのくちづけは嫌いではなかった。そればかりか、呼吸もままならないほどにドキドキと鼓動が速まっていく。

「口を開けて、リュシー」

「ん……ふぁ……ん」

　舌を舐められ、舌先でくすぐられると、不思議な感覚がした。彼にとても愛されているという錯覚が起こる。否、愛されていると思っていいのだろうか。

「……ん、んっ」

　自分に都合のいい夢を見て、幸せだなんて思ってしまってはいけない。買われた花嫁にすぎない。

　そうやって自分に呪文をかけてきた日々。

　けれど今は、どうしてもアルフォンスの気持ちに期待してしまうし、おまけにふやけた脳は正確に認識してくれないらしい。身体は甘くとろけていくばかりだ。

　心だけではなく身体も、少しずつ準備をはじめているのかもしれない。

　けれど、このまま本当に彼と結ばれていいのか。ふと、そんな疑問が浮かんでは、くちづけのたびにかき消されていく。

「リュシー、君はとても綺麗だ。もっと触れさせてくれないか？」

　乱れる息遣いの合間に、アルフォンスが懇願してくる。

　リュシーはいやとは言わずに、恥じらいながらアルフォンスを見つめる。

　彼の瞳に囚われると、どうしても拒むことはできなかった。

　それに、彼が問いかけてくるそれは、許しを請こうているわけではない。ここまできたらリュシーが拒む権利はないのだ。

　今まで甘やかされていたことはすべてこの日を迎えるため。彼の花嫁にふさわしい女性になるための準備期間だったに違いない。

「君を花嫁にしたいと言った私の気持ちを、少しずつ受け取ってほしい」

　アルフォンスはそう言い、ついにリュシーのドレスの紐ひもをほどいた。

　ゆるやかに解かれ、ドレスが脱げていくのを感じながら、やはり彼は結ばれることを望んでいたのだとリュシーは実感せずにいられなかった。

（どうしたら、いいの……）

　考えがまとまらないうちに、首筋にキスをされ、布越しに胸を触られ、リュシーの吐息はまた乱れた。

　むき出しになった肩に唇を押し当てられ、甘美な刺激に肌が粟あわ立つ。

　どんどん裸にされていってしまう。恥ずかしいし、どうしていたらいいかわからない。

　リュシーは声を出してしまわないようにこらえるので精一杯だった。

　アルフォンスはわざと吸着音を立て、ドレスを更に脱がせながらリュシーの鎖骨や首筋にもキスをする。

　官能的な刺激に悶もだえつつ、いやいやとかぶりを振った。

「……あっ……んっ」

　身を捩よじっている間にドレスは脱ぎ去られ、アルフォンスの目の前に、彼女の豊かな双そう丘きゅうがあらわになった。

「ああ……綺麗だ。かわいいよ、リュシー」

　そう言って、アルフォンスは両手でリュシーのやわらかな双丘をそっと包み込む。

「あんんっ」

　初めての感触に、目頭がじんと熱くなる。

　円を描くように揉もみ込んだり、手のひらをいっぱいに這わせたり、そのたびにリュシーの吐息は乱れた。

「んっ……」

　節くれだった大きな手のひらで鷲わし掴みにされ、形が変わるほどに揉まれる様子は、如何いかんとも形容し難がたい感情をリュシーに与える。

　羞恥心や緊張以外に、感極まるような悦よろこびを覚えつつあった。

　刹那、中心の勃たち上がっていた粒を擦こすられて思わず声が出てしまった。

「あ、あっ……っ」

「声がいちだんと甘くなった。ここをいじられるといいのかい？」

　気を良くした彼は、リュシーの感じる部分を的確に責めてきた。擦ったり潰つぶしたりして、ぷっくりと尖とがった尖せん端たんをいじわるに転がす。

「ふ、あっ……」

　自分でさえ意図的に触れることはない場所に、アルフォンスが触れている。他人に触れられてこんなふうに感じるものなのだということもリュシーは初めて知った。

　それからも形や柔らかさを堪能するように丁寧に揉みしだかれるうちに少しでも拒もうとしていた張り詰めた気持ちまでもが解ほぐれ、リュシーの身体はどんどん熱くなっていく。

　呼吸が乱れ、息が上がっていくのが自分でもわかる。

　反対側の胸の尖端も同じように指の腹で擦られているうちに、そこはさっきよりも隆起して硬くなっているせいか、ますます敏感になっていた。

「こっちも硬くなってきた。感じているんだね？」

　囁き煽る言葉にすら感じてしまう。

「ん、あっ……あっ」

「もっと気持ちよくしてあげるよ。こうしたらどうかな？」

　硬くなった尖りをきゅっと摘つままれると、下腹部のあたりがじんわりと熱を帯びてゆく。強弱をつけながら繰り返し弄いじられ、リュシーは泣きたくなるほど気持ちよかった。

　気持ちいいだなんて、はしたないことではないのだろうか。

「あ、あ、っ……んん」

　下穿ばきがうっすらと濡れ、秘めた蕾つぼみがきゅんきゅんとうねっているのが自覚できた。

　もしもそこを触られたらきっと爆発してしまうと思うくらいに張り詰めていた。

「もどかしいのかな？　腰が動いているよ？」

　くすりとアルフォンスが微笑を浮かべる。

　吐息が少しかかっただけで、びくりと反応してしまうと、アルフォンスはくすりと笑う。

「いじわる……しないで、ください……」

　リュシーは頬に熱を感じながら、必死に訴える。

「いじわるなんてしていないさ。君が望んでいることをしてあげたいと思っているんだよ。こんなふうに、ね？」

　胸の尖端がアルフォンスの唇に咥くわえられ、指で弄られていたときとは比べ物にならないくらい、蕩けそうなほど甘い快感が襲いかかってきた。

「あぁっ……やっ……あ、あんっ……やっ」

　きつく吸われて痛いと思う暇などなかった。濡れた舌先が張り付くように勃ちあがった尖端を責めてくる。

　腰を揺らして抗うものの、アルフォンスの大きな手が揉み上げたまま固定するように掴んでいるから、彼の愛撫からは逃れられない。

　何度も舌を這わされ、濡れていくのがありありと見える。

「はぁ、あん……あっ……ああっ」

「飴あめ玉だまみたいに真っ赤だ。興奮しているんだね。君のそういう姿をもっと見せて」

「やっ……」

　自分がどんどん淫みだらになっていく。それを見られるのは恥ずかしい。

「いや？　そんなこと言わせないよ。私が君に命じたことでもあるけれど、君が誘ってるんだよ」

　ざらついた乳輪をねっとりと舐められ、縦じゅう横おう無む尽じんに尖端を擦られると、あまりに気持ちよすぎてどうしたらいいかわからなくなる。

「は、ん……はぁ、……あっ」

　我慢しようと思うのに、また勝手に声が漏れてしまう。

「きもちいいかい？」

「……っ」

　どう答えたらいいものか。羞恥心が先立って素直に返事はできなかった。

「片方だけじゃあ、かわいそうだね。こっち側もさっきみたいに、おそろいにしてあげようか」

　不意打ちでもう片方の胸の尖りをしゃぶられ、リュシーは思わずのけぞった。

「ふ、あああっ……やぁっ……舐めちゃ、やっ」

　ねっとりと濡れた熱い粘ねん膜まくに包まれるのが、あまりに気持ちよすぎた。リュシーはこらえきれなくなり、泣くように懇願する。

　それでもアルフォンスはやめてくれない。乱れるリュシーの様子を見ながら、何度も何度も同じ行為を繰り返す。

「ん、真ん中がどんどん硬くなってきてるよ」

　そう言い、アルフォンスが舌を突き出し、尖端を意地悪に舐ねぶってくる。

「や、あっ………んっ……あっ」

　鋭利な快感が次々とリュシーを支配していく。正常な理性を次々に奪って、体感したことのない飢き餓が感に胸が苦しくなってくる。

　どうしたら淫らな思考を排除できるのか、どうしたらこの昂たかぶりを発散できるのか、リュシーにはわからなかった。今はアルフォンスに委ねるしかなかった。

「君は右側のほうが感じやすいのかな。心得ておくよ」

　まるで実験みたいにアルフォンスは愉しげに言う。

　弄ばれているのかもしれない。けれど、そもそもリュシーには絶対命令にそむくことはできないのだ。

　リュシーの右側の胸にしゃぶりつきながら、左側の胸を丹念に揉み込むアルフォンス。

　彼が与える快感に酔いしれながらも、流されてはいけないと必死に自我を保つリュシー。

　今はふたりきり。邪魔をする者もいなければ、止める者もいない。

　リュシーはアルフォンスの思うがままに、与えられる快楽を享受するだけだった。

　せめて音ねを上げてしまわないようにしたいのに、身体の奥が疼うずいてたまらない。もっと強い刺激が恋しくなってくる。その我わが儘ままな欲望を制御しきれなくなってきていた。

「ずいぶん張り詰めてる。甘噛みしたらどうなるんだろうね」

「だめ、……はぁ……やっ……」

　快感の出口はなく、どんどん熱くなっていく。秘めたところから熱い体液がにじみ出るのが感じられ、そそうをするのではないかとリュシーは不安に思い、腰を引いた。

　すると、いきなり下穿きの中に手を這わせられ、どきりとした。

　さすがにリュシーは膝を閉じようとし、いやいやとかぶりを振った。

　けれど、うっすらと睫毛を伏せたアルフォンスは不敵な微笑を浮かべる。

「大丈夫。君にとっておきのご褒美をあげよう」

　つるりと秘めた場所に指が触れた瞬間、落雷にあったのではないかと思うくらいの衝撃が走った。

「あああっ…やあっ」

「思ったとおり、たくさん濡れているね」

　真ん中をなぞられると、ぬるぬるとした指の感触が伝う。

　その場所で左右に指でいじられると、ちゅくちゅくと淫らな水音が響きわたった。

「これは君が濡らしてるんだよ、わかるかい？」

　そそうをしてしまったのかと思ったが、そうではないらしい。

　じんと重く痺れるような感覚が走ったのも束の間、それまでを凌りょう駕がする愉ゆ悦えつに駆り立てられ、リュシーは身体をのけぞらせた。

「や、あああっ……きもちいいの。だめなのっ……」

　自分で何を言っているのかわからない。気持ちよすぎて、頭がおかしくなりそうだった。

「そうだよ。いい反応だ。だめなんかじゃない。もっと君は気持ちよくなるんだよ。私の為に、これからもっともっと甘く熟していくんだから……ね？」

　ふっとアルフォンスは満足げに笑みを浮かべ、ゆっくりと指の抜き差しを続けながら、ひくついている花芯をそろりと舐った。

「ふ、ああっ……ああっ」

　なんて蕩けるような心地なのだろう。けれど、あまりにも感じすぎて、その場にいたたまれない。

　しかしどんなに腰を揺すっても、逃れようと突っ張っても、器をがっしりと掴むように内ももを押さえつけられていて逃れられない。

　アルフォンスはぷっくりとした花唇をまるで果実に見立ててしゃぶりついてくる。

「ん、甘い蜜だ。おいしいよ、とても。想像以上だ」
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　興奮したように言うアルフォンスのくぐもった声の振動にすら、感じてしまう。

「ん、あああっン……やっ……そんな、だめ」

　アルフォンスは鼻先が当たるくらいに唇を押し付けてきて、何度も舌を這わせてきた。

　身体が自由を奪われている分、必死に声で抵抗するものの、その声は重ねるごとに甘くなり、余計にアルフォンスを興奮させるだけだった。

「ひくひく痙けい攣れんしてる。君は敏感なんだね。もしかしてイってしまいそうかな」

　舌でとろとろに蕩かされ、溢れた蜜を余すことなくじゅるじゅると執しつ拗ように吸われ、快感は高まっていくばかり。

　彼は丹念に舐め上げ、リュシーを愛することをやめない。

　アルフォンスのいう、イッてしまうという意味がわからない。けれど、絶頂感のようなものを感じつつあった。

「あ、あ、あっ……んぅっ……はぁ、あっ……ああっ」

　下腹部がじわりと熱くなり、アルフォンスの舌が縦横無尽に這わされている秘所がひくひくと戦慄わなないていた。小刻みに達してしくような感覚が、だんだんと強まっていく。

「あ、あ、あっ……んっ……アルフォンスっ……」

「もっと名前を呼んで。私を求めてくれるとうれしいよ、リュシー」

　そして一気に花芯を吸われた瞬間、何もかも考えられなくなった。

「ん、あああっ……だめっ……へんになっちゃうの」

　のけぞりながら必死に訴えた。でも、アルフォンスは今度は助けてくれなかった。

「いいよ。これも大事な経験だ。そのまま……ん、イってごらん」

　アルフォンスの言葉が、激しい衝動への引き金になる。

「あっあああっ……きちゃうっ……やぁっ」

　こみ上げてくるものが我慢できずに身を任せると、ざわりと全身が総毛立ち、思考が停止する。

　熱い本流が身体の奥から激しくこみ上げたかとおもいきや、透明な蜜がふきこぼれ、臀でん部ぶがビクンビクンと痙攣を起こす。

「あああ──っ！」

　しばらく頭が真っ白になって、何も考えられなかった。

　リュシーは、まるで手た折おられた花のようにベッドに横たわるだけ。力が入らずその場から動くことはできそうにない。

　ギシッとベッドが沈む。

　アルフォンスが覆いかぶさってきて、リュシーにキスをねだる。彼の唇からは甘い蜜の匂いがした。

　それが自分から溢れたものだと思うと、恥ずかしくて、上手に目を合わせられない。そんなリュシーを見て、アルフォンスは嬉しそうに微笑んだ。

「ふふ。かわいい。君はこれからも、私だけのものだよ、リュシー」

　激しい鼓動と汗ばんだ肌、そして乱れる呼吸を整えるのだけで精一杯だ。

　その声だけが最後にリュシーの鼓膜に届いた。
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　初めて身体を重ねた日以来、アルフォンスの愛はどんどん深く、重くなっていった。

『花嫁教育』と称した『人形遊び』のような行為は毎日のように続いた。それはひどくも甘くエスカレートしていく。

　リュシーに触れながら、彼は最後まで抱こうとしない。リュシーが乱れていく様を見て満足している。もっともっとリュシーが咲き乱れるように、それを望んでいるようなのだ。

　外へ出かけていた日々は嘘だったのかのように、彼はリュシーを閉じ込めて彼の思うがままに愛した。

　リュシーはアルフォンスに乱されて、どんどん淫らに変わっていく。自分ではコントロールできないほどに愉悦を享受していた。

　これも花嫁修業の一つだと言われてしまえば、リュシーには逆らう権利はなかった。

　けれど、リュシーはいやいや応じているわけではない。日々会話を交わし、身体を許すにつれ、彼の不器用で傾いた愛情を、いじらしく愛おしく思うようになっていた。

　本当に胸を張って彼の花嫁といえるようになったら、どれほど幸せだろうか。

　リュシーはいつの間にかアルフォンスとの生活に、ささやかな希望と悦びを見出しつつあった。

　そうして薔薇園の奥にある秘密の別邸は、ひと月後にはすっかり二人の楽園へと変わっていた。

　リュシーはそこで、アルフォンスから与えられる甘い毒の中で溺れるだけだ。

　ある日は、手首を頭上で拘束され、秘めた柔らかい場所をわざと割り広げるようにじっくりと視し姦かんされた。

　あまりの恥ずかしさにリュシーは顔をそむけたものの、そうしたからといってアルフォンスの視線がよけられたわけではない。

　それなのに、彼にこれからどうされるのか期待して、身体は受け入れようとしている。否、リュシー自身が熱望している。

「ただ見ているだけで濡らすなんて……」

　アルフォンスに指摘され、両手を拘束されたままベッドに寝かせられていたリュシーはかあっと顔を赤くする。

　彼の指摘通りに、リネンに染みが広がるくらいに、秘めた場所から蜜がじわりとこぼれ落ちていた。

　今からされることを勝手に想像して、濡れてしまう。そんな自分が恥ずかしいのに止められない。

「いつの間に君はこんなにいやらしく咲き乱れるようになったのかな……」

　アルフォンスに見咎とがめられ、リュシーは膝を閉じようとした。けれど彼は許してくれなかった。

　そればかりか、膝の裏を持ち上げ、彼の目の前に濡れた秘所を突き出すような格好をさせられてしまう。

　くっぱりと割れた花唇からはとろとろと蜜が流れ落ちている。

「ひどいね。リュシー。わかるかい？　びしょびしょだ」

「やっ……み、見ないで……やっ」

「恥ずかしいのかい？　今更」

　と、アルフォンスは微笑む。そして花唇をつるりとなぞった。

「ん、やっ……恥ずかしい……わ。だから、お願い」

「ふうん。それよりも、もっと有益な行為があると思うよ」

　ふうっと息を吹きかけられ、ビクンと腰が動く。ますます熱いものが溢れる。

「ひっああっ」

「こんなに敏感になるくらいだ。君だって望んでいることがあるだろう？　どうされたいのかな。触ってほしい？　舐めてほしい？　物欲しげにうねっているここ」

　指でツンと花芯を弾かれ、リュシーはのけぞった。

「あああっ」

　子宮の奥まで激しい蠕ぜん動どうが伝っていくのがわかる。それほどリュシーの中はアルフォンスに乱され、満たされることを望んでいる。

「あんまり美お味いしそうに誘惑されたら、私も触るだけでは物足りなくなるよ。こんなふうに……ね」

間髪入れずに舌を這わせられ、逃れる間もなく縦横無尽に舐られてしまう。

「あ、あっ……だめ、だめっ……」

　ますます愛蜜は溢れ、お尻の下にまで伝っていってしまう。ぴちゃぴちゃと淫靡な音が響きわたり、それがはしたない自分を責められているように感じて、すすり泣きしながらリュシーは必死に訴えるのだが。

「……ん、気持ちいいんだね、もっと感じていいんだよ」

　そう言い、アルフォンスの唇と舌が、リュシーの秘めた粒を虐いじめてくるのをやめてくれない。

　唇で挟んで、舌先で左右に舐って、そして蜜液をまぶしたそこをきつく吸い上げる行為を何度も繰り返す。

　それは確実に絶頂へと追い込む愛撫だった。

「あんっ……やぁっ……旦那様……はぁ、っ……」

　こらえきれなくなって縋るような声を上げた。自分が何を言っているのかもわからなくなっていた。

「ああ、たくさん溢れてくるよ。こぼれないようにしてあげようと思ったのに。こんなふうになっているんだから舐めてあげなくちゃ仕方ないね」

　そう言って、アルフォンスは何度も丁寧に舌を這わせてくる。厚みのある舌全体で秘所を舐めたあと、舌先で敏感なところを重点的に責めてくる。

　縦横無尽に花芯を舌で弄られ、絶え間なく押し寄せる愉悦に我慢ができず、リュシーは哀願する。

「ん、ああっ……ん。ごめん、なさっ……はぁんん……許して」

「リュシー、君は忘れているね。二人きりのときにどう呼ぶんだったかな」

　戒いましめるようにきつく吸われ、リュシーは腰を揺らしながら快感から逃れようとするのだが、それがかえって刺激を与えてしまっていた。

「ああっ……」

　頭の中がまた、真っ白になる。

「お仕置きだよ。ちゃんとして」

　緩かん慢まんな動きで、やさしく舐めたりきつく吸ったりする。それは甘すぎる拷ごう問もんだった。

　望まれる通りに早く名前を呼ばなくてはと焦る一方、絶頂の波はすぐそこまできていた。

「アルフォンス……やっ……あっ」

　小刻みに甘い愉悦に追い立てられ、何も考えられなくなっていく。感じてはダメだと自分自身を戒めれば戒めるほど、快楽は容よう赦しゃなく襲いかかってくる。

「あ。ああ──っ」

　気付けば、ビクンビクンと身体が弓なりに反って、そのまま痙攣したようにひくついていた。

　甘い刺激がまとわりついて甘美な余韻がなかなか抜けない。絶頂のあとにオーガズムが続いているようだった。

「そろそろ、慣れてきた頃かな」

　アルフォンスがそう呟く。

　そのまま意識が溶けそうになっていたリュシーは何だろうと瞼を開く。

　その刹那、ぬちゅりと秘めた入り口に指を沈められ、リュシーは喉を反らすくらいまで身体をのけぞらせた。

「ん、あああっ」

「もう準備はできてるみたいだね。ほら、君がたくさん濡らすから、私の指なんて簡単に入ってしまうよ」

　一本だけではなくさらに二本、中に入ってくる。その圧迫感に腰が引けてしまう。

「あっ……ぁっ」

　達したばかりのそこは敏感になっていた。表面ではなく内側の奥がどうしようもなく疼いている。もっともっとと快楽を絶え間なく欲しているようだ。

「力を抜いていてごらん。大丈夫だから」

　言われるままに身を委ねると、指の腹で中をなぞられ、きゅんきゅんと中が蠢うごめくのを感じた。

　外側をいじられていたときのような激しい刺激とは違った、うねるような甘美な愉悦がそこからじんわりと広がっていく。

「あ、ああっ……それ、だめっ……だめなのっ」

　いつもの絶頂感とは違った、蕩けるような甘美な感覚は、とても危険な予感がする。

「こうされると君は気持ちがいいんだね？」

　アルフォンスは言って、巧みに肉襞をこね回す。休む間もなく感じるツボを抉えぐられ、リュシーはかぶりを振る。

「ちが、んっ……あっああ」

　意思に反して、アルフォンスの指をきゅうきゅうに締め付ける。

「違うのかい？　じゃあ今から見つけよう。いいところがあったら声に出して。指を抜き差しするよ」

　ぐちゅぐちゅと卑ひ猥わいな水音が響く。出入りするアルフォンスの指はおろか手のひら、手首までも濡れていくのが見える。

「ん、ふっ……あっ……んんっ」

　知らなかった。こんなに気持ちよくて、たまらないなんて。空洞のままにしないで中を快楽で埋めてほしい。そんな欲求が脳裏をよぎった。

　予感していたとおり、媚薬以上に危険な快楽だ。

　リュシーは羞恥を抱くよりもっと深い愉悦を求めるようになっていた。

「君は……貪欲な子だね。私の指を二本ものみこんで、咥えこんで絡みついてくる。離れたくないようだ……ほら、君の方が欲しがっているんだよ」

　アルフォンスは言いながら、指を巧みに動かす。

「ひ、あぁっ」

　ねっとりと潤うるんだ内襞をこね回されると、もっとしてほしくて中全体がまた蠢いて、グチュグチュと卑猥な音を立てながら、彼の指に絡みついていく。

　興奮して尖った突起を別の指でぐりぐりと潰され、頭の中がふやけそうになる。

「あっあんっ……あぁっ」

「君がもっと順応できるように、ここもたっぷり開拓しようか」

　嗜し虐ぎゃく的なことを言っているに違いないのに、アルフォンスの甘い囁きは、なぜかひどく甘い官能を呼び込み、リュシーを淫らに、そして大胆にさせた。

　先ほどからぬちゅぬちゅと卑猥な音を立てながら出入りしている指が、よりいっそう艶やかに濡れる。

　節くれだったアルフォンスの指がそうしてリュシーの中を弄っている様子を見て、リュシーはひどく興奮していた。

「さっきよりも、ここが硬くなっているよ」

　親指でざらりと突起をなぞられ、ひっと喉が鳴る。咥えていたアルフォンスの指をぎゅっと締め付けてしまう。

「だって……っ」

　昂ぶるあまりに涙がこみ上げてくる。

「上の蕾も、一緒にしようか」

　胸の尖端を口に含まれ、執拗にしゃぶられながら、指の抜き差しが何度も続けられるのを感じていると、また激しい衝動がこみ上げてきた。

「どうかな？　中も気持ちよくなってきたかい？」

　指の挿入角度を変えながら、アルフォンスは指の腹でリュシーの中を擦った。

「あ、あっ……んんっ……」

　舌が這わされている胸の先端からも快感を得て、一緒に弄られると各々の愉悦がだんだんと中心に集まって、こらえきれない甘い衝動がなんども漣のように押し寄せてくる。

「はぁ、……はぁっ……あっ……」

「恥じらうことなく、正直に言いなさい」

　焦じれったそうに、アルフォンスが命じてくる。

「ふあっ……ああっ」

「あえいでいるだけじゃわからないな？」

　意地悪な言葉に、リュシーは泣きたくなってくる。

「あ、んんっ……だって、もうっ……私っ……」

　絶え間なく押し寄せてくる、切せっ羽ぱ詰まった衝動に、リュシーは我慢できなくなりそうだった。

「だって、何かな？」

　確実に絶頂に達する瞬間が、リュシーにはわかるようになってきていたのだ。

　でも、そんなこと言えない。

「焦らされるのが好みかな？」

　リュシーは首を横に振る。

「それじゃあ言えるね？」

　アルフォンスの指を食い締めながら、リュシーは浅い吐息を繰り返し、彼に縋りついた。それ以上はもう我慢できなかった。

　あんなに恥ずかしいと思って言えなかったのに。

「イ……っちゃう、ああっ……アルフォンスっ……おねがい、おねがいっ……」

　許しを得ようとアルフォンスを見つめる。そして助けてほしかった。待ってほしかった。それなのに、彼はよりいっそう意地悪に指を動かし、リュシーを翻ほん弄ろうする。

「そんな可愛い声を聴いて、やめられると思うかい？」

　悪魔の囁きがした。

「だめ、だめっ……ずるいわっ……だめだったら……ああっお願いっ……」

　迫りくる絶頂感をやり過ごしたくて、必死に訴えかけてみるものの、彼は少しも許してくれなかった。

「だめじゃないよ。この瞬間を待っていたんだから」

　激しく指を動かしながら、アルフォンスはリュシーの敏感な突起にしゃぶりつく。

「あ、ああっああ──っ」

　頭が真っ白になり、何も考えられなくなった。その甘い波は一向に引く気配がなく、繰り返しリュシーに襲いかかってくる、オーガズムを感じていた。

「ああ、リュシー……なんて可愛いんだろう。んっ」

　アルフォンスは繰り返し飴玉のように花芯をしゃぶり、執拗に淫唇全体を舌で舐め上げる。

「や、あっあっあっ、あ、あっ」

　ビュッと潮を噴くみたいに、リュシーの蜜口から愛液が溢れ出す。それすら余すことなく、アルフォンスは丹念に飲み干す。

「ん、こんなに感じてくれるの嬉しいよ。さあ、リュシー、君のイく姿を……私に見せてごらん」

　貪むさぼるようにしゃぶられて、それまでにない大きな愉悦の波が押し寄せてくる。自分自身ではコントロールできない大きな力に抗うことはもうできない。

　彼への愛しさも同時に感じて、リュシーは必死でアルフォンスの髪を撫でた。

「ふ、あああっ……あんんっ……ああ──！」

　雷に打たれたのではないかと思うほどの衝撃だった。お腹の中で熱い奔ほん流りゅうが迸ほとばしり、リュシーの臀部がビクビクンと震える。

　漣のように痙攣が全身に伝わり、頭のてっぺんを愉悦の光が駆け抜けていく。

　激しく鼓動を打つ心臓と、浅く繰り返される呼吸。必死に自我を取り戻そうと焦るものの、それらの昂ぶりは少しも休まらない。

　絶頂を感じるのは、いったい何度目になるだろうか。身体は小刻みに痙攣しており、敏感になりすぎた肌は、ほんの少しリネンに触れるだけでも快楽に興じるようになっていた。

　手首の拘束がようやく外されると、心細くなり、リュシーは手を伸ばす。

　すると、アルフォンスは決まってやさしく握ってくれて、手の甲にお姫様にそうするようにキスをくれる。

「本当にかわいいよ、リュシー。君は最高の花嫁だ」

　そうやってアルフォンスは褒めてくれる。愛してくれる。

「ん、アルフォンス」

「なんだい？　唇にもご所望かな」

　リュシーはこくりと頷く。

「仰せのままに」

　アルフォンスは微笑をたたえ、それからうっとりとするほど甘いキスをくれた。

　ねだるようにリュシーは唇を吸いながら、アルフォンスにぎゅっとしがみつく。

　彼は汗ばんだリュシーの髪をやさしくとかし、耳元で囁いた。

「愛しているよ、リュシー……私の……私だけの花嫁」

　リュシーは気付けばアルフォンスから与えられる甘美な媚薬に溺れきっていた。

　恋人に売られて行く宛のなくなったリュシーは、少なからず人間不信になり、自分が生きる目標や価値を見失っていた。

　だから、必要としてくれ、愛している……そう伝えてくれる好意が嬉しかったのだ。
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　身体を重ねたあと、どのくらい時間が経過しただろうか。

　レースのカーテンだけが下ろされた部屋の窓から月光が射さし込み、部屋をほんのりと明るく染めていた。

（今夜はこのまま……一緒に眠るのね）

　ベッドに横たわっていたリュシーは、隣で目を瞑っているアルフォンスを見つめて、ほんの少し嬉しくなった。

　彼の広い胸にすっぽりと抱き寄せられ、体温に包まれていると、なんともいえない安堵感があった。

　身体は疲れているはずなのに、気持ちが高ぶって仕方ない。

　あれほど激しく達したあとなのに、もっとアルフォンスにめちゃくちゃにされたいという願望が芽生えてくるのを感じている。

（私、アルフォンスのことが……）

　ドキドキとしながらアルフォンスを見つめていると、彼がうっすらと瞼を開いた。

　間近で目が合い、鼓動が跳ね上がる。

「起きていたのかい？　眠れない？」

　アルフォンスが心配そうに聞いてくる。

「いいえ。眠れないわけじゃなくて……もう少しだけ、起きていたかったの」

　リュシーは素直に答えた。

　すると、アルフォンスは意表を突かれたような顔をして、それから嬉しそうにふわりと表情を崩した。

「少し待っていて」

　アルフォンスは言って、ベッドから起き上がった。

　何かしら？　と、リュシーはアルフォンスを目で追いかける。

　戻ってきたアルフォンスは何か言いづらそうな顔をしながら、リュシーのそばに腰を下ろした。

　改まった話なのだろうかと思い、リュシーも起き上がる。

　するとアルフォンスがリュシーの左手を握った。彼の手の中には指輪が輝いていた。

　リュシーは驚いてアルフォンスを見つめた。

「指輪……」

「あぁ。ほんとうはもう少しかしこまった場にすべきかもしれないが、今を逃してはいけない気がしてね」

　アルフォンスはそう言い、リュシーの薬指をなぞった。

　リュシーは思わず息をのむ。

「遊びのつもりではなかったんだけれど、君には伝わっていなかったかもしれない。私の勘違いでなければ……君は私に好意を持ってくれている？」

　今まさに感じていたことを指摘され、リュシーは頬を赤らめた。

　身も心も、いつからかアルフォンスに惹かれていた。その事実を彼に暴かれるのはとても恥ずかしい。二人の関係がはじまったきっかけを考えたら、自分には主人を好きになる権利はないと思っていたからだ。

「素直に答えて。君にはその権利がある」

　アルフォンスの許しを得て、リュシーは勇気を出して口を開いた。

「……ええ。そうよ」

　素直に告げた瞬間、頬に熱が走った。

「きちんとプロポーズをさせてほしい。正式に私の婚約者として、そばにいてほしい。近々、本物の花嫁になってほしい」

　アルフォンスの熱の籠もった瞳に魅入られ、リュシーは瞳を揺るがす。

　彼の気持ちが嬉しかった。すぐにでも頷いてしまいたい衝動に駆られた。だがその一方、どうしてもオークションのことが蘇ってくる。

「でも、私は……」

　そう。買われた花嫁。それに変わりはない。アルフォンスはどう思っているのだろう。

「きっかけはオークションだったかもしれない。けれど、あの金額は、君の人生に責任を持つという意味だと思ってほしい。そう考えたら、足りないくらいだろう」

　アルフォンスの真しん摯しな姿を見て、リュシーは胸に痞つかえていたものが楽になるのを感じていた。

「君は私のことが嫌いかい？」

　リュシーは反射的に首を横に振る。そんなこと思っていない。

「それじゃあ、君は私のことが好きかい？」

　リュシーはおずおずと頷く。胸がまたじわりと熱くなった。

「私と結婚してほしい、リュシー」

　先ほど以上に真摯にプロポーズするアルフォンスに、リュシーは唇を震わせながら、答えた。

「あなたが望んでくださるなら」

　……許されるのなら、夢を見たい。愛する人と結ばれる、最高の夢を。

「君の望みは……私が叶えよう」

　アルフォンスは言って、指輪を薬指にはめ込んだ。

　月の光に照らされ、静かに輝くダイヤのきらめきは、アルフォンスの瞳に映る水面のように綺麗だった。

「誓いのキスを」

　アルフォンスがそう言い、リュシーの髪にそっと触れる。

　リュシーは誘われるままに応じ、彼の唇を受け止めた。
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　はじまりはオークションだった。けれど、アルフォンスが言ってくれたように、それはきっかけだっただけで、二人の気持ちがお互いに向いているのなら、きっと幸せになれる。なってもいいのだと思いたい。

「アルフォンス、あなたのことが……とても好きよ」

　言わずにいられなかった。どうしても本心を告げたかった。許されるのなら、何度でも伝えたかった。

「ようやく言ってくれたね。うれしいよ」

　アルフォンスは屈託ない笑顔を見せる。ほんとうに嬉しそうだから、リュシーまで嬉しくなった。

「リュシー……私も一緒だ。君のことが……とても好きだよ」

　アルフォンスの愛のことばを受け止め、そしてまた二人は唇を重ねた。

　生まれたての二人の愛を、月明かりだけがそっと見守っていた。
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　それからさらに数ヶ月が経過したある日、リュシーはひとり黙々と刺し繍しゅうをしていた。

　不意に、ちくりと小指に鋭い痛みが走り、リュシーは思わず顔をしかめ肩を揺らした。

　しかし自分の指がどうというよりも、彼女が心配するのは製作中のサシェのこと。

「たいへん。アルフォンスの為にせっかく作ったのに汚れちゃうわ」

　慌てて確認してみるが、血は流れていなかったし、布に付着もしなかった。

　ホッと胸をなでおろし、リュシーは続きを縫い付けていく。

　まもなく一つのサシェが完成するところだ。出来上がったらアルフォンスにプレゼントをしたい。彼の喜ぶ姿を想像しては胸が高鳴っていく。

　そうして気持ちが逸はやるばかりに、肌をちくちくと刺してしまう。

　それでもリュシーは黙々と縫い続けた。

（こんな感じかしら……）

　ひと針ひと針に想いを乗せて、アルフォンスへの愛情が形になっていく。彼にこの想いを早く届けられるといい。

　アルフォンスはこのところ商談や公務で忙しいらしい。二人はすれ違い、なかなか触れ合う機会がなかった。

　そこで、疲れているアルフォンスの為に何かしてあげられることはないだろうかと、リュシーは思ったのだ。

　彼には恩返しをしたい。それ以上に、彼が必要としてくれるのなら、自分も何か気持ちを伝えるものを贈りたい。そう思ったとき、サシェのことが脳裏をよぎった。

　幼い頃、まだ母が生きていた頃に、刺繍を教わったことがあった。無論、少女に針は扱えない。母の手伝いをして、花を集めたり、乾燥させた花を詰めたり。それを父にプレゼントすると、とても喜んでくれたものだった。

　今、リュシーができることといえば、そのくらいしかない。花は庭師に頼んで、落ちていたものを活用させてもらい、花を乾燥させるのにシェフを頼った。香りの選定には使用人のセレストが付き合ってくれた。

　ひとつひとつ、まるで実験のように香りを嗅かぎながら、アルフォンスのことを考えた。

　忙しいアルフォンスが少しでも癒やされてくれたら……そう願いながら、リュシーはもう一つのサシェを完成させた。

　目が覚める効果のある香りと、ぐっすりと眠れる効果のある香りと、二種類を用意していた。

　さっそくアルフォンスに届けたい。衝動的にリュシーは立ち上がり、そして部屋を出た。

　喜んでくれますように……そう願いながらリュシーは執務室を訪ねてみたが、アルフォンスの姿がなかった。

（まだ忙しいのかしら）

　デスクの上に書類が重ねて広げてあった。ついさっきまでアルフォンスはここにいたのだろうか。彼の残り香を感じる。

　夜まで戻らないかもしれない。そしたら届けられるのはまた明日だ。

　寂しさを感じつつ部屋に戻ろうとしたリュシーだが、窓際から風が入った拍子にひらりと一枚の紙が舞い上がり、足元に張り付いてきた。

　リュシーはそれを拾い上げ、デスクに置こうとした。

　その時、リュシーは文面に目を奪われる。

『リュシー・アントワーヌに関する調査書』

　そのように書かれてあったからだ。

（え……私のこと……？）

　しかし一枚目には表題と日付のみ。詳しいことが書かれていない。

　心臓の音がいやなふうに鼓動を打つ。

　気になったリュシーは勝手に見てはいけないと思いながらも、デスクの上に重ねられていた書類へと近づく。

　おそるおそる覗きこむと、デスクの上に広げられていたものは、リュシーの身辺調査表だった。

　ただそれだけを見れば、オークションで契約を交わした際の必要書類なのだろうと思えたのだが。

　アントワーヌ伯爵の経済状況についても詳しく書かれ、リュシー自身を手に入れるために必要な計画書や依頼書、王位継承権の条件などが記載されてあった。

　記録のための書類というよりは、報告書のように見えた。

　だとしたら、一体これは誰と交わした書面なのだろうか。リュシーは不安で胸がいっぱいになる。

　そして文面に書かれてあった名前を見て、リュシーは益ます々ます驚く。

　なんとそこに、あのエドモンドの名前があったのだ。

「一体どういう……ことなの」

　久しぶりに見た名前に動揺する。

　リュシーは夢から覚めるような気持ちで呆然としながらも、内容が気になってしまい、次々に書類をめくる手を止められなかった。

　鼓動がよりいっそう速まり、いやな汗が背中を伝っていく。だが、混乱してまともに文字が頭に入ってこない。

　なんとか時系列を整理してみれば、その筋書きが明らかになっていく。

　アルフォンスがエドモンドと接触し、誓約書を書かせたという一文があった。

（誓約書？）

　怖くなって手が震え、その先が読めなくなった。そして調査表の古い日付を見て、リュシーはあることを考えつく。

（アルフォンスは最初から……エドモンドを利用して、私をオークションにかけた？）

　そう考えれば、今までのことも辻つじ褄つまが合う。

　エドモンドが裏切ったのではなく、アルフォンスが仕掛けたことなのだとしたら────。

　そうあってほしくない。そんなのは気のせい。リュシーは必死に言い聞かせようとした。

　けれど、現実は目の前にはっきりと指し示している。

　彼は悪魔かもしれない。リュシーは以前にそんなことを考えたことがあった。

　大金と見合わない対価の謎。そして彼は甘い誘惑を持ちかけ、そしてリュシーを信じ込ませるべく、息を吐くように嘘をついた。

　背筋がぞっと凍りつき、足元から冷えていくような気持ちになる。がくがくと膝までもが震えはじめた。

　アルフォンスをすっかり信じきっていた。だが、偽りの仮面を被っただけだったとしたら……彼の真意には歪んだ愛情が存在することになる。

（うそ。そんなわけがないわ……）

　リュシーはサシェを握りしめた。

　彼はいつだって優しかった。良くしてくれていた。表面だけでできることではない。

　それに、彼の望むとおりに尽くしたいと思ったのはリュシーの意思だ。彼に惹かれている。そしてアルフォンスも大事に思ってくれているはずだ。

　リュシーは左手の薬指に填はめられた指輪に触れながら、自分に言い聞かせる。

　ショックのあまりに胃がきりきりする。喉はからからに渇いていた。なんとか冷静になろうとするものの、飛び込んできた文字が頭の中を旋せん回かいする。

（ダメ。考えすぎたらいけないわ。なんでもない）

　リュシーは自分に言い聞かせ、それから何も見なかったことにして、その場を立ち去ろうとした。

　そのときだった。

「何をしているのかな」

　背後から声が届いて、ドキリと鼓動がいやな音を立てた。

　アルフォンスに見つかってしまった。リュシーはすぐには振り向けなかった。

　おそるおそる振り向けば、アルフォンスが剣呑な表情を浮かべて立っていた。ますますリュシーは怖くなり、身体を震わせた。

　彼の視線は、リュシーが手に持っていた書類だ。ごまかすことはできない。

「とっくに部屋に戻っているかと思っていたよ」

　アルフォンスはため息をつき、こちらに近づいてくる。その静かな沈黙が怖い。

「ごめんなさい、私、あの……」

　勝手に見てしまったことを素直に謝ろうとした。けれど、拒絶反応で、勝手に身体は後ずさってしまう。

　今にもこの場から立ち去らなくてはいけない。そんな警告にも似たざわめきで肌が粟立っている。

　アルフォンスに捕まえられてしまったら最後だと、危険を察知して咄とっ嗟さに逃げようとするのだが、リュシーの腕を捕まえ、アルフォンスが後ろから抱きしめてくる。

　そしてリュシーの耳の側で囁いた。

「なぜ、逃げようとするの」

　その声色は驚くほど冷たく、そして狂気を孕んでいた。今まで、こんなアルフォンスの様子を見たことは一度もない。彼はいつだって穏やかだった。だからまるで別人のよう。

「……っ」

　不穏な気配を察知して、身体がぎゅっと強張る。そんなリュシーの耳元に近づいて、アルフォンスは囁いた。

「怯えないで。今さら私が怖いだなんて思っていないよね？」

　リュシーを抱いているアルフォンスの腕がぎゅっと強まる。その力は痛いくらいだ。

「……離して、ください」

　リュシーは出来る限りの力で抵抗しようとするが、びくとも動かない。身じろぎしているうちに、サシェが机の下に落ちてしまう。

「あっ……」

　リュシーは思わず手を伸ばした。けれど、アルフォンスが離してくれない。

「どうして私から離れようとするの」

　さらに追い詰めるようにアルフォンスは言った。その言葉にはただならぬ狂気が感じられた。

「やっ」

　リュシーは恐怖を振り払うように首を横に振る。

「まだ何も言ってないんだけどな？　でも、結末としては同じことだ。約束を守れない悪い花嫁には、お仕置きをしないとね」

　脅しかける声はいつもより冷ややかで毒を孕んだ甘さを持っていた。やっぱりこんなアルフォンスは知らない。

「待って、アルフォンス」

「それは私のセリフだろう？　君はなぜ、そんな顔をしているんだい」

　逃れようとするリュシーのドレスを強引に脱がせて、アルフォンスはむき出しになった彼女の首筋にキスをする。というよりも牙きばを立てるかのようだった。

「っ……いやっ」

「いや？　ほんとう？」

　きつく肌を吸われ、ちりちりとした痛みを感じながら、リュシーは息を詰める。

「……っ」

「昨日つけただけじゃ足りなかったようだね。きちんと痕にしておかなければならなかった」

　アルフォンスは宣言し、リュシーの肌を吸う行為を何度も繰り返した。

　リュシーの肌に真っ赤な刻印が幾つもつけられていく。それは本当に戒めのようだった。

「君の肌はキレイだから、痕がとても映えるよ」

　狂気的な言葉に、リュシーはぞくりとした。

　白い場所をすべてかき消そうとする勢いで、アルフォンスの唇がリュシーの肌を滑っていく。

　感じてはいけないと暗示をかけているつもりなのに、逆にどんどん感じてしまう。そんな自分がいやだった。

「……っ……やめて、……」

「やめないよ。君は私のものだ。私が手に入れたのだから……そうだろう？　リュシー」

　肌にちりっとした強めの痛みが走る。その痛みはだんだんと強くなっていく。

「あ、あっ……アルフォンスっ……わかっているわ。けれど……っ」

　そう、わかっている。わかっているけれど、こんなアルフォンスは初めてで、リュシーは怖かった。

「けれど、何かな？　足を開いて。君が裏切っていないか、調べないといけないようだ」

　アルフォンスは言って、ドレスをめくりあげ、太ももに触れてくる。

「裏切ってなんか、ないわ」

「さあ、どうかな？　君の顔を見ていればわかるよ。それと……ここを弄ればね」

　ドレスは更にめくりあげられ、下穿きの中にアルフォンスの手が入ってくる。そして、あらかじめ狙いを定めていたといわんばかりに濡れた花びらをなぞった。

「ひっああっ……んん」

　鋭利な刺激に、ビクンとリュシーは身体を震わせた。じわりと中から蜜が溢れてくるのが自分でもわかった。

「ふふっ。君はここが好きだったね」

　さらに秘唇をたっぷりと濡らされ、割れ目の尖端を円を描くように転がされてしまう。

「やっ……あ、あっ……」

　秘めた内側からとろり、とろりと熱いものが次々に溢れ出す。その蜜をまぶすように花芯を左右に叩かれ、そのあまりの刺激にリュシーは思わず喉を反らした。

「は、あっ……んん、やっ……あっ」

　くちゅくちゅと淫らな水音が聞こえてくる。それがまた興奮を高めていく。

「お仕置きをされているのに、悦んでしまっているなんて」

　くっと蔑さげすむように笑うアルフォンスが怖かった。

「あ、あっ……ごめん、なさっ……」

「君は私に求められると、すぐに濡れる。どうしてかな。いや、誰にされても濡らすのかな」

　嗜虐的な声が耳をくすぐる。その声に誘われるように、リュシーの奥からとろりと甘い蜜が溢れ出す。

「ほら、また溢れてきたじゃないか」

「あ、ああ……っ誰にでも、なんか……じゃないの」

　いやいやとリュシーは首を横に振る。

「ふうん。確かめてみよう」

　じゅぷっと音が立つくらい、指をいきなり挿入され、リュシーは腰を揺らした。

「やぁぁっあっ……あっ」

　すぐに指は引き抜かれ、内ももに溢れた蜜が伝っていく。じんじんとした甘い痺れが広がり、リュシーはもどかしい熱を持て余す。

　アルフォンスはリュシーの後ろからそこに自身の昂ぶりを押し付け、丸く膨らんだ切っ先を濡れた蕾を押し広げようとする。

　リュシーは驚き、目を丸くする。

「だめ、待って……アルフォンス」

　リュシーはまだそこを拓ひらかれたことはない。まさかそのまま挿入されるとは思わず、リュシーはいやいやとかぶりを振った。

「そのお願いは聞けないな。もう、君にやさしくする気はないよ」

　普段の彼の発言からは考えられないくらい、冷酷な響きだった。

　そうこうしている間にも、蕾はぐっと押し広げられ、アルフォンスの尖端が張り出すように侵入してきて、串刺しにでもするかのように、リュシーのお腹をいっぱいに埋めてしまう。

「あっあっ……あっ」

「まだ……狭いけど……っ……君の中にちゃんと入っていく。伝わるだろう？」

　ビクビクとした怒張がしっかりと伝わってくる。

「や、あ、あっ……ん、あああ」

　浅いところを擦るようにゆさゆさと揺すぶられるのが気持ちよくて、リュシーも腰を動かしてしまっていた。
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「腰が動いているよ、リュシー。浅いところを擦られるのと、こうして突くのとどっちがいいのかな？」

　軽く突き上げるような動きが加わり、リュシーはのけぞってしまう。けれど、がっしりと深く交わったまま逃れることはできない。

「あっ……いやっ……言わないっ……」

　そうしている間にも拓かれ、張り詰めたアルフォンスがリュシーの奥に沈められ、最さい奥おうへと埋められてしまう。

「ほら、ぜんぶ入った」

「あ、ああっ」

「君はもうとっくに受け入れる準備はできているんだよ。ちゃんと私が中にいるってわかるだろう？」

　彼女の意思とは裏腹に柔らかい襞が刀身に絡みつき、歓迎するように激しく収縮を繰り返していた。

「んんっ……はぁ、……あっんん」

「貪欲な身体だね。まだ何もしていないうちから、私をぜんぶ飲み込んで。ほら」

　ずんっと奥を突かれ、重々しい快楽が広がっていく。アルフォンスはそれを何度も繰り返した。

「あっああ」

　拓かれる苦しさはあるものの、痛みはなかった。今までアルフォンスに弄られてきたからなのだろうか。それよりも説明のつかない切羽詰まった感情が沸き立ってくるのがとてもつらかった。

「教え込んだ甲か斐いがあったよ」

　そう言いながら、アルフォンスが腰を動かしはじめる。刀身はぬちゅぬちゅと卑猥な音を立てながらリュシーを縦横無尽に突き立ててくる。

「ああ、あっ……あんっ……はぁっ……ああっ」

　リュシーは倒れ込むよう机に両手をつくが、そのまま腰を高くあげさせられた状態でうしろからアルフォンスが肉棒を擦りつけるように律動を繰り返した。

　振動で揺れる身体を押さえるのだけで精一杯で、彼から逃れることはできない。

「あんっ……あっ……はぁ、んん……」

　怖いのに気持ちいいなんて、相反した感情におかしくなりそうだった。

「もっとかわいい声で鳴いて」

　突き上げられるたびに甘美な喜悦に狂いそうになり、テーブルにぎゅっとしがみつく。

「聴こえないよ、リュシー」

「……ん、あっあん、あっ……」

「そう。もっと、もっとだ」

　部屋に響きわたっている、叩きつけるような打擲ちょうちゃく音がだんだんと激しさを増していく。

　これではまるで交尾と一緒だ。否応なしに与えられる快楽はだんだんとリュシーを追い詰める漣となって押し寄せてきていた。

　今すぐ引き抜いてほしい。なぜこんなことになってしまったのだろう。それなのに与えられる愉悦から逃れられない。

「や、ぁっ……許して……」

　リュシーは涙をこぼしながら懇願する。

「何を許してほしいの？　君が裏切ろうとしたこと？　逃げようとしたこと？」

　そう問いかけるアルフォンスの声色はいつもよりも冷酷だ。

　リュシーが許しを乞うている相手は、アルフォンスではなく自分自身の絶え間なくこみ上げてくる欲望だった。

「乳首もこんなに勃たせて。いやらしいよ、リュシー」

　両手で余すことなく乳房を揉みしだかれ、硬くつぼんだ尖端を擦られると、気持ちよくてますますそこが勃ちあがってしまう。そこを弄られながら揺さぶられ、頭が真っ白にふやけかけた。

「あ、あっ……きもちいいの、やっ」

　ただ、それだけは否定したかった。矛盾しているかもしれないが、本音だ。

　快楽にごまかされて、正常に判断ができない。リュシーはそんな自分が嫌だった。

　それを知ってか知らずか、アルフォンスは片方の手を前から伸ばして、ひくひくと痙攣している花芯を指先で左右に擦りつけはじめた。

「ひっぅ……あっあっ」

　敏感な場所を責められ、リュシーはアルフォンスをぎゅっと締め付けてしまう。彼と一つになった妙な一体感もあった。

「こうすると、君をもっと感じていられる……ねえ、君も私を感じるだろう？」

　腰を押し回すようにして中をかき乱され、そしてまた抽送が繰り返される。その絶妙な動きに、リュシーは翻弄されてしまう。

「は、あっあっ……や、あっああ」

　リュシーの腰を掴んで後ろから何度も抜き差しを繰り返しているアルフォンスの屹きつ立りつが、先程よりも質量と硬さを増していくのが、伝わってきていた。

「リュシー……君が孕むまでたくさん、満たしてあげるからね」

　切羽詰まったように、アルフォンスは言った。それがどんな意味なのか、すぐにはわからなかったが、限界が近いということだけはわかった。

「あ、あ、あっ……許してっ……それだけは……だめっ……」

「だめ……なんかじゃない。イってごらん。私も……君の中に、ぜんぶあげるよ……っ」

　より一層激しく叩きつけるように揺さぶられ、中でアルフォンスが一ひと際きわ張り詰めたのを感じた。

　そして突き上げられた瞬間。リュシーにも限界が訪れる。

「や、あああ、っあああっ……」

　離れなくてはいけないのに離れられない。中はアルフォンスを求めて収縮しはじめている。

「……くっ……出るっ」

　頭が真っ白になりかけたところへ、びゅるっと吐き出された体液が、中をじんわりと熱く満たした。それが刺激となり、リュシーの愉悦が弾ける。

「あああ──っ！」

　リュシーはビクビクンと身体を大きく震わせ、そのまま絶頂へと登りつめてしまった。

「……はっ……っ……リュシー……君もイったんだね」

　最奥を塗りつけるように、アルフォンスが腰をぐいぐいと押し付けてくる。リュシーは少しも動けなかった。

「……はぁ……あっ……はぁ、……あっ」

「かわいいよ、ビクビク震えて。私をたくさん感じてくれているんだね」

　お腹のところでアルフォンスの怒張が脈を打っているのが伝わってくる。アルフォンスの精をたっぷりとのみこんだ中がごぷりと音を立て、白はく濁だくした体液が内ももにこぼれてくる。

　しばらくしてから引き抜かれ、リュシーはくったりとその場に倒れ込んだ。

　やっと解放されるのかとおもいきや、違った。

「まだだよ、リュシー」

　アルフォンスに抱きかかえられて隣室のベッドに連れていかれると、そのまま仰あお向むけに寝かされてしまう。

　アルフォンスの鬼き気き迫った表情に身をひこうとするが、彼はすぐにも覆いかぶさってきた。

　リュシーの拒絶などものともせず、アルフォンスは自身の昂ぶりをあらわにする。

「やっ、待って」

　逃れる隙などなかった。

「残念だけど、待つ理由なんてないよ」

　そのままリュシーは足を大きく広げられ、そそりたった肉棒をあてがわれてしまう。

「君だって……これが欲しいだろう？　一度だけじゃ足りないはずだ」

　ぐぐっと尖端が押し入ってきて、リュシーの中はみっちりとまた彼でいっぱいに埋められてしまう。

「やっ……だめ、あっ、ああっ」

　腰を引こうとするが、アルフォンスの両手が器を抱えこむようにがっしりと掴んでいて離れられない。

　逃れるリュシーと正反対に、中襞は彼を受け入れようと蠢いている。

「はっ……中が暴れているよ。私も同じだ。足りないんだよ。もっと君がほしい……君だって、私のことがほしいはずだ。挿れた瞬間から絡みついてくるのだから」

　あんなにたくさん出したとは思えないほど、彼の熱は冷めることなく質量をたたえていた。

「君のうしろ姿も綺麗だったけれど、私はやっぱりこっちがいいな。君の顔がきちんと見えるからね」

　ぬちゅぬちゅと淫らな音を立てながら抽送はまた繰り返される。

　揺さぶられるたびに、リュシーの達した熱もまたあっという間に再燃してゆく。穿うがたれるたびに甘美な愉悦がこみ上げてきて、リュシーを淫らにしてしまう。

「おねがい、ダメ……はぁ、……おなか、いっぱい……なのっ……おかしくなっちゃうのっ……許して……おねがい」

　絶頂感を抱かぬように、必死にリュシーは懇願した。

「いいじゃないか……っ……たくさん出してあげるよ。君の中が私でいっぱいになるくらい犯してあげるよ……君は私の花嫁なんだから、いいよね」

　腰を使ってぐりぐりと亀頭を押しあげながら、アルフォンスは意地悪を言う。抱くのではなく犯すのだと言った。その言葉に、リュシーは涙ぐむ。

「やぁっ……アルフォンス、だめっ……私っ……はぁ……抱いて、ほしい、の」

　リュシーは必死に伝えようとした。一方的に孕ませようとするアルフォンスが怖くて、彼の愛情を信じたくて、必死に訴えた。

「だから、抱いてるじゃないか。おねだり上手な君の中を、何度も、何度も、突いてあげてるだろう？」

　腰を揺さぶり、断続的に中を穿ちながら、アルフォンスはそう言って、リュシーを離さない。

「ちが、うのっ」

　リュシーは必死に言葉をつなごうとする。けれど、与えられる愉悦が思考を次々に蕩けさせて邪魔をする。

「何が違うって言うんだい？　ああ、足りないっていうことか。じゃあ、もっと激しくしようか」

　ずんずんっと深く突き上げられ、リュシーは一瞬にして頭が真っ白になった。

　アルフォンスには何も言いたいことが伝わらないまま、激しい絶頂感に目の前が明滅する。

「ひっああ、んん、ああああっ……」

　つま先から頭のてっぺんにかけて、激しい衝撃が走った瞬間、リュシーの身体はまたビクビクと大きくはねた。その間も、アルフォンスは腰の動きを止めない。だんだんと打擲音は切羽詰まったように激しくなっていく。

　リュシーはもう何も考えられなくなっていた。

「あ、ああっ……あっ……ああっ」

　潮を吹いてぽたぽたと蜜がこぼれだす。アルフォンスの吐き出した体液と蜜液が混じり合い、むんとした香りを漂わせた。

「……っは、君は最高だ……君は、誰にもやらない……私だけのものだ」

　アルフォンスは恍こう惚こつとした表情を浮かべ、何度も、何度も、振り絞るようにリュシーの中に吐き出し、そして埋め尽くしたまま動かなかった。

　流れてくる熱い精をのみこみながら、リュシーは受け入れるだけ。

「あ、あ、ああ──っ」

　熱い。熱くて、溶けそうだ。骨の髄ずいまでしゃぶられるような、煉れん獄ごくの熱を感じる。

　絶倫な彼の熱量は少しも衰えることがない。きっとほんとうにリュシーを孕ませるまで納得しないのだろう。

「このまま……繋がったままでいたら、君は孕んでくれるかな。そしたらもう君は……私から離れることなんてできないはずだ」

　リュシーは疲れきってしまい、抵抗することなど考えられなくなった。翼を手折られた鳥のように、ただ身を丸くしてうずくまるだけ。

　きっと二人で幸せになれると思ったのに、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　アルフォンスの体温に溶かされ、体内に流れこんでくる彼の精をのみこみながら、溢れてくる涙をこぼすだけ。

　彼に愛されることが嬉しくて尊いと思った。今だって身体の奥が激しく彼を求めている。けれど、心が追いつかない。

「慢心するつもりはない。だから手は抜かない。君は私の……私だけの花嫁だ。それは忘れないでほしい」

　切々とアルフォンスが伝えてくる言葉に、リュシーはこみ上げてくる涙をぐっとこらえた。

　今までアルフォンスは大事にしてくれていた。それに甘えていた。彼を怒らせてしまったからには、もう今までのようにはいかないかもしれない。

　きっと、これからも強引に拓かれ、欲望の捌はけ口にされてしまう。本当に彼の思い通りに操られる人形になってしまう。

　もとより彼は自分にふさわしい花嫁を求めていたというよりも、彼に都合のいい人形を探していたのかもしれない。

　そんなふうにリュシーの感情までもが歪んでいく。

　一時は、アルフォンスの愛に寄り添うような気持ちでいたはずなのに。これから手を取り合って生きていけると希望を抱いていた矢先だったのに。

「君は休んでいていいよ」

　アルフォンスは冷たくそう言い放ち、リュシーから離れた。どれだけの熱を放っても、彼は勝手に書類を見てしまったことをまだ怒っているのかもしれない。

　以前のようにやさしく抱き寄せてくれることがないまま、アルフォンスは部屋を出て行ってしまう。引き止める気力は残っていなかった。

「……どうしてっ」

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。あんなに幸せな時間だったのに。

　リュシーは声にならない声を上げる。

　身も心もアルフォンスのことでいっぱいなのに、彼のことがちっとも解らない。

　しばらく一人になって泣きはらしたリュシーは、魂が抜けたようにぼうっとしたあと、とある決意がふつふつと湧いてくるのを感じていた。

（もう、このままここにはいられない）

　アルフォンスを嫌いになりたくない。彼が変わっていく姿を見たくない。お互いに培ってきた絆を歪めたくはない。

　せめてそれなら夢だったのだと、幻だったのだと思い、忘れてしまいたい。

　しばらく打ちひしがれていたリュシーはそれから思い立つがままベッドから起き上がり、それから身支度をさっと済ませると、静かに部屋を抜け出した。

　深呼吸をして、左右を見渡した。誰の姿も見えない。今が絶好の機会だ。

　それからリュシーは屋敷の人間に見つからないように裏口へと回った。

　幸い、アルフォンスが色々な場所へ連れ出してくれたおかげで、邸の中も外も把握できていた。

　外に出られる扉まであと少しというところ、

「リュシー様」

　と声をかけられ、心臓が飛び跳ねる。その呼び声は、セレストだ。

「いかがなさいましたか？　こんな夜に」

　心配そうにセレストが近づいてくる。けれど、リュシーは首を横に振り、彼女が側に来ることを拒んだ。

「セレスト、ごめんなさい。見逃してほしいの」

「リュシー様？」

　戸惑ったようにセレストが見つめてくる。

　リュシーは声を潜めて懇願した。

「私、もうここにはいられない。出ていくって決めたの」

　セレストは驚いたように目を見開いたあと、リュシーの前に立ちはだかった。

「落ち着いてくださいませ。旦那様と何かあったのですか」

「何もないわ。何もなかったの……そういう日に戻るのよ」

　言い捨てて、リュシーは強引にセレストを避けた。

「お待ち下さいませ……リュシー様！」

「ごめんなさい」

　引き止めようとするセレストの手をすり抜け、リュシーはその場から駆け出した。

　扉を開き、外へと飛び出す。そこは裏庭だった。薔薇の咲きこぼれる甘い香りが漂う。不意に、アルフォンスが抱き寄せてくれた思い出が蘇って、胸が締め付けられそうになった。

　それすらも、アルフォンスの思惑だったというのだろうか。

　身寄りのないリュシーを拾ってくれた、その恩は感じている。やさしくしてくれたことだって事実だった。彼が投資した巨額の金額をどうして償えばいいかわからない。

　けれど、今はとにかく一刻も早く、ひとりで呼吸ができる場所に逃げ出したかった。

　涙──が頬に伝ったのかと思った。だが、違った。

　リュシーは空を見上げた。

　灰色の雲が月を隠し、ぽつりぽつりと雨粒が降ってくる。

　ちょうどいい。高ぶった熱も、溢れ出した涙も、きれいに全部流してくれたらいい。
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（なぜ、私はあんなやり方しかできなかったのだろうか）

　リュシーを書斎の奥のベッドに残してきてから、アルフォンスは自室に籠もり、ひとり自分を責めた。

　リュシーに恩を売り、彼女を夢中にさせた。それは確かにアルフォンスの策略のうちだったが、彼女の心をほぐすには必要な行為だったと思った。

　実際、最初は戸惑っていた彼女も少しずつアルフォンスに心を許すようになった。

　そう、せっかく彼女が心を開いてくれたというのに。数ヶ月の間に培われた絆は、たった一度のことで取り返しのつかない悪夢へと変わった。

　アルフォンスの拳に力がぐっと入る。その怒りの矛先は、彼女に向けたものではない。コントロールしきれない自分の感情が忌いま々いましかった。

　愛するリュシーから軽蔑の視線を向けられるのが耐えられなかった。離れていくのではないかという不安と焦りがアルフォンスの強欲を駆り立てた。

　彼女ならどんなことをしても側を離れないという驕おごりがあったのかもしれない。

　罪責と後悔と、彼女への抑えきれない想いが、アルフォンスを苦しめる。

『彼女への仕返し』……それを考えたことはある。けれど、それは今ではなかった。彼女を傷つけることのない仕返しのはずだった。

「なぜ、私は……」

　と、そのとき、せわしなく叩かれるノックの音にアルフォンスはハッとする。

「旦那様、大変です」

　使用人のセレストの声だ。何かいつもと様子が違い、切羽詰まっている様子だ。許可を待っていられないといったふうにドアが開かれ、セレストは青ざめた顔で必死に訴えた。

「リュシー様が……！　お屋敷を出られました」

　その言葉に耳を疑った。

「なん、だって？」

　アルフォンスは反射的にチェアから立ち上がった。刹那、ぐらりと目眩を覚えた。

「旦那様！」

「私のことは気にしないでいい。リュシーは一体どこへ行ったというんだ？」

　不安と苛立ちを募らせながら、アルフォンスはセレストに状況を尋ねる。

「裏口から、そんなに遠くへは行かれていないはずです。何も持たずに飛び出して行かれました……お止めできず申し訳ありません……！」

　セレストが深々と頭を下げる。彼女もまたリュシーを大事にしていた人間だ。リュシーのことを考えれば、無理やりにすることはできなかったのかもしれない。

「君を責めても仕方ない。とにかく、すぐに探さなくては」

　アルフォンスは取り乱した感情をなんとか収めながら、側にかけてあった上着を羽織った。

「念の為、馬車を出されますか。雨が降って参りましたし、お着替えも必要かと……すぐに執事に声をかけてまいります」

「頼む。私は先に外に出よう」

　動揺を必死に抑えつけるものの、顔の強張りはとれない。

　高をくくっていたかもしれない。彼女にはどんなことをしても、自分から離れることはできないのだと。

　何よりも、信じていた。彼女が想いを寄せてくれることが幸せだと思い、彼女に怯えられることが怖かった。なんとか謝れば、もとの二人に戻れるはずだと、勝手な願望を抱いていた。

　なんて身勝手なことをしてしまったのだろうか。

　あれほどずっと側にいたのに。時間をかけて培ってきたものを壊したのは自分だ。

　今までリュシーは自分から逃げ出すことはしなかったのに。今日このタイミングで彼女が飛び出したのは、無理やりに抱いたことが、よほど堪えたに違いない。

　きっと今だからこそ、アルフォンスを信頼していたタイミングだったからこそ、彼女は絶望したに違いない。

　大事に、大事に、してきたはずだった。

　それなのに、なんてことをしてしまったのか。

　彼女は今どこにいるのか。伝えなくては。『真実』を。

　傷つけてしまってからでは、後悔しても遅いというのに。気付くのが遅すぎた。

　足元から血の気が引いていく感じがした。

「そうでしたわ。お待ちください。旦那様。こちら……お伝えしていいか迷いましたが、リュシー様からの贈り物です」

　リボンで結ばれた布袋には刺繍が入っており、受け取るとふんわりと爽やかな香りがした。まるで心をそっと包みこむような優しささえ感じられる。

「これは……サシェか？」

「ずっと、旦那様のために何かできることはないかと……リュシー様が考えておられて」

　アルフォンスはその言葉を聞いて、黙り込む。

　彼女の思いを知り、アルフォンスはますます不甲斐ない自分を恥じた。

（リュシー……君はこんな私を慕ってくれていた）

　彼女が裏切ったのではない。彼女の気持ちを裏切ったのは自分のほうだ。

「……っわかった。預かっておこう」

　アルフォンスは内ポケットにサシェを仕舞うと、すぐに外がい套とうを羽織り、玄関へと急ごうとして慌てて引き返す。

　そうだった。リュシーは裏口から出たのだとセレストが言っていた。

　外へ出てみれば、彼女のものとおぼしき足跡が見えた。

　アルフォンスは愕然とする。

　高くない塀へいとはいえ、リュシーは乗り越えていったというのか。そうまでして逃げ出したかったのか。それほど彼女を傷つけてしまったことに、アルフォンスは心底後悔をした。

（リュシー……）

　嫌われるのが怖かった。だが、話をすればわからない相手ではなかったはずだ。なぜ紳士的に振る舞えなかったのか。これまでうまくやってきたじゃないか。

　軽蔑の視線が辛かった。彼女を失いたくないと必死だった。しかしそれは間違っていた。

　今は自分の感傷に浸っている場合ではない。たしかに雨が降ってきている。今夜はひどくなるかもしれない。

　アルフォンスは邸の外に飛び出し、左右を見渡す。暗がりで、しかも雨の中では視界が悪い。

　馬車がいくつか通り過ぎ、まばらに人が歩くのが見える。その先のメインストリートに出て、人混みに紛まぎれ込んでしまえば、彼女を見つけるのはよりいっそう困難を極めるだろう。

「旦那様、馬車のご用意ができました」

　執事に声をかけられたが、アルフォンスはそのままじっとしていることはできなかった。

「悪いが、後をついてきてくれ。私は自分の足で探そう。街の中だ。その方が見つけやすいかもしれない」

「かしこまりました。では後に続きます。どうかくれぐれもお気をつけて」

「ああ。すまない」

　アルフォンスはその場から駆け出す。なりふり構わず、彼女を見つけることだけに集中した。

（リュシー……どこだ）

　探さなくては。自分の手で必ず連れ戻し、本心を伝えなくては。今度こそ取り返しのつかないことになる。否、もうとっくにそうかもしれないが。

　焦りはアルフォンスの足を速める。息が切れるのも構わなかった。周りをせわしなく見渡した。一秒たりとも時間を無駄にして見失いたくなかった。

（リュシー、お願いだ。無事でいてくれ）

　目を皿のようにして、必死に往来する人々を確認した。

　と、そのとき、リュシーに似た女性を見つける。否、アルフォンスには遠目でもリュシーだとわかった。

　その場で彼女の名前を叫びたい気持ちに駆られたが、きっと今この場で声をかけたら逃げ出してしまうかもしれない。もうすぐ近づけるのだから、そのときまで耐えるほかない。

　あと少しだ。幾つもの謝罪を頭の中に思い浮かべ、彼女の身を案じ、そしてもうすぐというとき、アルフォンスは信じがたい光景を目にした。

　馬車が操縦者の意思を無視して、こちらに突っ込んでくるではないか。どうやら馬が暴走したらしい。往来する人々が悲鳴を上げて逃げ惑っている。しかしリュシーのいる場所は死角になっているのか、彼女には見えていないようだ。

　このままではリュシーの身が危ない。顔から血の気が引いた。

「危ない！　リュシー！　早くその場を離れるんだ！」

　アルフォンスは咄嗟に叫んだ。

　リュシーが浴びせられた怒号に驚いて顔を上げる。

　馬車がものすごい勢いで突進してくる。彼女は足が竦んで動けないようだった。

　このままでは間に合わない。否、間に合わせなくてはならない。

　気付けば、身体が飛び出していた。とっさに彼女を押し出すように抱きかかえた刹那、激しい衝撃が身体を襲った。

「……っ」

　身体を貫くような、焼けるような痛みに、思わず呻うめく。胸が押しつぶされそうになるほど苦しくて、言葉にもならなかった。

　リュシー、リュシー……君を死なせるわけにはいかない。せめて、君には生きて幸せになってもらわなければ。

　アルフォンスは心の中で叫んだ。

　あたたかい感触を確かめるようにぎゅっと抱きしめた。

　リュシーがこわごわとこちらを見たのがわかった。

「どう、して、アルフォンス……？」

　ああ、声が聴こえる。良かった。彼女は無事だ。彼女は助かったのだ。最悪の事態は免まぬがれた。

　だが、もしかすると、自分はだめかもしれない。口から鉄のような味がする。身体がぶつかった衝撃のせいか、脇からひたひたと流れ出るものを感じる。失われていくもの、それが自分の血液であることをアルフォンスは感じていた。足先から冷えていく感触がして、ぞくぞくと震えがはじまった。

　朦もう朧ろうとしていると、再び、リュシーの声が聴こえてきた。

「アルフォンス……！」

　そこから先はもう何も聴こえなかった。

　アルフォンスの脳裏には、彼女と初めて出会った『四年前』の日のことが蘇っていた。

　忘れることなどできなかった。

　だから私は──。
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　数時間前。

　人通りの多い場所にやってきたのはいいが、これからどうやって生きていけばいいのか──メインストリートを右往左往しながら、リュシーは途方に暮れていた。

　周りの人と自分を比べて、現実を突きつけられるようだった。勢い余って邸を飛び出してきたはいいが、リュシーには何もないのだ。

　食事もろくにとっていないので、空腹で力が入らない。

　けれど、じっと蹲うずくまっていようものなら、よくない者を寄せ付けてしまいかねない。

　とにかく明るい場所を歩いて、落ち着ける場所が見つかるまで、歩き続けよう。ここには身を寄せられる場所などそうそうない。

　そうだ。どこかに教会があるはず。雨が降っている夜に行動するのは危険だ。まずは朝を迎えたら、教会を目指そう。

　そう思いながら、雨風をしのげる場所を探していたときだった。

　突然、街の中に怒号とどよめきが走る。

（……え？　今、何か……）

　誰かの声が聞こえてきた気がした。振り返ったリュシーは、まさか目の前に馬車が迫っていたことになど気づかなかった。

　轢ひかれる──！

　悲鳴を上げる間もなかった。足に根っこでも生えてしまったかのように動けなかった。

　やがて訪れる衝撃を覚悟し、目をぎゅっと瞑ると、どんっと突き飛ばされた感触がした。

　馬車ではない、飛び出してきた誰かの腕に抱き込まれたのだ。

　馬のいななきと、人々の怒声や悲鳴があちらこちらから上がっている。

　リュシーは目の前で何が起こったのかわからずに呆然としていた。

　ただわかることは、一人の紳士がリュシーをかばうようにして倒れているということだ。

　見れば、彼の脇腹からは血が流れていた。リュシーは彼の顔を見て驚いた。

「アルフォンス……！」

　リュシーは思わず大声で叫んだ。

　そう、リュシーを守ってくれたのは、アルフォンスだったのだ。

（どうして、彼が……）

「アルフォンス！」

　うっすらと瞼を開いたアルフォンスだが、彼には既に生気がなかった。

「リュシー……無事かい？」

　そう問いかける声が弱々しく、顔が青ざめている。寒そうに震え、呼吸をするのもつらそうだ。無理もない。大怪我をしているのだから。

「ああ、どうしたら……こんなに血が……たくさん……」

　人のことを心配している場合ではないのに。

　誰か、誰か助けを呼ばなくては。必死に立ち上がろうとするリュシーを、アルフォンスの手が引き止める。

「すま……なかった。リュシー……私は……君を傷つけたいわけじゃ……ないんだ。私は……君のことになると止められなくなるようだ」

　アルフォンスは苦しげに呻きながら、ただひたすら懺悔をする。まるで最後だとでも覚悟したかのように。

「そんな。言わないで。なぜ、そこまで私を……」

　リュシーは混乱したまま言葉を失う。アルフォンスは悲しげに睫毛を震わせた。

「君は……忘れて……しまっている、んだね。すべて」

「え？」

　何のことを言っているのだろうか。リュシーは動揺する。

「君が覚えてくれていたのなら、こんなことには……ならなかったのに。いや……意固地にならずに、打ち明ける……べきだった」

　もどかしそうにアルフォンスが言って、言葉を詰まらせる。

　いったいどういう意味なのだろうか。何を忘れているというのだろうか。

「待って。意味がわからないわ。でも、お願い。今はしゃべらないで。早く、助けを呼ばなくちゃ！　血が……」

　馬車の事故によって、現場は混乱していた。誰も、こちらに気付いていない。声はかき消されるばかりだ。

　リュシーはなんとか止血する方法を探した。

　アルフォンスが唇を開こうとする。しかし彼の瞳は徐々に光を失い、反応を示さなくなる。

「アルフォンス？　いやっアルフォンス……！」

　リュシーの呼びかける声だけが、その場に虚しく響きわたった。
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　その後──。

　大量の出血が災いとなり、アルフォンスは意識不明の重体という緊迫した状況だった。

　リュシーも見えていたからわかる。あれほど大量に血が流れていたことを考えれば、あの場で死に至ってもおかしくないくらいだった。

　アルフォンスが運ばれた病院の医師からは「何があってもいいように覚悟してほしい」と言われ、リュシーは思わず顔を覆った。

（どうして、彼がこんな目に……）

　リュシーはアルフォンスのポケットから出てきたサシェを握りしめながら、彼の手術が終わるのを待った。

（神様……どうか、助けて下さい）

　どれほどの長い時間だっただろう。邸で一人で取り残されていた時間よりも、オークション会場で売られたときよりも、ひとりきり邸を飛び出して歩き続けた時間よりも、ずっとずっと長く感じた。

　彼はサシェをどんな思いで見つけてくれたのだろう。それで、もしかしたら追いかけてきてくれたのかもしれないと察した。

（私のせいだわ……）

　感情に任せた行動だった。もっときちんとアルフォンスと向き合えば良かった。

　形ばかりに囚われて、与えられるものに甘えてばかりいないで、表面上の付き合いではなく、彼ともっと話をすればよかった。

　アルフォンスがひどいことを考えていたのだとしたら、リュシーを命がけで助けたりしない。

　そもそも大金と引き換えに邸に置いたりしない。きっと彼には事情があったのだ。

　恐れることなく、彼の口から真実を聞けばよかった。最初に逃げたのはリュシーの方だった。だからアルフォンスは本当のことが言えなくなってしまったに違いない。

　どれだけ後悔し、懺悔をしたとしても、このままアルフォンスがいなくなってしまったら……もうどうすることもできない。

　リュシーは不安で不安で仕方なくて、意味もなく右往左往しながら両手の震えを自分で押さえていた。

（アルフォンス。お願い……あなたともう一度、話がしたいの。きちんと謝らせてほしいの）

　リュシーは必死に天に祈りを捧げた。アルフォンスが助かりますように。すぐに目を覚ましますように。
















　手術の後、アルフォンスは一命をとりとめた。リュシーはその場にくずおれ、天に感謝をした。

　しかし意識はまだ戻っておらず、このまま目が覚めない可能性もあることを説明された。

　それはつまり、いつ死に至ってもおかしくないということだ。

　リュシーは邸に帰り、毎日アルフォンスの様子を見に通い、祈り続けることしかできない自分がもどかしくて仕方なかった。

　そして今日も、見舞いに行こうとしていたときのこと。ある吉報が入る。アルフォンスが目を覚ましたという連絡が入ったのだ。

　リュシーはすぐにも執事に付き添ってもらい、馬車で病院へと向かった。

　早く、早く、アルフォンスの顔が見たい。一時は生命を危ぶまれていた彼。この目できちんと生還した事実を確かめたい。

　病室のドアを開くと、しっかりと目を開けたアルフォンスの姿が見え、リュシーはこみ上げてくる涙をそのままに、彼の側に駆けつけた。

「アルフォンス！　アルフォンス……っ。よかった。目が覚めたのね」

　抱きつきたい衝動を必死に抑えながら、リュシーはアルフォンスの手を握りしめる。その手を彼は握り返してくれた。事故直後の弱々しさはなく、しっかりと生命力を感じる力強さだ。

「ああ……心配かけてすまなかった」

　アルフォンスは言って、笑顔を見せてくれる。リュシーは彼の顔をまじまじと眺め、無事を確かめる。

　以前に来たときよりも顔色が良く、声にも艶があるようだ。

「ほんとうによかった……私のせいで、ごめんなさい」

　リュシーは次々に溢れ出す涙を拭いながら、アルフォンスを見つめた。彼の顔をしっかりと目に焼き付けていたかった。

「君のせいじゃないよ。それに君が無事でよかった」

　リュシーを責めることもせず、自分が危き篤とく状態だったにもかかわらず、人の心配をする。そんな彼を目の前にして、リュシーは自分の浅慮さを恥じ、言葉にならなかった。

「アルフォンス……」

　彼には伝えたいことがある。けれど、多くありすぎて何から伝えたらいいのか、すぐには整理がつかない。

「今日検査をして、問題がなければ……明日から自宅療養でいいということだったよ」

　話を聞いてホッとしたものの、リュシーは気にかかって仕方ないことがあった。

　事故のことが蘇ってくる。

『君は……忘れて……しまっているんだね。すべて』

『え？』

『君が覚えてくれていたのなら、こんなことには……ならなかったのに。いや……意固地にならずに、打ち明ける……べきだった』

　──そんなふうに彼は言った。

　けれど、リュシーには少しも心当たりがない。

　アルフォンスが執着する理由はその一件があるからなのだろうか。

　打ち明けるべきだったとは、なんのことなのだろう。

「アルフォンス、ゆっくりでいいから、あなたが抱えていることを、教えてほしいの」

「……なんだい？」

「私たちは、過去に会ったことが？」

　アルフォンスに負担にならないように、リュシーは遠慮がちに尋ねた。

　リュシーが忘れてしまっているのならきちんと謝りたいし、真実が知りたい。

　アルフォンスはなんともいえない切なげな表情を浮かべ、黙り込んでしまう。

「言いづらいことなら、いいの。ごめんなさい。目を覚ましたばかりなのに」

「いや。目を覚ましたからこそ、君に告げるべきだと思っている。ほんとうのことをね」

　アルフォンスは言って、リュシーに向き直った。

　リュシーは緊張しながら、彼が話してくれるのを待った。

　そしてアルフォンスは考えを整理しているのか、しばし沈黙したのち、ゆっくりと口を開いた。

「四年前、君が社交界デビューをした日。私は……君にプロポーズをしたんだ」

「え……」

　リュシーはまったく身に覚えのない話に愕然とする。

　四年前にそんなことがあった記憶はない。アルフォンスのような高貴な男性と出会っていたら、忘れるはずなどないだろう。

「そんなはずは……」

　混乱しつつも記憶を照らし合わせる。やはりどうしても思い出せない。

「私が嘘を言っていると思うかい？」

　悲しげにアルフォンスが言う。

　リュシーはううんと首を横に振った。

「そうじゃないの。ほんとうに身に覚えがなくて、信じられなくて……」

「ああ。そのときも君は同じように信じられないと言って、そして喜んでくれた。迎え入れる準備をするために、君が十七歳になった年に迎えに行くと約束をした。だが、その後……君が別の男と婚約したことを知って、私はショックを受けたよ」

　アルフォンスが話すことに、やはり記憶はない。けれど、エドモンドと婚約をしたことだけは確かだ。その前に何があったというのだろう。

　どうして思い出せないのだろう。もどかしさを感じながらも、リュシーはアルフォンスの話に耳を傾けた。まずは真実を知らねばなるまい。

「だが、どうしても忘れられなかった私は、何か事情があったのではないかと勘ぐった。あれほどプロポーズを喜んでくれた君が、私を忘れるなんてどうしても信じられなかったんだ。その後、色々調べるうちに君のことがわかった。エドモンド……奴はろくでもない男ということもわかったよ。財産を狙って君に近づいたんだ。そして私は君をあの男から引き離し、手に入れるためにはどうしたらいいか考えていた。その矢先に、君の家が……」

　アルフォンスが言葉を詰まらせる。リュシーも父のことが蘇り、思わず俯いた。

「悪いが、私にとっては好機だと思ったよ。あの男が君を言いくるめて財産をくすねるまえに、私はあの男が君に二度と近づかないようにしようと策を練った。金をちらつかせれば、まんまとあの男は乗ってきたよ」

　忌々しげに懺悔をするように、アルフォンスが言う。彼の表情は曇ったままだった。

「それで、オークションを経由して私を？」

「そういうことだ」

　アルフォンスが観念したように頷く。

「正確に説明すると、あの男が更に金を得るためにオークションに出そうとしていたところを私が買いとったんだ。警察に手を回しておいたから、今頃は全員つかまって、女性たちも保護されているよ」

「どうしてそんなふうに……せめて本当のことを、私に直接言って下さればよかったのに」

　そうしてくれていたら、何かが違ったかも知れないのに。

　リュシーはもどかしく思いながら、言い募る。

　しかしアルフォンスは首を横に振った。

「君に記憶がない限り、彼と婚約中の君に私がいくらプロポーズをしても断られるさ。だからまず、彼の存在は邪魔だったから利用した。そして君の身も心も私のものにするために……誰かに買われる前に、君を高値で競り落とした。そして、邸に連れてきた。それから君が私を愛してくれる日を待っていた。その傍かたわら、私もまた悪魔に魂を売ったんだ。君が私を振った仕返しに、罰を与えたかったんだよ。君が私に夢中になるように仕向けたかった。君が溺れるくらいに甘い罰を……そのあとのことは、君が一番わかっているだろう？」

　アルフォンスの視線に、リュシーはかっと顔を赤くする。

　めくるめく戯れ事……どれほど甘い夢を見させられたことか。彼の腕の中で溺愛されるがままに溺れていた日々だった。

　一方的に彼をひどいとは言えない。なぜならリュシーは彼女自身の意思で、アルフォンスを求めるようになっていったのだから。

「悔しいが、君を夢中にさせているつもりで、夢中になって溺れていたのは私だ。そして……罰が当たったのも、やはり私の方だったね」

　アルフォンスは言って、リュシーの頬に手を伸ばす。彼の指先はやさしく皮膚の上を滑っていった。

「ただ、これだけは知ってほしい。忘れられてしまったというのなら、改めて一から君に愛されたかったんだ。どうしても君がほしかった。だから、あの日、君に拒絶されることが私にはとても辛いことだった。すべてが失われることへの不安と絶望で錯乱した。君にどう接していいかわからなくなったんだ。それくらい君にのめり込んでいた。大事にすべき君に……怖い想いをさせてすまなかった」

　熱のこもった瞳を向けられ、リュシーは息をのむ。

　今までもたくさん愛情を向けてくれていたけれど、それとは比ではないくらい、切々とした想いが伝わってくる。

　それほどまでに想ってくれているなんて、リュシーはわかっているつもりで本当の意味で理解していなかった。甘えきっていた自分が恥ずかしくて仕方がない。

「私、そんなこと何も知らずに……ただ誤解してしまって……王位継承権の条件がどうとか書かれていたものも混ざっていたから……そのためにアルフォンスには婚約者が必要で、そのために私が利用されたかと思ったの。あなたの気持ち自体が嘘だったのかと思ってショックだったの」

　リュシーは訥々と胸の内を打ち明ける。

　そう、彼が怖いと思った。それ以上に彼を愛していたからこそ、ショックだったのだ。それだけアルフォンスなしでは生きていけないと思うくらい彼に心を寄せていた。信じたくなくて現実から逃げるために邸を飛び出した。

「君がそう思うのも無理はない。たしかに王位継承権には特別な条件がある。王位継承権を意識するのならば、私は将来の妃きさきにふさわしい女性と婚約をする必要があった。そして王室が私に期待していたという事実もある。なぜなら、王子は子宝に恵まれなかったからね。けれど、それと私の感情は別問題だよ。君がどうしてもほしかったのは……私の、私だけの感情だ」

「でも、私はあなたとの約束のことは覚えていなくて……」

　そう言いながら、リュシーはアルフォンスを見つめる。

　彼がこんなに想ってくれているのに何ひとつ思い出せないなんて、もどかしくていたたまれなくて、喉の奥がきりきりする。

「焦らずに一緒に遡さかのぼってみよう。四年前、君が王宮の大広間で、社交界デビューをした日のこと。ほんとうに忘れてしまった？」

　アルフォンスに尋ねられ、リュシーは改めてゆっくりと記憶を辿ることにした。

　今から四年前。

　十六歳の社交界デビューの日のことを。
















　貴族の女性は十六歳を迎える年に、宮廷舞踏会からの招待状が贈られることになっている。

　慣習に倣ならって、アントワーヌ伯爵令嬢であるリュシーも招待されていた。

　王宮の外には四頭立ての立派な箱馬車が連なり、思い思いに着飾った紳士淑女の姿が見られた。

　中にはリュシーと同じように社交界デビューの日を迎えた少女も多数いたことだろう。

　リュシーは舞踏会に参加するのが楽しみでわくわくと胸を踊らせていた……いたのだが、いざ大広間へ案内されると、想像以上の絢けん爛らん豪華な場に圧倒され徐々に緊張に呑まれてしまい、やがて壁の花に成り果てていた。

『もう少し、おまえには教えておくべきことがあったようだ。そのひとつ、積極性だね』

（そうだったわね。父の側にひっついていつまでも離れないでいたから、突き放されてしまったんだったわ）

　何度か誘ってくれる人と踊ってみたものの、ただそれだけ。男性と何を話したらいいかわからなかったリュシーは淑女らしいユーモアなどまるでわからず、ぎこちない世間話しかできない。だんだんとひとり取り残されていく心細さを感じていた。

　綺麗に着飾って、胸を張って大広間に足を踏み入れた。まるで自分がお姫様になったような気分だったはずなのに、周りに圧倒されるばかりで、自分が場違いな気さえしてしまった。

　他の令嬢たちはみな会話に花を咲かせて、楽しそうにしているというのに。

　このままじゃいけないわ。変わらなくちゃ。そんなふうに焦っていた。

　しかし、尻込みしている間に、リュシーに声をかけてくれる人がいなくなってしまったことに気付く。

　ますます焦りは強くなった。待つだけではなくて、自分から話をしに行くべきなのだろうか。女性から声をかけるなんて、はしたないことではないだろうか。

　考え込みすぎたせいで目が回ってしまい、気分が悪くなってきてしまった。

　リュシーは結局その場から退出して控えの間に移動し、誰もいないバルコニーでひとりため息をついた。

　まるで既に失恋したような気持ちで、涙がじわりと浮かんでくる。舞踏会になんて参加しなければよかったとさえ思った。

（そうよ。そうだったわ。そういえば、あのとき……確か──）

　バルコニーに立っていると、時々吹いてくる風が汗ばんだ肌や涙ぐんだ目尻を冷ましてくれるのを感じた。

　そのときだった。

　足音が聞こえてきて、リュシーはハッとする。

　バルコニーに誰かが入ってきたようだ。だんだんと足音は近くなる。

　ここからでは逃げ場もないし、せめて不審に思われないように、リュシーは慌てて涙でぼやけた視界を払おうとした。

『どうしましたか？』

『気分が悪くて、少し、風に当たっていただけですわ』

『それは大変だ。どこか休める場所がないか、聞いてきましょうか』
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　心配そうに覗き込んでくる青い瞳と視線が交わった。彼が着ている軍服を見る限り、王族の一人かもしれない。とても高貴な雰囲気のある、美丈夫だった。

　圧倒されつつも、そのときのリュシーは自分のことで精一杯だった。

『いえ。ごめんなさい。ただ私は……不甲斐ない自分が情けなくて』

　言いながら、また涙がこぼれてしまいそうになる。

『私でよかったら、話を聞きましょう』

　彼のおおらかな雰囲気を感じとったリュシーは、誰にも言えなかった苦悩を口にする。

　男性とどんな話をしていいかわからないし、ダンスは得意じゃない。だんだん自信がなくなってきて、リュシーは大広間から逃げ出してしまった。そんな弱音を吐き出した。

　なるほど、そうでしたか、と彼は呟いた。

『ダンスなんて得意になる必要はありませんよ。大広間で踊る必要だってない。誰かに見せるのではなく、貴方が楽しいと思うことのほうがずっと大事ですよ。その気持ちが相手にも伝わるはずですから』

　男性はリュシーを蔑むことなく、笑い飛ばすこともなく、親身になってくれた。

『ここで練習しませんか』

　男性の突然の申し出に、リュシーは戸惑う。

『え……？』

　まさかそんなことを言われるとは思いもせず、リュシーは男性をまじまじと見つめ返す。

『遠慮する必要なんてありませんよ。さあ』

　リュシーは恐恐と男性の手をとった。

（そこから、どうしていたのかしら。私……）

　ただ、ゆっくりと遡っていく記憶の中に、やさしい感情が芽生えていくのが伝わってくる。やがて、彼と過ごすうちに、胸のときめきを感じるようにもなっていた。

　──四年前のことが少しずつ蘇ってくる中で、ふわりと爽やかな甘い香りがした。ちょうど、アルフォンスに贈ろうとしていたサシェに選んだ花の香りのような。

「あのときの……」

　朧おぼろ気げに思い出される甘いやりとりに、リュシーはハッとする。

　そうだった。彼と一緒にダンスを踊って、それから──。

『……ありがとう。とても楽しかったわ』

　さよならと言うには名残なごり惜しくて、互いに離れがたく言葉を探していた。

『君にプロポーズをしたくなった、と言ったら？』

『え……』

　冗談を言うつもりなのだろうと、リュシーは身構えようと思った。だが、彼の真剣な表情に気け圧おされ、言葉を失った。

『君の慎ましい姿に、一目ぼれしたんだ。思ったとおり、君は素敵な女性だった。私と結婚してほしい』

『そんな。待ってください』

『次の舞踏会でまた会ったら、返事を聴かせてほしい。約束……してくれないか』

　指切りをした。まるで少年や少女がそうするように。

　その指の感触も、顔も声も、ぼんやりとして、はっきりは思い出せないのだけれど。

「プロポーズ……約束……」

　言葉にして、自分の中ではっきりとする。

　リュシーは思わず、目の前にいるアルフォンスを見た。

「もしかして……あの男性が、アルフォンスだったの？」

　あまりのことに、衝撃を受ける。アルフォンスには悪いが、考えたこともなかった。

　しかし彼が嘘をついているとは思えない。それを知っているのは、あの日出会った彼ただひとりしかいないのだから。

（そんな。どうして……私……そんな大事なことを忘れてしまっていたの）

　しばらく言葉にならずに、アルフォンスをただただ見つめ続けた。

「やっと思い出してくれたのかい？」

　アルフォンスが表情を明るくし、身を乗り出すようにして、リュシーに問いかけてくる。

　断片的に蘇ってくる記憶では、整理しきれていないが、夢ではないはずだ。

「え、ええ。はっきりとすべてを思い出せたわけじゃないけど、たしかに約束をしたわ」

　それから……それから……リュシーは記憶をひっくり返す。

　あのあと、喉が渇いてしまって、水をもらったのだが、それは水ではなくぶどう酒だったらしく、気絶するように倒れたのだった。

　気付いたら、白くて硬いベッドに寝せられていた。

『飲み過ぎかい？　そうでなければ、お酒が合わない身体かもしれない。今後も気をつけなければならないよ。なんでも過ぎれば毒になるのだから』

　目覚めると、医者にそう説明されて、リュシーはそこから記憶が曖あい昧まいのまま、思い出すことがなかった。

　霧きりがかかった視界がだんだんと開けていくように、記憶がはっきりとしてくる。

「そう。そうよ。あの後、喉が渇いて水をもらったつもりだったのに、それがぶどう酒で……具合悪くなって、記憶がなくなっていたの」

　なんてことだろうか。リュシーは自分自身に呆れてしまう。

「そうか。そういうことだったのか。じゃあ君は本当に……忘れていたんだね。考えもしなかった。事情を知りもせずに、私はショックで勝手なことばかり考えていた。すまなかった」

　アルフォンスは自分を責めるような口調で言った。

　リュシーは慌てて首を横に振る。

「私の方こそ、ごめんなさい。知らずに私はあなたを傷つけてしまっていたんだわ」

　あのときに不甲斐ないと思っていた自分よりも、今のほうがずっと愚おろかしい。

　本当に婚約をしたかった相手がいたのに、自分が勝手に記憶をなくして、別の人と婚約をしてしまった。それも金銭を目的にしていたような男だったというのに。

　その間アルフォンスは……彼はずっと待ってくれていたのに。

「四年前からずっと……？」

　リュシーが申し訳ない気持ちで問いかけると、アルフォンスは寂しそうに視線を落とした。

「呆れるかい？　たった一晩のことだったかもしれない。だが、運命だと思ったんだ。恋い焦がれるうちに、君への想いはどんどん深まっていった。忘れることなんてできなかったよ」

　アルフォンスは声を振り絞るようにして言った。

「呆れるだなんて。ごめんなさい。あなたの気持ちも考えずに……」

　なんて懺悔をしていいのだろう。

　リュシーが記憶さえ失わなければ、アルフォンスが苦しむこともなかったし、お互いの気持ちがすれ違うようなこともなかったはずだ。

　四年という歳月の重みは計り知れない。

　言葉が見つからないでいると、

「いいんだよ。もうそれで十分だ」

　とアルフォンスは言った。

「アルフォンス……？」

　リュシーはアルフォンスの表情を窺った。彼はなぜか半分諦めたような顔をしていた。

「四年も前のこと。君の事情も理解した。私が囚われていただけの話だ。君はもう自由でいいんだよ。私が縛り付けるのは間違っていた。もう、私の花嫁になることを強要はしないから安心してほしい」

　なんだかいやな予感がして、リュシーは焦った。

　まだ伝えていない気持ちがあるのに、彼はひょっとしたら別れを告げようとしているのではないか。そんな気がして。

「そんな。待って、アルフォンス……」

「この先は、君の幸せを守りたい。もちろん、責任を持って、君がこの先も生活していけるように援助はしていくつもりだよ。それが罪滅ぼしだ」

　アルフォンスはもう決めていたのだろう。リュシーがここに見舞いに来る前から、二人の決別を。

　彼がそう望むのなら仕方ないことかもしれない。けれど、大事なことは伝えたい。記憶を失ってしまった自分の責任というだけではなく、今は彼に対して特別な想いがある。

　そう。否定できない確かな感情が。

「お願い。待って。なんの解決にもならないわ。どうしてあなたに罪があると思うの。私はあなたに助けられたのに。私が責められるのは当然なのに」

「だが、君は怖い思いをしただろう」

「私だって受け入れたわ」

「それは、私が強要したからだろう。私は最低だったよ」

　憤りを自分にぶつけるようにアルフォンスが声を荒らげる。

　だからリュシーは必死に想いを告げようと、アルフォンスの手を握った。

「聞いて。それは違うの。自分自身が怖かったの。あなたにのめりこんでいく自分が……そして、あなたの気持ちが私をただ利用するためだけだったなんてって、ショックを受けたの。飛び出した私が悪かったの。あなたに怪我をさせて、傷つけて……ごめんなさい。事情なんて何も知らなかった。あなたをちゃんと知ろうとせずに逃げ出した私が悪かったの」

　こみ上げてくる涙が我慢できずに頬を伝っていく。リュシーはそれでも目を逸らさずにアルフォンスに訴えた。

「リュシー……」

　アルフォンスが愛おしそうに名を呼ぶ。その声がリュシーは好きだった。彼はずっと大事にしてくれていた。どうして彼を責められるのだろう。責められるべきなのはリュシーの方なのに。

　アルフォンスのためにできることはただ一つ。本当の気持ちを彼に伝えることではないだろうか。

「離れたくないの。私、これから先も、あなたと一緒にいたいわ。アルフォンス……あなたが好きなのよ」

　リュシーは素直にありのままの気持ちを告げる。

　意表を突かれたように、アルフォンスが目を大きくする。彼には自信がなかったのだろうか。リュシーがこれほどまでに彼を欲しているということを。

「本当に？」

　まるで少年が生まれて初めて見るものに驚くかのように、彼の瞳は戸惑いに揺れていた。

　だからリュシーははっきりと目の前の彼に届くように告げる。

「本当よ」

　答えると、アルフォンスはやり場のない想いを吐き出すように、小さくため息をつく。そして信じがたいといったふうに、リュシーを腕の中に引き寄せた。

「すまない。おとなげもなく動揺しているんだ。夢や幻じゃないという確信がほしい」

　そう言うアルフォンスの腕がぎゅっと強まった。

「どうしたら信じてくれる？」

　リュシーは甘えるようにアルフォンスの胸に顔を擦りつける。

「そうだな……証拠に、君さえ許してくれるなら、君からキスをしてくれる？　私が無理強いするのではなく、君が……ほんとうに私を欲してくれているのなら」

　アルフォンスがそう言い、顔を覗き込んできた。あと少し背伸びをすれば、唇が触れ合う距離に、お互いの顔があった。

　かあっと頬に熱が走った。

「……っ」

　恥じらいながらも、リュシーに拒む理由などなかった。むしろ伝えたくて、そっと自分から彼の唇に触れた。

　ただ思っているだけではダメで、形にすることが大切だということが、わかったから。

　目を瞑ってアルフォンスのぬくもりを感じた。抱きしめてくれる腕も、触れる体温も、そして目を開いたときに見える、彼の澄んだ青い瞳も好き。

　少し困った顔をする彼も、やさしく微笑む彼も、真剣な表情で愛してくれる彼も、すべてが愛おしい。

　その気持ちに偽りはない。そう信じてほしくて、アルフォンスを見つめる。

　すると、アルフォンスは物足りないといわんばかりに彼の方からも唇を求めてきた。

「ん……」

「すまない。強引にはしたくないと……思っていたのに」

　アルフォンスが遠慮がちに身を引こうとするのを、リュシーの方から引き止めた。

「……いいの、アルフォンス」

「ああ、リュシー……っ」

　押しては返す波のように、二人で何度も唇を啄みあった。

　思いを伝えて、思いを返して、何度も、何度でも、そうしていたかった。

　ああ、やはり彼が好きだ。恐れることなんてなかった。これから先も自分を信じて、彼を信じていればいい。

　今までしたどのキスよりも甘く、そして心地がよいと感じるのは、双方の気持ちが通い合ったからだろうか。

　しばらく唇を堪能したあと、アルフォンスがもどかしそうにため息をつき、こつりと額をくっつけた。

　お互いの熱っぽく荒々しい呼吸が入り乱れ、唇を濡らす。

「こんな状態じゃなければ、君をもっと求められたのに。今度はきちんと大事に抱きたいよ」

　その言葉にどきりとする。

　キス以上のことをしたいと思うのは、リュシーも一緒だった。もっとぬくもりを感じて、もっと深いところで繋がり合いたい。

　気持ちが通じ合えた今だからこそ、したいことがたくさんある。

　けれど、今の彼に無理をさせるわけにはいかない。

「治ったら……たくさんできるわ」

　リュシーは思うままにアルフォンスにそう告げた。

　すると彼はいたずらっぽく声を潜める。

「言ったね。私は約束をちゃんと覚えている人間だから、覚悟しておかないとだめだよ、リュシー」

　リュシーはドキドキと鼓動が速まっていくのを感じながら、アルフォンスに指を差し出した。

「今度は絶対に忘れない。約束するわ」

「新しい約束だね」

　アルフォンスはうれしそうに目を細め、リュシーの指を絡めてくれる。

「ええ。新しい約束……必ず守るわ」

　それから二人はどちらともなく唇を重ねた。

　今告げあった約束が守られるように、誓いの代わりに。
















　その後、アルフォンスは無事に退院し、自宅療養することになった。

　幸い、後遺障害なども見られず、順調に回復している。

　リュシーはそれでも心配で、アルフォンスの側に付き添い、日々使用人と共に看病を手伝っていた。

　そうして二週間が経過したある日のこと。

　公務にも復帰したアルフォンスが仕事を終えて帰宅すると、リュシーの部屋を訪ねてきた。

「おかえりなさい」

　リュシーが笑顔で出迎えると、アルフォンスも微笑んでくれ、やさしく抱きしめてくれた。

「夕食は済ませたかい？」

「ええ。先にいただいているわ。ごめんなさい」

「いいんだよ。私は出先で少し満たしてきたから」

　アルフォンスはそう言い、リュシーの頭を撫でた。

「体調はどうなのかしら？」

　心配になってアルフォンスの顔を覗き込むと、彼は朗らかに微笑んだ。

「問題ないよ」

「よかった」

　リュシーはホッと胸を撫で下ろす。努力家の彼が無理をしてしまわないか、いつもリュシーは心配している。

「君の献身的な看病のおかげだね。でも、ちょっとだけ不満があるんだ」

　とアルフォンスが言い出すので、リュシーは心配になって尋ねた。

「何かしら？　そういう事はきちんと言って」

「君が足りないんだ、リュシー」

　熱っぽいアルフォンスの瞳にあてられ、リュシーはどきりとした。

　普段から彼は愛情表現をまっすぐに伝えてくる人だったけれど、以前まではそれでもリュシーに遠慮していたところがあったと思う。

　でも今は……ほんとうにありのままの気持ちをぶつけてくるようになった。

「約束、覚えている？」

　甘い囁きに、リュシーは耳にまで熱が走るのを感じながら、こくりと頷く。

「……もちろんよ。必ずって約束したもの」

「今夜、叶えさせてくれないか？」

　アルフォンスが欲しがってくれる以上に、リュシーもまたこの日が来るのを心待ちにしていた。

　再び、リュシーは頷く。

「メインディッシュはこれからだったね」

　と、アルフォンスがいたずらっぽく微笑む。

「もうっ……」

　リュシーは照れ隠しにむくれてみせた。

　そして、アルフォンスから注がれるキスに目を瞑りながら、これからはじまる甘美な夜に期待をして胸をときめかせた。



















　唇を重ね合わせながら、互いに身に着けているものを丁寧に脱がせ合った。

　今リュシーは初めてアルフォンスに触れられたとき以上にドキドキしている。

　アルフォンスの指がぴたりと止まる。どうしたのだろうと彼を見ると、せつなげな顔をしていた。

「君の初めてを……あんな形で奪ってしまったことを悪かったと思ってる。怖い思いや悲しい思いをさせたね」

　そう言い、アルフォンスが頬にやさしくくちづけてくれる。

「もう言わないで。大丈夫だから」

「罪滅ぼしというわけじゃないが、今夜は君を大切に抱かせてほしい」

「私もあなたに大切に触れたい」

「そんなふうに見つめられたら参るよ。あまり煽らないでくれないか」

　アルフォンスのたくましい胸に触れると、激しい鼓動が伝わってきた。リュシーもまた同じように追いかけあっている。

「君が望んでいることを教えてほしい。君をたくさん愛したい」

「あなたが望むように触れてほしい。それが、私の望みだから」

　首筋に触れたアルフォンスの唇が、丁寧にリュシーの肌を滑り落ちていく。やさしく慈しむようにくちづけ、肌を湿らせていく。

　その口づけは、やがて胸の尖端で主張している蕾をやさしく食んだ。

「は、んん」

　じんっと甘重く響くような刺激に、リュシーは思わず声を漏らしてしまう。生温かく湿った舌の感触がざらりと乳輪をなぞり、再びアルフォンスが深く吸い付いてくる。

「あっあっ……ん、はぁ……」

　丁寧に揉み込みながら、アルフォンスは繰り返し、そこを舐った。

「あ、あっ……ん」

　気持ちよくて、リュシーは呼吸を乱す。

　赤々と濡れた突起が、呼吸と共に上下する胸の動きに合わせて動くのを、アルフォンスは追いかけるように口に含んで、ちゅっと吸い上げる。

　最初は舌先で転がされていた突起も、次第に固くなったところで甘噛みされる。すると、目頭が熱くなるような繊細な刺激に襲われたリュシーはどうしようもなく身悶えた。

「ふ、ああ、……っん……っ」

　胸への愛撫と同時に太ももを触られ、リュシーはびくりと戦慄く。先ほどから秘めたところが疼いていて、ちょっとの刺激でも拾ってしまうようだ。

「君の期待に応えてあげる。少し腰を浮かせてごらん」

　リュシーはドキドキと鼓動が速まっていくのを感じながら、アルフォンスの言うとおりに従う。

　すると下穿きを脱がされ、素肌になった秘所へ、アルフォンスの指がそろりと侵入してきた。

　女の自分とは違う、固い指先の感触に、身体が期待に戦慄く。

　不意に目に映った、節くれだった手の形が、とても色っぽくて、リュシーの中に淫らな感情がじわじわと芽生えた。

　アルフォンスと目が合う。彼が言いたいことはリュシーにもわかった。

　ぬるりと潤んだ感触が伝わってきて、リュシーは思わず瞳を伏せた。そこはもうとっくに愛液でぐっしょりしていたのだ。

「君は感じやすいね。もうこんなに濡らしてる……」

　アルフォンスの指が隘あい路ろを往復するたびに、くちゅくちゅと淫靡な音が立つ。

「あっ、あっ……アルフォンス、が、するからなの」

　羞恥を感じれば感じるほど、またじわりと蜜が溢れ、アルフォンスの指を濡らしてしまう。もう言い逃れなどできない。

「嬉しいことを言ってくれる。ご褒美に、もっと気持ちよくさせてあげるよ」

　アルフォンスは甘い宣言をしつつ、ひくついている蕾を開くように中に入ってきて、軟襞を捏こねながら抜き差しをはじめた。

「どうかな？　こうしてかき混ぜられるのは好き？」

　指の腹を使って軟襞を擦るように抜き差ししながら、アルフォンスは問いかけてくる。

「ふ、あっあっ……やっ……」

　教え込まれた器は、順応して快楽を享受しようとする。

「いやなら、やめようか？」

「ちが、うのっ……はぁ、っ……あんん」

　アルフォンスの緩慢な動きは、かえってリュシーに淫らな快楽を与えた。

「いじわる、……」

「いじわるはしていないよ。君に気に入ってもらいたいだけさ。そう言うってことは、気持ちいいんだね？」

　もっとなぞってほしくて、弄ってほしくて、リュシーは思わずぎゅっと中を締め付けた。

「君の身体は正直だ。もっと気持ちよくなりたい？」

「ん、あっ……きもち、いいの……もっと」

　気付けば、自分の口を突いて出ていた。

「仰せのままに。プリンセス」

「プリンセス、だなんて……」

　おこがましい。そう訴えたかったのに、アルフォンスはふっと微笑んだ。

「私にとって君は……誰より大事なお姫様、だからね」

　胸を舐めながら、中を弄りはじめたアルフォンスのやさしい愛撫に、リュシーは次第に感極まっていく。

「あっんん、アルフォンス……」

　彼に愛される悦びを感じると、ますます興奮が強くなっていく。

「すごい心臓の音だね。大丈夫かい？」

「大丈夫じゃないかもしれないわ。でも、やめないで」

「わかってるよ。今までのどんな時よりも、すごく……君が愛しい」

　熱っぽいため息がこぼれる。その吐息にすら感じてしまい、身体がびくりと反応してしまう。

　指の抜き差しも、唇の愛撫もだんだんと激しくなっていき、リュシーに迫りくる甘美な愉悦の波も間隔が狭まってきていた。

「あ、あっ」

　小刻みに達しながら、アルフォンスの舌が丁寧に這わされるのを感じていた。唇で突起を挟んで、さらに濡れた舌で丹念に愛撫されるのが気持ちよく、滴したたるほどに愛液が溢れてしまう。

　アルフォンスは執拗にかつ甘く、リュシーの秘めた場所へのくちづけをやめない。

「あ、ん、イっちゃうの」

「いいよ。イッて」

　ちゅうっと激しく吸われ、リュシーは泣きたくなるほど感じてしまう。

「あ、あん、……あっ……」

「かわいい。リュシー」

　貪るようにしゃぶられ、めくるめく甘美な快感の渦うずにのまれそうになる。

「ああっ……あっ……そんなに、いっぱいしちゃ……だめ、あっああ……」

「イきそうなんだね。そのまま感じていてごらん」

「あっあっ……んんんっ……ああ──ッ！」

　びゅくっと噴き出すように溢れた蜜を、アルフォンスが啜すする。その刺激もまたリュシーを追い立てた。

「ああ、すごい……君は綺麗だ」

　飲み干す勢いで、アルフォンスが舐め上げる。リュシーはビクビクと臀部を震わせながらも、されるがまま委ねるしかなかった。

「大事にしたいのに、君をめちゃくちゃにしたい……そんな欲求は、やはり止められそうにないよ」

　もどかしそうにアルフォンスは言った。

「ん、いいの……アルフォンス」

　そうされたいと、リュシー自身が望んでいる。

　もっともっと愛してほしい。

　もっともっと激しく求めてほしい。

　でも一方的なのではなく、二人で溺れていたい。今まで以上に深いところで繋がり合いたい。

　アルフォンスが覆いかぶさってきて、リュシーの足を開く。肌が触れ合い、密着し合う距離が愛おしい。

　彼の昂ぶりが、リュシーの濡れた秘所にひたりとあてがわれ、尖端が飲み込まれるように沈んできた。

「あっ…あぁっ」

「君の中に……ゆっくり、入るよ」

　一時は離れかけていた二人の距離が、また近づいて、ひとつになろうとしていた。

「……んっ……あっ」

　リュシーは思わずのけぞり、圧迫感から逃れるように、でも受け入れていく。

「はっ……っ慣らしてきたとはいえ、まだ狭いね……」

　そうかもしれない。けれど、リュシー側の事情だけではなく、アルフォンスもかなり質量を蓄えているように思えた。

「ゆっくりするから」

　そう言うアルフォンスの言葉どおりに、彼はゆっくりと入ってきた。

　受け入れた瞬間から、甘美な熱が全身に迸り、リュシーは感極まって涙がこぼれそうになる。

　焦ることなくゆったりとしたストロークで、リュシーをやさしく揺さぶりながら、自身を突き入れた。

「はぁ、……あっん……はぁっ……」

「奥まで、いくよ」

　アルフォンスの熱が奥に埋められると、それだけで達してしまいそうになった。

　ゆっくりと誘われ、そして徐々に激しく穿たれると、あまりの気持ちよさに喉の奥がきゅっと締め付けられ、泣き出してしまいそうになった。

「あ、あっ」

　揺さぶられるたびに、彼への想いが溢れて止まらなくなる。

　見つめてくれる瞳も、額にうっすらと浮かぶ汗も、荒々しくなっていく吐息も、かき抱くたくましい腕も、何もかもが愛おしくてたまらないのだ。

「どうしたらいいの、私っ……」

「辛いのかい？」

　不安そうに、アルフォオンスが尋ねてくる。リュシーはすぐに否定した。

「あなたにされるのが気持ちいいの」

　そう。どれほどでも欲しがってしまう自分が怖いくらいだった。

「もっと……もっと、激しくしてもいいかな？」

「いいわ。もっと……ひとつになりたい」

　リュシーが訴えると、アルフォンスは許しを得たと言わんばかりに腰の動きを速めた。

　グチュグチュと交わる淫靡な水音以外に、叩きつけるような打擲音が加わっていく。

「かわいい、君はいつだって……かわいかった」

　打ち寄せる情熱がどんどん激しくなっていく。そのひとつひとつが愛おしくて、リュシーは涙が出そうなほど感じてしまう。

「あ、あんっ……は、あっ……」

　穿たれる甘い痛みを感じながら、リュシーはアルフォンスに抱きついた。
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「君がほしい。君を……もっと愛したい」

　一際大きく、アルフォンスが張り詰める。

「ん、アルフォンス……あ、ああっ」

　部屋に響くのは、互いの荒々しい息遣いと、交わる音だけ。

　汗ばんだリュシーの髪をよけるように撫でたあと、アルフォンスはキスをくれた。

　彼の行為が嬉しくて、中がぎゅうっと締まる。すると、アルフォンスが切羽詰まったような声で、リュシーを呼んだ。

「リュシー……」

「アルフォンス……」

　唇を重ねるものの、呼吸が苦しくて続けていられない。その代わり、互いを繋ぐために動きはどんどん激しくなる。

　荒々しい呼吸は、互いの限界を示していた。

「いい……かい？　ぜんぶっ……君に」

　切羽詰まったように、アルフォンスが耳元で囁く。彼の腰の動きがもどかしそうに焦れている。

「ん、いいのっ。ぜんぶ……っほしいの」

　中を穿つアルフォンスの情熱を感じながら、自らも絶頂の予感を抱きはじめるリュシーは、思わず自分の方からも腰を動かしていた。

「ああ、君は……欲しがりだね。私も負けていない……つもりだけれど」

　打ち付けながら、アルフォンスがそんなことを言い出す。

「はぁ、あっ……あなたが、私を……こんなふうにしたのよ」

　リュシーが乙女から女性になったのは、アルフォンスの影響だ。

「っ……だからこそ、私は責任をもって、君を愛するよ」

　熱烈にキスをして、そしてきつく抱きしめながら、アルフォンスは断続的にリュシーの奥を穿つ。中はきゅうきゅうと収しゅう斂れんを繰り返し、彼を締め付ける。

「あ、あっ……あっ」

「リュシー……愛してるっ」

「私も、愛してるわ……アルフォンス」

　手を握りあって、身体を密着させる。激しく揺さぶりながら、互いの昂ぶった熱をぶつける。

　貪るように、刻みつけるように、やがて何も考えられなくなっていく。

「ああ、あ、またイっちゃ……うっ」

「かわいいよ、リュシー……イッてごらん。君の顔が見たい……一緒に、いこう」

　もう、その段階で止めることなんてできない。熱い潮が押し寄せてくる。それが吐き出される。

「ああんっあっあっ……あああ──っ」

「っ……くっ」

　そして、こみ上げてくる想いのままに、二人はそのまま互いに登りつめた。

　しばらく混こん沌とんとした白い時間を漂流したあと、リュシーはゆっくりと呼吸を整えながら、アルフォンスの重みを受け止めた。

　繫がりあっている場所がとても熱い。彼の脈動が伝わってくる。それがとても愛おしい。

　離れたくない。そんな想いがこみ上げ、リュシーはアルフォンスに抱きつく。

「もう少しでいいの。このままでいて」

「甘えんぼうだね」

　アルフォンスがくすりと笑う。

「ダメなの？」

　リュシーは拗ねて見せた。

「いや。うれしいよ。夢のようで……」

　そう言って、アルフォンスが腕をまわしてくれる。

「夢じゃないわ」

　噛みしめるように、リュシーは言った。すると、アルフォンスも頷く。

「そうだね。やっと約束を叶えられた。嬉しいよ」

　アルフォンスが表情をほころばせているのを見ると、リュシーも嬉しくなる。

　じゃれ合うように唇を重ねたり、抱きしめながら抱き合ったりして、それから落ち着くのだと思ったのだが。

　再び真下に組み敷かれ、リュシーは目を丸くする。

　なぜなら一度引き抜かれたと思ったのに、もう一度、リュシーの入り口にあてがい、ゆっくりと入ってきたからだ。

「ひ、あっ」

　びくんとリュシーは身体を震わせる。心の準備はしていなかった。

「かわいい。一度とは言っていないから。そこのところはわかってくれているよね」

「ん、待って、アルフォンス」

　こころなしか、先程よりも大きい気がする。それに、硬く張り詰めている。

「あんなにたくさん……したのに……」

「君が火をつけたんだから、今度は君が……責任を持ってくれないと」

　アルフォンスの絶倫に驚かされているうちに、彼は深く沈んできた。

「あ、あんん……大きっ……いっぱい……」

　困惑しながらも、やはり彼に愛されると身体は順応するように、甘んじて受け入れたくなってしまう。

「今度はもっと、長く君の中にいさせて……っ」

「あ、あん、アルフォンス……」

　彼の愛情は絶え間なく、リュシーに悦びをくれる。

　リュシーは愛される喜びに酔いしれながら、唯一無二の愛おしい存在をしっかりと記憶に刻みつけるのだった。
















　それから二人は時間を忘れて没頭するように何度も求め合い……気付けば夜明けが迫っていた。

　しばらく言葉も交わさず、ベッドに二人で肩を並べながら、手を繋いでいた。

　リュシーはくったりとした身を預けるようにアルフォンスの腕に密着する。

　アルフォンスもこちらを向いて、もう片方の手で、リュシーの髪を撫でてくれた。

　言葉を交わさなくても、今はそれでよかった。身体中が甘い余韻から抜けない。そして彼に愛されたことの悦びで、胸がいっぱいだった。

「リュシー……」

　眠くなりかけたところ、アルフォンスに名前を呼ばれ、リュシーはそっと瞼を開く。

「ええ。まだ起きてるわ」

　正直とても眠い。今寝てしまったら、夜まで目が覚めないかもしれない。けれど、アルフォンスの声はいつまででも聴いていたかった。

「明日、ひとつしたいことがあるんだ」

「何かしら？」

　リュシーが首をかしげると、アルフォンスはいたずらっぽく微笑を刷いた。

「明日……ではないね。目覚めたらのお楽しみだよ」

「気になるわ」

　それならなんとしても起きなくてはならないだろう。

「不安になることはないよ。明日、君は言われるとおりにして」

　アルフォンスはやさしく微笑み、リュシーの瞼におやすみのキスを贈った。

　リュシーは素直に「わかったわ」と返事をする。

　そのまま瞼を閉じていると、いつの間にか夢の中へと吸い込まれていくのだった。
















　どのくらい眠ったのだろう。朝なのか昼なのか、リュシーが目覚めたときには、アルフォンスの姿がなかった。

（……アルフォンス？）

　もしも寝過ごしてしまっているのなら、早く起きなくてはならないのに、どうしても気け怠だるさが抜けず、すぐには行動できなかった。

　なんとか上体を起こし、ぼうっとしていると、ノックの音が響いた。

「リュシー様、お召し替えにまいりました」

　セレストだ。

「どうぞ」とリュシーは返事をする。

　そして彼女が入ってくるなり、リュシーはアルフォンスの行き先を尋ねた。

「アルフォンスはどこへ？」

「旦那様なら、先にお出かけになりましたよ」

「どこにでかけたの？」

　そんなこと一言も告げていなかったのに。リュシーはちょっぴり不安に思った。

（なんて言ってたかしら？）

　目覚めたらのお楽しみ……とか。

　まったく見当がつかない。

「今からその場所にご案内させていただく予定です。馬車もご用意しましたので、まずはドレスにお召し替えいたしましょう」

　セレストがふふっと笑顔を咲かせる。その様子がなんだか意味深に感じられたので、リュシーは彼女を問い詰める。

「どうして笑っているの？　何か知っているんでしょう？」

　リュシーがじっと疑り眼を向けていると、セレストは肩を竦めた。

「申し訳ありません。つい。リュシー様、旦那様から秘密にするようにと、言いつけられているものですから……ですが、どうかご安心くださいませ」

　そう言いながらも、セレストも教えてくれる気はないらしい。

「意味がわからないわ。でも、アルフォンスやあなたがそう言うのなら……」

　リュシーは不服だったが、無理やり納得することにし、セレストに着替えを手伝ってもらうことにした。

　その後。

　ドレスに着替えると、リュシーはさっそく外出の準備をし、馬車に乗ることになった。

「いったいどこに案内されるのかしら？」

　リュシーはひとりごちる。

　なぜ急に馬車に乗らなくてはならなくなったのか。それもひとりで。何も思い当たることはない。謎ばかりが深まる。

　不安になることはないと、アルフォンスに言われているものの、セレストまで秘密だと言い出すし、リュシーは今の状況が気になって仕方がない。

　しばらく通り過ぎていく風景を眺めながら、アルフォンスとの出会いから今日までの日々に想い馳はせていたリュシーは、馬車が停まったことに気付き、窓の外を見た。

（着いたのかしら）

　と、リュシーはその光景に驚く。

　なぜなら到着したところが、王宮の城門前だったからだ。

（どういうことなの……？）

　門前に連なっていたのは、リュシーを乗せた馬車だけではなく、他にも立派な箱馬車が並んでいる。

　これはひょっとすると、舞踏会が行われるために待っている来らい賓ひんなのでは。

　わけもわからずリュシーは案内されるがまま、王宮の来賓者に用意された控室へと進んだ。

　しかし大して待つこともなく、すぐに声がかけられた。

「こちらへどうぞ」

　わけがわからぬまま、リュシーは大広間へと案内され、緊張しながら歩みを進める。

　すると、そこには白地に金の肩けん章しょう、そして略りゃく綬じゅや紋もん章しょうがつけられた、立派な軍服を着たアルフォンスの姿があった。

「うん。想像した以上に、綺麗だ……リュシー」

　彼はそう言い、リュシーを目に入れても痛くないといわんばかりに視線で愛でる。

「アルフォンス……いったいどういうことなの」

　リュシーはまだ意味がわからず、困惑するばかりだ。アルフォンスを含めた眩まぶしい存在に目が白黒してしまう。

「驚かせてすまない。あの日の再現をしたいと思ったんだ。君が忘れてしまったことを気にしていたから、それなら新しく記憶できるようにってね」

　アルフォンスの企たくらみはこうだった。

　リュシーの立場は舞踏会に招待されたご令嬢、という設定だ。

　二人が出会ったときの思い出が、残っていない部分が多かったことを残念だと告げたことを考えてくれて、彼がリュシーのために策を講じてくれたということ。

「そういうことだったのね」

　事情を聞いたリュシーは、ようやく納得する。そしてどこまでもリュシーのことを考えてくれているアルフォンスには頭が下がる思いだ。

　何より、彼と過去の共有ができるのなら、リュシーにとっても嬉しい。

「さあ、行こうか」

　アルフォンスに肩を抱かれ、リュシーは初めて舞踏会に参加したときみたいに緊張した。

　二人で練習したときとは違い、ほんとうの舞踏会にいるのだ。

　シャンデリアは煌こう々こうときらめき、大広間の豪奢な装飾はまばゆく、宮廷舞踏会の音楽隊は美しい音色を奏でている。そして、おもいおもいにダンスを踊る紳士淑女たち、それは紛れもなく、四年前に体験したものだった。

　ひどく懐かしいような、胸を締め付けるような想いに駆られ、リュシーは小さくため息をつく。

「踊ってくれますか」

　アルフォンスはかしこまった風にリュシーに手を差し伸べた。

「喜んで」

　リュシーはくすぐったい気持ちになりつつ、おずおずとアルフォンスの手をとる。そのまま二人は自然な流れに合わせて、ワルツの輪の中に入った。

「さて、練習の成果を拝見しよう」

　と、アルフォンスはいたずらっぽく微笑む。

「も、もう。いじわるなことを言わないで。私がダンスはあまり得意ではないこと知っているでしょう？」

　リュシーがむくれると、アルフォンスは愉しげに笑った。

「もちろん。君が努力してとても美しく踊れるようになったこともね」

　ワルツの調べに合わせて、二人は手を取り合い身を寄せ合う。

　練習のときとは違って、王宮の大広間という広い場所で、たくさんの人たちの中にいることに緊張しているせいか、息切れするのが早かった。

「少し休もうか」

　アルフォンスに声をかけられ、リュシーは頷く。

　そして二人はバルコニーへと移動することにした。

　あの、二人が初めて出会った場所である。

「ここで君に出会ったんだったね」

　昔を思い出すように、アルフォンスが目を細める。

　月明かりがやさしく夜を照らしている。

　二人は肩を並べて寄り添う。

「……そうよね。でも、ほんとうに驚いたわ。まさか王宮に招待されてしまうなんて」

　リュシーは、ほろ酔い気分でため息をつく。

　もちろんお酒は飲んでいない。今日は四年前のようにぶどう酒で酔ってしまって記憶を失うようなことになりたくなかったからだ。それでも今夜のことは、リュシーを高ぶらせるのに十分だった。

「もうひとつ、君に報告があるんだ」

「何かしら？」

「王位継承権を持っていることは知っていたね？」

「ええ」

　唐突な話題に、リュシーは戸惑いつつ返事をする。

「いずれ、私は引き受けようと思っているんだ。今回のことを相談したときに、それを条件に出されたんだ。まだ先のことだけれどね」

　言いづらそうなアルフォンスを見て、リュシーはその意味を察した。

「それじゃあ」

　アルフォンスは公爵位を持つ王太子の立場になるということ。

「そうなれば、君は妃として学ばなくてはならないことが増えるだろう。それでも……ついてきてくれるかい？」

　きっとアルフォンスはとても悩んだに違いない。もしかしたら以前に二人がこじれたことを気にしているのかもしれない。そんな彼を思ったら、リュシーはすぐにも返事をしたい気持ちになった。

「もちろんよ。どこにだってついていくわ」

　リュシーが必死に想いを伝えると、アルフォンスはホッとしたような顔をしながらも、遠慮がちに彼女の両手を握る。

「私はそうできた人間じゃない。君が側で見ていてくれるとうれしい」

「……私こそ、あなたの役に立てる女性になりたいと思うの」

　リュシーはアルフォンスの手を握り返して、感じるままにそう告げた。

　もうこの先はすれ違うことなんてしたくない。互いに手を取り合って生きていきたい。

　二人は顔を見合わせて笑顔を咲かせる。

「あなたに出逢えてよかった」

　リュシーはこころを込めて伝えた。すると、アルフォンスも嬉しそうに頬を緩めた。

「ああ。私も同じ気持ちだよ」

　もう、お互いの立場に不安や恐れを抱く必要はない。ようやくひとりの人間として向き合うことができた。その喜びが、胸の中に収まりきれない程ひしめきあっているみたいだ。

　二人はどちらともなく寄り添い、そして抱きしめ合った。

　アルフォンスの腕に抱きしめられていると、リュシーは安心できた。

　彼以外に伴はん侶りょは考えられない。今まで以上にそう思う。

「舞踏会が終わったあとは……今後の二人の結婚式について話をしようと思っていたんだが……今夜はベッドの方が先かな」

　熱っぽい瞳を向けられ、リュシーはドキリとする。

「も、もう。昨晩……あんなにしたのに」

　なんとかはぐらかそうとするのだが、彼に捕まってしまえば、逃れる術はないことを、リュシーは心得ていた。

「足りないよ。あれだけでは、君を愛したりない。結婚式のあとの初夜はもっと……覚悟してもらわないと」

　甘い宣戦布告に目眩がした。

「毎日……どこででも君を抱いていたい」

　わざわざそう付け足して、アルフォンスは挑発的な視線を投げかけてくる。

「私だって、ちゃんと覚悟するわ」

　そう、リュシーだって本心では一緒の気持ちなのだ。いつだってどこだって彼に触れられて抱かれていたい。

「どこででも……君を抱けるなら、今だって……構わないだろう？」

　アルフォンスに火をつけてしまったらしい。

「あっ……アルフォンスったら」

　リュシーの顔も火がついたように熱くなる。いたたまれなくなって背を向けると、そのまま後ろから腕が伸びてきて抱きしめられてしまった。

　首筋にアルフォンスの唇が触れる。

　首から下も、アルフォンスが触れているところから熱を帯びていく。まるで、彼に触れられたいと訴えているみたいだ。

「どうしてそっちを向くの？」

「恥ずかしくなっちゃったのよ」

「そういう君も好きだよ」

　ふっとアルフォンスが笑う。

「も、もう。そんなふうにからかうからよ」

「からかってなんかないさ……私の本音だ。君があんまりにも綺麗だから、見ているだけじゃ物足りないんだよ」

　アルフォンスは言って、リュシーのドレスの紐を外そうとする。

「あっ……」

　驚いたリュシーは抵抗を試みるが、もうあとの祭りだった。たわんだドレスがずり落ち、その弾みであらわになった乳房をアルフォンスが後ろから揉み上げてきた。

「君の胸やわらかい。素肌はもっと綺麗だね」

　形が変わるほど、丹念に揉み込まれ。逃れる隙はなかった。

「ふあ、んっ……見られちゃ……」

　声を出そうとしたら、アルフォンスの手に塞がれ、唇を指先でなぞられた。

「ん」

「静かにして。君が声を出さないでいてくれたら……大丈夫だよ」

　耳元でそう言って、手始めに右側の乳首を弄んだ。

「あっん……そんな……あっ」

　意地悪な指先に、リュシーは目頭が熱くなるのと、鼓動が少しずつ速まっていくのを感じた。

「……ん、んんっ」

　あっという間に尖端は硬く蕾み、転がされる刺激にびくりと震え、呼吸するたびにそこは淫らに揺れる。

「片方だけじゃ足りないね。こっちもおんなじにしてあげるよ」

　アルフォンスは言って、左側の胸の頂きも同じように愛撫した。

「仕上げに、両方一緒に弄ってあげる」

　両手で双丘を揉みしだきながら、中心で硬くなった蕾をぐりぐりと潰したり擦り上げたりする。

「あ、あっ……そんなしちゃ、だめ」

　あまりに気持ちよすぎて、秘めたところがずきずきと疼く。吐息は乱れ、自然と腰が揺れてしまう。

「頃合いかな？」

　そう言い、アルフォンスはリュシーのドレスの裾をめくりあげ、彼女の腰を両手で自分の方に引き寄せると、寛くつろげた自身の昂ぶりを蜜口にぐっと押し当てた。というよりも今にも沈み込みそうなほどそこは蕩けて濡れていた。

「ああ、リュシー……君って人は」

「……言わない、でっ」

　淫らな身体だと自覚はある。胸を弄られはじめたときから、蜜液がじわりと秘所を濡らすのを感じていたのだ。

「もう、君がそんなだから、我慢できないよ」

　アルフォンスが狙いを定めるように腰を沈めると、尖端が既に埋もれていた肉棒は奥へと入ってくる。

　その瞬間から内襞がねとねとと蠢きながら彼に絡みついていくのがリュシー自身にもわかった。

「ひ、ああっ」

「ああ、すごい……飲み込まれていく。絡みついてきて……たまらない」

　こらえるような、アルフォンスの声が耳に届く。

　お腹を圧迫するような大きい屹立に翻弄され、リュシーはわけもわからず喘いだ。

「あん、アルフォンス、や、だめっ……」

「そう言いながら、締め付けてるのは……誰？」

「だって、あっ……あっ」

　遠慮なく入ってきたアルフォンスの熱は、たちまちリュシーを蕩けさせる。蜜液がこぷこぷと溢れ、内ももを濡らしてしまっていた。

「これは……僕も濡れてしまいそうだな。やっぱり君も……こうされたいって、期待していたんだね」

　くすりと笑う声に、羞恥心が煽られる。

「そういうわけじゃ……」

　完全に否定できないのが悔しい。

「いいんだよ。君が望むように、中まで愛してあげるよ」

　ドレスをさらにめくりあげ、背面からゆっくりと打ち付けられる。

　反動で上下に揺れる胸を揉みしだかれ、リュシーは甘い吐息を漏らす。

（そんな。こんなところで……）

　だめだと自制しながらも、与えられる愉悦にだんだんと思考が奪われていく。

「声、あんまり出したらダメだよ」

　後ろから打ち付けられる腰の動きが激しくなっていくのを感じる。

「ん、はぁ、はっ……あっ」

「こら、声、出しちゃダメだって言っただろう？」

「はぁ、んん、だって……」

「気持ちいいんだね？」

「ん、はぁ、……あっん」

「じゃあ、いいこと教えてあげよう」

　アルフォンスの指が、リュシーの口こう腔こうへと入ってきて、舌をいたずらにかき乱す。

「んんっ」

「舐めてみてごらん」

　命じられるままに、リュシーはアルフォンスの長い指をしゃぶった。それがまるで、彼自身を愛撫しているような錯覚に陥おちいった。

「うん、上手だ。気持ちいいよ」

　相変わらず、アルフォンスの腰の動きは巧みにリュシーを淫らにさせる。

「ん、ふぅ、あんっ……」

「かわいい。リュシー……君は肌が白いから、月明かりがよく似合うよ。今度は、白いウエディングドレスを着た君と、こうしたいな」

　乳ち房ぶさの尖端をあらわにするように、揉み上げられ、リュシーは指を咥えていた唇を離し、いやいやとかぶりを振る。

「そんな……はげしっ……したら、見られちゃうわ」

　誰が来るかもわからないこの場所で、淫らに繫がり合っていることだって、本当ならいけないことだろう。

　ハラハラとしていると、アルフォンスが耳元で囁いた。

「人払いはとっくにしてあるんだよ」と。リュシーはぽかんとする。目の前にはいたずらっぽい顔をしたアルフォンス。それでリュシーはようやく気付く。

　つまりは、リュシーがひとりで慌てていたということ。

「ひどいわ。アルフォンス」

　顔を真っ赤にして抗議するものの、アルフォンスのにやけた顔は直らない。だからますますリュシーは恥ずかしかった。

「嘘ではないさ。君が声を出したら、聞かれてしまうのは本当だよ」

「うっ……そう、だけれど」

　それを言われてしまうと、リュシーも返す言葉がない。

　アルフォンスはくすっと笑った。

「お詫わびに、私の手で余すことなく隠してあげるよ。下も、私でいっぱいにしてあげよう」

　そう言って、アルフォンスはリュシーの深いところまで埋め尽くす。

「ひゃ、ん……あ、はぁっ……んん」

「ほら、そんな声出して」

「……だって、誰も、いないんでしょう？」

「そうだよ。だから気兼ねせず、君はただ、私を感じていてほしい」

　アルフォンスの情熱が、リュシーの奥深くに埋められる。

　ぐりぐりと亀頭で擦り付けられると、中が激しく収斂する。彼を欲しがっている証だ。それは否定できない。

　声を出してはいけないと制限されればされるほど、背徳感が煽られるのと同時に、なぜか快楽が増してしまう。

「あっああ……アルフォンスっ……」

　リュシーは手すりに寄りかかるようにして、彼の愛情を一心に受け入れた。

「君は本当に私を好きでいてくれているんだね。君を抱いていると、それが感じられるようで、嬉しいんだ」

　そう言いながら、アルフォンスがより深く交わるように密着した状態で、奥をぐちゅぐちゅとかき回す。そして前から手を伸ばし、結合部分の尖端でひくついている花芯を指先で擦り付けてくる。

「ん、はぁ、……はぁ……っきもち、いいのっ……だめっ……私っ」

　繊細な快感と深い愉悦が交互にリュシーを責め立てる。

「一緒に、気持ちよくなろう。もっともっと」

　貪るように、激しい交わりが続く。腰を掴んで深く突き上げられると、互いが蕩けてひとつになったような錯覚がする。

　無我夢中で愛しい人のぬくもりを感じた。

　どれほど彼に溺れればいいのだろう。どれほど彼は愛してくれるのだろう。すべてを飲み込んでもまだ欲している自分の身体はなんて貪欲なのだろうか。

「愛しているよ、リュシー……一緒にいこう」

　アルフォンスの少し乱れた息遣い、低く響く声、それだけでもう、リュシーは登りつめてしまいそうになる。

　ずんっずんっと深くを抉られた刹那、その時はまたたく間に訪れた。

「……あ、あ、あああ──っ」

　ついに意識が白く溶け、情熱が爆はぜる。

「……っ」

　中に熱いものが迸ってくるのを必死に飲み込んだ。

　愛しているわ、アルフォンス。

　リュシーは絶頂へと押し上げられるさなか、瞼の裏に光を感じながら、心の中で愛しい人の名を呼んだ。

　息も絶え絶えといったふうに、リュシーは手すりに寄りかかり、そのまましゃがみこんでしまいそうになった。

　とっさにアルフォンスの腕が伸びてきて、やさしく支えてくれる。だが、交わったままの二人は、まだ足りないといわんばかりに、互いに熱い脈動を伝え合っていた。

「君に触れると、どうしても離れがたくて……ずっと永遠にこうして結ばれていたらいいのにね……」

　アルフォンスが荒々しい息遣いを整えながら、リュシーの耳元で囁いた。

　それはリュシーも同じ気持ちだった。

　それからも、二人の秘めた情事は密やかに続けられ、月明かりだけが彼らを密かに見守っていた。
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　それからさらに数ヶ月が経過し、二人は改めて結婚式を挙げ、正式に夫婦になった。

　新婚生活がはじまると、普段からリュシーには甘かったアルフォンスが、ますます溺愛するようになり、リュシーもまたアルフォンスのためにますます尽くすようになった。

　蜜月はしばらく続くかと思われた──が、アルフォンスはこの頃とても忙しく、ここのところ邸にいる時間が少ない。

　一緒に過ごせるのは、夜に眠るときくらいだ。無論、彼は毎晩のようにリュシーを抱いた。

　彼が絶倫なのはさておき、身体は疲れているはずなのに眠れないと言っていたアルフォンスのことが、リュシーはとても心配だった。

「君を抱いているくらいなんだから、大丈夫だよ」

　と彼は言うけれど、かれこれ二週間ほどずっとそうだ。

　以前に馬車の事故に巻き込まれ、意識不明になったことがあったアルフォンスのことを思うと、やはり安心はできない。

　そんな彼のために、リュシーはまたサシェを作っていた。以前に作ったサシェをアルフォンスは気に入ってくれて、よく眠れたと好評だったからだ。

　サシェ自体は幾つでも作れる。だが、時間が経過すればするほど、中に詰めている香りは薄らいでしまうもの。

　そのため、リュシーは邸から馬車を出してもらい、邸から一時間ほどあるオリーブの丘の花畑へと足を伸ばすことにした。

　最近参加したお茶会で、とある婦人たちからジャスミンの花がちょうど見頃だという話を聞きつけたからだ。

「ほんとう、とても綺麗」

　真っ白な花が風に揺られている様子は、まるで純白のドレスをまとった妖精がダンスをしているかのよう。その可憐な姿をしばしうっとりと眺める。

　華やかな薔薇の花も好きだけれど、ジャスミンのような繊細な白い花々も綺麗だ。

　そっと花びらに近づくと、凛とした静せい謐ひつな香りが漂い、嗅いだ瞬間から心を穏やかに癒やしてくれる。

「きっとこれなら、あなたのパパも喜んでくれるわね」

　リュシーは感動しながら、無意識に自分のお腹に手をあてた。それは、ここ最近の彼女の癖くせである。

　実をいうと、リュシーはおめでたのようなのだ。

　それがわかったのは、つい最近のことである。

　しばらく胃がむかむかしたり吐き気を催したり、気分が悪い日が続いていた。なかなか治まらないので、病気なのではないかと心配になっていたところ。

『もしかして、リュシー様、ご懐かい妊にんなのでは……！」

　セレストに言われ、リュシーはハッとした。そういえば月の障さわりがなかった気がする。

　すぐに医師に診みてもらうと「悪阻つわりはしばらくすれば治まるので心配は要らないですよ」と言われ、リュシーはホッとした。

　まだそれほどお腹がふっくらとしているわけでもないので、実感がわかない。

　無論、いつかは……と望んでいたのだが、アルフォンスはどう思うだろうか。

　リュシーはアルフォンスの仕事が落ち着くのを見計らって打ち明けようとしているのだけれど、そのタイミングがつかめない。

　悪阻はまだある。なので、リュシーにとっても花の清すが々すがしい香りは、気分転換によかった。

　初夏の日差しが強く、帽子をかぶっているものの、少し汗ばむくらいかもしれない。高原に吹き抜けるひんやりとした風が心地よく、眠気を誘う。

　自分ひとりの身体だったときとは違って、悪阻や眠気など、お腹の赤ちゃんがサインを出しているのだと思うと、愛おしくてならない。

　予定では冬頃に生まれる。男の子なのか女の子なのかわからないけれど、赤ん坊のためにもお揃いのサシェを作ってもいいかもしれない。

　そんなふうに考えるのも楽しかった。

　リュシーは花を摘んだあと、少し風に吹かれながら花畑を眺めた。

「いつか、三人でここにきましょう」

　お腹に語りかける。

　しばしそうしているうちに、うとうとと眠くなってきてしまった。

（ちょっとだけ……）

　そのつもりが、リュシーの意識はそのうち完全に溶けていった。
















　リュシーが目を覚ますと、なぜかベッドに寝ていた。

（え……ここは……）

　さっきまで花畑にいたと思ったのは、夢だったのだろうか。リュシーがいたのは自室だった。

　身体がだるくて頭がぼんやりする中、リュシーはさっきまでのことを振り返る。夢にしてはやけに現実的だ。

　出かけるときに盛っていった籐とうかごはデスクの上にあるし、ジャスミンの香りがする。

　部屋にノックの音が響きわたった。

「目覚めたかい？」

　入ってきたのは、アルフォンスだった。

「驚いたよ。花畑で倒れたと聞いて」

「え？　倒れたって、どういうことなの」

　リュシーの方が驚いてしまう。

「ああ、起き上がらないで、そのまま寝ていた方がいい」

「待って。やっぱり……私、あのまま眠ってしまっていたんだわ」

　混乱しているリュシーに、アルフォンスが教えてくれた。

　すっかり眠ってしまったリュシーのもとに、御者が探しにやってきて、目を覚まさない彼女を運んでくれたらしい。すぐに邸からアルフォンスのもとに連絡が入り、慌てて帰ってきたらしい。

「ご、ごめんなさい。心配をかけてしまったわ。サシェを作りたくて、そのお花を集めにいったの。それで……」

　妊娠中は眠くなることが多いと聞いていたものの、いくら心地よかったからといって花畑で寝入ってしまうなんて、自分に呆れてしまう。

「話には聞いているよ。私のためなんだってね。まったく君は。連絡が入ったときは、心臓が止まるかと思ったよ」

　アルフォンスが大おお仰ぎょうにため息をついてみせる。彼は少し怒っているかもしれない。

「ごめんなさい。心配かけてしまったわ」

「だが、とにかく君が無事で良かった」

　無事という言葉を聞いて、リュシーはハッとしてお腹に手をあてがう。

「医師からも大丈夫だと聞いているよ」

　アルフォンスがそう言い、リュシーを見つめる。もしかして、彼は聞いてしまったのだろうか。

「あのね、アルフォンス……言おうと思っていたのに、遅くなってごめんなさい。実は、お腹の中に赤ちゃんがいるみたいなの」

　すると、アルフォンスが目を丸くする。そしてリュシーのお腹にそっと触れた。

「本当なのかい？」

　どうやら聞いていなかったみたいだ。医師が気を利かせてくれたのかもしれない。

「ええ」

「それならなおさら、大事にしなくてはならないだろう。きちんと身体を暖かくして。私の方は大丈夫だから、君は自分のことを考えるんだ」

　アルフォンスが急に慌て出した姿を見て、リュシーは思わず頬を緩ませる。

　彼はいつもリュシーには甘かった。もしも子どもが生まれたらどうなるのだろう。そんなふうに思ったら可笑おかしくなったのだ。

「何を笑っているんだい」

　アルフォンスが怪訝な顔をする。

「ちょっと思ったの。あなたは、私と赤ちゃん、どちらが一番になるかしら」

　想像したら、自然と笑みがこぼれた。

「君が一番で、赤ん坊も一番だ。どちらも大事だ。決まっているだろう」

　てっきり二番と言い出すのかと思ったので、リュシーは微笑ましい気持ちになった。

「今からやきもちかい？」

「そうじゃないわ。そういうあなたのことが大好きだって思ったの」

　くすぐったい気持ちになりながら、リュシーは素直に本心を伝える。

「やきもちをやくのは、おそらく私の方だろうね」

　と、アルフォンスは照れたように微笑んだ。

「私だって同じだわ。あなたが一番、赤ちゃんも一番。どちらも大切にするわ」

　リュシーが言うと、アルフォンスは嬉しそうに目を細めつつ、リュシーの手をそっと握った。
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　二人の薬指には揃いの指輪がある。もう二度と約束を違えず、忘れない。互いを愛し、支え合うと誓った……大切なマリッジリングが。

「これからも……今まで以上に大事にする」

「私も」

　愛してると告げあい、キスを交わしたあと、アルフォンスはお腹の上からもキスをした。

「一緒に幸せになろう」

　と、囁いて。




　もうじゅうぶんすぎるほど幸せだ。

　そんなふうに噛み締めながら、リュシーは過去に思い馳せる。

　そして新しく未来の夢を見た。

　きっと旦那様の溺愛は深まっていくばかりに違いない。

　これから先も永遠に────。







あとがき




　こんにちは。立たち花ばな実み咲さきです。

　このたびは『買われた花嫁～公爵の溺愛に乱されて～』をお手にとっていただきましてありがとうございました。

　早いもので、ロイヤルキス文庫さんも五周年ですね。著書も九冊目となりました。

　日頃から応援してくださる読者の皆様に感謝をしながら、新しく出会う読者の皆様との出会いを嬉しく思っております。

　今回の作品のテーマは『買われた花嫁』と『溺愛する公爵』とすると、わかりやすいでしょうか。どうしてもお互いに壁を作らずにいられない二人が、歩みよっていく様子を描くのはとてもしんどかったですが、最後まで書ききることができて楽しかったです。

　少しでも皆さんが楽しんでいただける内容になっていたらいいなと願っております。

　今回のイラストは氷ひ堂どうれん先生に担当していただくことができました。著書では初めてですね！　完成するのをとてもドキドキしてお待ちしているところです。

　きっとお手にとってくださった皆さんも今頃ドキドキしていることでしょう。氷堂れん先生、このたびはお忙しいところ素敵なイラストをありがとうございました！

　そして出版するにあたってお世話になりました関係者の皆様、ご担当者様、いつも尽力してくださり誠にありがとうございます。未熟な作者ではございますが、これからも精進してまいりたいと思いますので、どうかご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　最後に。読者の皆様、本をお手にとっていただいた上に、あとがきまでお読みいただきありがとうございました！　またぜひ近いうちにお会いできたら嬉しいです。

　どうかご自愛のうえ、楽しい読書ライフをお過ごしくださいませ。それではまた。








「君が、かわいすぎるから」






　昼間の花園。公爵邸の離れになる別邸で、アルフォンスは毎日のようにリュシーを抱いた。

　愛欲を知らなかった人形のような彼女は、次第に男から与えられる淫靡な愉悦に溺れ、淫らに咲きこぼれるようになった。まるで真紅の薔薇のように頬を赤らめ、甘い蜜をこぼす。

　愛おしさは日に日に高まるばかりで、時々、じっくりとかけていた愛撫をおざなりにして、性急に彼女を乱したくなってくる。

「アルフォンス……っ」

　押し入る刹那、吐息をこぼしながら名前を呼ぶ彼女に、どうしようもない高揚感を煽られる。ベッドが軋み、部屋には淫らな打擲音が響き渡る。しかしアルフォンスに聞こえているのは、リュシーの息遣いだけだった。ぞくぞくとさせる媚薬のような、彼女の甘い声。それに酔いしれながら、激しく腰を打ち付け、彼女を揺さぶった。

「君がかわいすぎるから、いけないんだ」

「あっあっ……あああっ」

（今すぐに、君を私でいっぱいにしてしまいたい）

　精を吐き出したあとも、彼女の脈動を感じたあとも、ぜんぶが満たされるわけではなかった。すぐにも飢餓感がやってくるのだ。

　しかしアルフォンスとてまだ拓いたばかりの彼女に無理をさせるほど鬼畜ではない。

「大丈夫かい？」

　リュシーの髪をやさしく撫で、ひたいに唇を寄せながら彼女に問いかける。

　彼女は慎ましく「ええ」と頷き、まるで親鳥に甘える雛のように、アルフォンスに身を寄せた。

　彼女の清らかな笑顔を見るたびに、いとおしさが募る一方、自分の穢れた欲望が恥ずかしく思う。だが、その欲望は一昼一夜でそう簡単に凪いでしまえるものではなかった。

（リュシー、君がかわいすぎるから、いけないんだ）

　アルフォンスの口癖はいつも決まってそうだった。

　きっとこの感情は、本当の意味で自分のものにしない限りは、消えるものではないのだろう。







　ある日も、アルフォンスは外出先でその燻った感情と対峙することとなった。

　閉じ込めてばかりではよくないと思い、リュシーに何かプレゼントを贈ろうと考えたアルフォンスは彼女を連れて街に出た。

「ネックレス、それともイヤリングかな？　気に入ったものがあれば、特別に注文を入れよう。君だけのたったひとつの宝物になるように」

「ありがとう。アルフォンス」

　リュシーはぎこちない表情で答えた。あまり宝石類には興味がないのだろうか。

「ならば、ドレスを新調しようか。君好みのデサインで仕立てさせよう」

「でも、そんなにしてもらわなくても、十分だわ」

　彼女は遠慮しているのだろうか。それとも、本当に欲しているものは他にあるのだろうか。

　アルフォンスは焦れていた。

　と、そのとき、目の前のマーケットに林檎が転がっていくのが見えた。

「たいへん」

　彼女はとっさに駆け寄って林檎を拾いはじめた。出遅れたアルフォンスが側にいく前に、リュシーは拾った林檎を店主に届ける。

「ありがとう。お嬢さん。よかったら、林檎をもらってくれないかい？」

「え、でも……」

「売り物にはならないからね」

　戸惑うリュシーを見て、店主は閃いたように彼女の手をとった。

「きゃっ、あの」

「御礼に、お茶でも……」

　追いかけてみれば、雲行きが怪しい。アルフォンスはすぐにも間に割って入った。

「失礼。私の妻が何か失礼なことでも？」

　大人気なかったとは思う。けれど、そう言わずにはいられなかった。

　リュシーはホッとした顔をしていたが、店主は引きつった顔をしていた。それほど、アルフォンスの表情は、おそろしい悪魔の形相をしていたかもしれない。

「いえ。拾っていただいた御礼です。どうか、召し上がってください」

　押し付けるようにバスケットごと林檎をリュシーに手渡すと、そそくさと店主は店の奥に引っ込む。

「どうしよう。たくさんいただいてしまったわ」

「いいじゃないか。それをいただいてシェフにパイを作ってもらおう」

「真っ赤でおいしそうな林檎。きっとおいしいわ」

　リュシーは戸惑っていたものの、とても無邪気に笑顔を咲かせた。

　これだ、この笑顔が見たかった。自分がしてあげることに、彼女が喜んでくれる姿を見たかった。どうして、私ではなく、あの店主が叶えてしまえるのか。

　たちまち腹の中に黒い感情が垂れ込める。

　かわいい、いとおしい。そう思うだけでは満足できない。

「その前に、君にはしてもらうことがあるよ」

　邸に帰ってから、アルフォンスはまたリュシーを抱いた。

（君が、かわいすぎるからいけないんだ）

　いつもより乱暴だったかもしれない。けれど、手加減を忘れてしまうほどに、アルフォンスは苛立っていた。焦っていたのだ。

　きっと彼女は『買われた花嫁』であることに負い目を抱いている。アルフォンスがすることで、心から喜んでくれることはないだろう。そんな絶望感を打ち消すように、自分以外の者への嫉妬を吐き出すかのように、彼女を求めずにはいられなかったのだ。







　──だが、今は……。







「起きて。アルフォンス。もうとっくに朝よ」

　清らかな声に起こされ、アルフォンスは気怠いため息をつき、目を眇めた。

　ぼんやりとした視界に、ネグリジェに身を包んだリュシーの姿が映り込む。

　まるで女神のような神々しさに包まれた彼女は、今も大切なアルフォンスの花嫁だ。

　しかし『買われた花嫁』ではない、彼女は『正式な花嫁』となり、二人は日々、新婚生活を満喫しているところだ。

「夢を……見ていたんだ」

　アルフォンスはぽつりと言って、リュシーの腕を引っ張り、彼女を抱きしめた。そして彼女の鼓動を感じるべく、胸に顔を埋める。

　本当に、なぜあんな夢を見たのか。ぬくもりに包まれなければ、安心できない。

「きゃ、アルフォンスったら……！」

「おはよう。リュシー」

　口づけをねだる間もなく、リュシーの方から口づけをくれる。

「ふふ。おはよう。アルフォンス……怖い夢でも見たの？」

「いや。君と昼間から耽っている夢さ。君の乱れた姿に興奮して目が覚めた」

　心配かけないようにアルフォンスは冗談めかして言った。半分は嘘ではない。

「も、もうっ」

「今から、抱いても構わないかい？」

「えっ……だって、もう朝……」

「いつでも君には触れていたい。だって、君はとても……かわいいから」

　アルフォンスは言って、リュシーの唇をついばむ。

「ん、アルフォンス」

「いやなときは言えばいい。もう君を無理に繋ぎ止めようなんてしないから」

「……いやじゃないわ」

　恥じらうような顔をしながらも、リュシーはそう言ってくれる。

「ほんとうかい？」

「ええ。だって、あなたに抱かれていると、愛してもらえてるって実感するの」

　ほんのり頬を染めて、赤い目で見つめてくる彼女がかわいくて、かわいくて仕方がない。そう感じたらもう最後だった。身体中の血液が一点に集中する。

「ああ、やっぱり訂正するよ」

　アルフォンスは彼女を組み敷いて、首筋にキスをした。

「きゃ……んん」

「いつになっても……君がかわいすぎるから、いけないんだ」

　アルフォンスはまた同じ言葉を紡ぐ。けれど、以前のような燻った感情ではない。照れて恥じらう彼女を愛おしく思う。だが、黒い感情はもうどこにも芽生えない。壊すよりも穢すよりも大事にしたい。二人が、正式に結婚してから、心からそう思うようになったのだ。

「……君を、これからも、ずっと大切にするよ」

　アルフォンスは想いを込めて告げる。するとリュシーもこころから喜んで微笑んでくれる。アルフォンスを縛るものはもうない。二人を縛り付けるものも何もない。

「私も、あなたを大切にするわ」

　二人が自然と寄り添っていられる未来に、アルフォンスは心から感謝しながら、愛おしい妻をそっと抱きしめた。

　二人のほんとうに甘い日々はこれからがはじまり──。
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